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　悪魔と人間が対立する世界で、当時七歳のライト・リンダムは、悪魔の頂点に君臨するルシファーと出会った。
　悪魔と人間が共存することができない世の中で、双方の争いに巻き込まれた両親を亡くし、悲しみにくれるライトに悪魔は目をつけ、囁く。

　――――契約を結ぼう

　人間が作り上げた世の中は、幼いライトに余りにも辛い世を歩かせた。
　ライトは人間を嫌い、人間を恨んでいる。

　――――それならばいっそ、悪魔と契約を結んでしまおうか

　七歳のライトは、悪魔と契約を結び、悪魔になることを選択した。
　しかし契約は失敗。ライトは『人』の心を失わず、優しく、慈悲深い。
　だが確かに悪魔を秘めている。 胸にルシファーの意思がある。
　誰にでも優しく慈悲深いライトは、人間でもなく、悪魔にもなりきれないバケモノになってしまった。




                                                                                                                                            ───────────────────────




悪魔と契約を結んで
祓魔師になった僕の旅
EITO


───────────────────────



　　　目　次


　一章
　　僕の旅の準備




　　一 話　　　ことのはじまり


　　二 話　　　再　会　　　　　１　２


　　三 話　　　召喚書　　　　　１　２　３　４


　　四 話　　　農村カカ　　　　１　２　３　４


　　五 話　　　旅前夜　　　　　１　２　３


　　南の大地エノク王国の僕の旅　零


　　六 話　　　港町エフェソス　１　２　３


　　七 話　　　人　魚　　　　　１　２　３　４


　　八 話　　　死霊術師　　　　１　２　３


　　　　　　 　If I Became To Devil,I Love You.　


　　南の大地エノク王国の僕の旅


　　九 話　　　それぞれの旅　
　　　　　　　 Episode Z　 　　１　２　３
　　　　　　　 Episode ＫＭ
　　　　　　　 Episode 罪


　　十 話　　　裏切りのユダ　１　２　Episode 死


　　一章完結　僕の遊び場



　一章　僕の旅の準備
　一話　ことのはじまり



　人間と悪魔が対立する世界。まだ幼い少年は、目の前に現れた美しいモノに魅了され、誘惑の声に耳を傾けていた――
「――ルシファー？　今、ルシファーって言ったの……？」
　かつて悪魔は人間を誑たぶらかし、惑わせ、平和を乱す者として恐れられていた。だが悪魔は人間に討伐されその数を減らしつつある。勇敢な人間は勇ましく悪魔と戦い、数多くの犠牲を払い手に入れた穏やかで平和な日々を愛していた。
　それが、この世に生きる人間が信じてやまない誇り高い過去だ。
「そうだよ、俺はルシファー。お前は？」
　しかし時がたち、人間はその数を莫大に増やすと欲深い者どもが現れる。
　独裁、支配、金――
「僕はライトっていうの…… ライト・リンダム…… 七つだよ？」
「ライト……七つで俺に出会っちゃった。可哀想だね」
　欲に溺れた人間達は、悪魔から平和な日々を取り戻したかつての勇姿を忘れ、その身勝手な欲の為に同じ人間を傷つける。現代、かつての人間の誇らしさは微塵もなく、情けない姿を晒し、その心の中は憎悪で満ち溢れていた。
「ルシファーって……悪魔の魔王様？」
「魔王様……？　そうかなぁ…… まぁ、そうだね」
　今は数少ない悪魔達はこの時を待ち望んでいた。欲深い黒い人間が同じ人間を敵とした時、人間の心に宿る憎しみ、悲しみ、怨み、妬み――悪魔は言葉を囁き誘惑する。
「僕は…… もう貧しいのは嫌なんだ…… お父さんもお母さんもいない…… 死んじゃった…… だから僕もお父さんとお母さんのところに行きたいの」
「へぇ…… 死にたいんだ。なら死ぬ前に、俺と契約を結ぼう」
「……悪魔と契約を？」
　悪魔と契約を結ぶ事はこの世において最大の禁じ手―― 罪だ。
　この現代に産まれた孤児ライト・リンダムは七つの頃、貧しい生活と一人の寂しさに耐えきれず〝人間〟というモノを捨て、悪魔と契約を結んだ。その方法は、実に気味の悪いものである。
「俺の心臓をあげる。ライトの心臓は俺にちょうだい。そうすれば二度とひもじい思いをしない。死ぬのはそれからでもいいじゃない」
「でも僕……」
　契約を結べば脳内は悪魔に支配され、人の心は瞬時に失われる。その代わり得られるものは、人間には持ち合わせない恐ろしい能力と思考。悪魔と契約を結んだ人間は、人間の姿をした凶悪なバケモノとなり、人間を惑わし飲み込んでいく。
　――それは、悪魔になるという事だ。
「ライトは俺の為に生きて、俺はライトの為にライトを助けてやる。共存だ」
「……そっか ……いいよ。僕の心臓は、ルシファーにあげる」
「じゃぁ俺の心臓は、ライトにあげる」
　その心臓の交換は、〝契約の成立〟を意味する。
　悪魔の心臓は、七つのライトの手にも収まるほど小さく、鼓動は確かに感じられる。温かく、奇妙に動く生々しい心臓だった。ライトは悪魔の心臓を一飲みして、すぐに胸の痛みを感じた。胸が裂けているのではと思い、抑える――痛い。
　痛みが頂点に達した頃、胸を押さえた手に生温かい感触を得た。小さな手のひらにあるドクドクと脈を打つそれは、紛れもなくライトの心臓だ。
「出た……」
「うまそう」
「……お腹すいたの？」
「かなり」
　自分の心臓を手のひらに乗せ、ライトが目を合わせているものはルシファーだ。それは悪魔の中の悪魔だという事ぐらいライトは理解できている。しかし目の前にいる悪魔は邪悪な息を吐くこともなく、若く、美しい。その美しさは例えるなら天使のような、透き通った癒しがあった。
「食べていいよ。僕はもう、人間が嫌になったから」
「なんだかちょっと可哀想。でも、食べちゃうよ」
　この世に身を隠している悪魔たちは、神の言葉に背き堕天使となったルシファーの再来を待ち望んでいる。あの日、人間たちにこの世を支配された屈辱は、決して忘れてはいない。
　人間を恨み人間を嫌う幼いライトを人の姿を模したバケモノに変えたとき、それが狼煙となり、悪魔たちは姿を現すことになる。人間の世に再び闇が訪れようとしているのだ。
　ルシファーは微笑み、美しい手の中にあるライトの心臓は、小さな口の中にするりと入り、その胸の中に収められる―― その瞬間、ライトは胸を押さえた。
「――うわっ！　胸痛い…… 熱い…… 死んじゃう」
　胸に激痛が舞い戻る。先程とは比にならない痛みだ。
「大丈夫死なないよ。……あれ、でもおかしいな」
「……どう……したの ……僕苦しい」
　悪魔と契約を結んだにもかかわらず〝人の心〟を失わない。その様な人間がいるはずがなった。だがライトは、悪魔が予想していた表情を向けてはこなった。その顔は清く美しいままであり、契約を交わした悪魔の頂点であるルシファーの手を取り、握り、笑っている。
「僕…… なんともないみたいだよ？」
「なんだと……？　どうすんだおい」
　それは〝失敗〟を意味する。
　悪魔と契約を結んだ人間は、人間の姿をした悪魔となるはず。それはルシファーの意思を継承した分身が生まれるという事だ。

　しかしこの日、
　ライトは人間でもなく悪魔にもなりきれない、人の姿をしたバケモノになってしまった。
　悪魔の心臓を手に入れた、人間のバケモノに――


　――あの日から十年。
　ライトとルシファーはまだ、共存をやめてはいなかった。



　一章　僕の旅の準備
　二話　再　会
　　１
「――眩しいなぁ」
「おはようライト。早く朝ごはん食べないとデートに遅れるぞ」
「おはようルシファー。残念だけど今日はデートじゃないよ。町まで本を買いに行くだけ」
　ベッドで眠い目をこすったライトは、体を起こして声の主に笑いかける。いつもそう、先に目を覚まして椅子に座っているのは、あの日心臓を交換したルシファーだ。

　――あの日から十年。
　七歳で死を覚悟したライトは一七歳になった今も生きていて、今もルシファーと一緒にいる。
「じゃぁ朝ご飯にしよう、ルシファーは干し肉ね」
「もう干し肉は嫌だ。生肉がいい」
「贅沢だよ？　干し肉が買えなくて飢えている人だって沢山いるんだ。この干し肉が無くなったら、狩に行ってもいいよ」
　心臓を交換して契約を結んだ悪魔と人間は一心同体。森の中に小屋を建ててひっそりと二人で暮らしていた。ルシファーはライトに食べ物を与え、水を与える。あの日から、一日も欠かさずにだ。
　その悪魔はあの日、〝契約を結べば二度とひもじい思いはしない〟と、ライトにそう言った。その通り約束は、今も守られている。
「今日は女の子と一緒に行くんだろ、俺はついていかない」
「えぇ？　一緒に行こうよ、退屈するよ？」
「構わない、ヤギでも食べとく」
「家畜はダメだよ？　あと、残すのもダメ」
　ルシファーは悪魔の頂点に君臨する堕天使。悲しみに身を任せ、欲に溺れた人間が作り上げた格差社会を恨んだライトと契約を結び、悪魔を生み出したかった。そしてこの世に君臨する人間を闇に突き落とす為、心臓を交換するに至ったのだ。
　だがライトはルシファーの心臓を食べても人間の心を残し、誰にでも優しく、誰にでも慈悲深い。それは人間にも、悪魔にもだった。
　ルシファーに心臓を握られてるライトはルシファーの側を離れる事は出来ない。そしてライトに心臓を握られているルシファーもライトからは離れられない。離れれば契約を破ったとされ、どちらも破滅する事になる。少なくともライトはそう聞いていた。
　どちらが主人であるわけでもなく、従うわけでもない。悪魔らしくもなく、人を好むわけでもない。ライトとルシファーは、それでどこか満足していた。
「それじゃぁ僕はもう行くからね。寂しくなったら、カラスになっておいで」
「分かった。町にはくだらない人間がいっぱいいるぞ。気をつけろよ」
「大丈夫だよ、ありがとう」
　ライトは今日、かつて両親と一緒に暮らしていた町に出る。ルシファーと出会った思い出の町だ。
「女には特別優しくしたほうがいいぞ。あれは怒らせると悪魔よりタチが悪い」
「そうなの？　イルーナにはもう何年も会ってないから……気をつけなきゃね？」
「贈り物をあげればいい」
「そう？　でも…… 何かあったかなぁ」
　町に出るライトには待ち人がいた。それは幼い頃によく一緒に過ごした同じ歳の女の子、イルーナ。ライトはルシファーと心臓を交換してすぐに故郷の町を出て、それ以来イルーナに会っていないのだ。
　 ルシファーの姿は決して人に見られてはならない。悪魔と契約を結んだと知られればライトは処刑されてしまう。ライトが死んでしまえばルシファーも死んでしまう。ライトの体の中にはルシファーの心臓があり、ルシファーの体の中にはライトの心臓があるからだ。

　だからこそお互いを守り、お互いを想う。
　だからこそライトは誰にも会わず、イルーナにも会わなかった。

　ルシファーは小屋を出ると三対六枚の翼を大きく広げた。その翼は清らかな純白で、羽は柔らかく、とても美しい。その美しい羽を一枚だけ抜き、ライトに握らせた。
「この羽を持っていればどんな悪魔も近寄らない。人間も同じだ。欲深い愚かな人間からイルーナを守る」
　七歳の頃から十年間、悪魔がライトを慈しみ育ててきた。答えるライトの目は輝き、喜びに満ちている。人間には持てなかった愛情を確かに持っていた。
「くれるの？　……ありがとう。イルーナはきっと喜ぶよ、だってルシファーの羽は天使の羽だもん」
　まだ天使だと言ってくれるのは、悪魔でも人間でもないライトだけだ。ルシファーはそんなライトが好きだ。優しを秘めたライトの心臓が、〝その言葉に嘘はない〟と、胸の中で教えてくれる。羽を見て笑うライトに顔を向けたルシファーは、どこか満足気だった。

　町に向かい森を歩くライトは、ルシファーの羽を胸のポケットに入れ、町が視界に入ると駆け出した。その町に足を踏み入れるのはもう十年ぶりの事。
「イルーナ…… 僕がわかるかな……」
　イルーナに会うのもまた、十年ぶりの事だった。
　立ち止まり少しだけ胸を落ち着かせたライトは、髪を綺麗に整えると洋服のシワを伸ばし、再び町へと足を向ける。早く、会いたかった。

「ライトー！　ライトだよねーー！」
「誰……？　……イルーナかな？」
　町の入り口が見えた頃だった。そこでは女の子が一人、にっこりと微笑んでライトに手を振っている。
　陽の光に腰まである金髪の長い髪を輝かせる懐かしい面影。真っ白い肌も整った顔も遠目からでもよくわかる。ほっそりとして背が高い女の子は、イルーナだった。
 （こんなに美人じゃなかったのに…… どうやって美人になったのかな……)
　ライトは満面の笑みを向けるイルーナを見て、思わず胸を押さえた。しかしドキドキはしない。今ドキドキしているのは小屋にいるルシファーだ。
「……なんだ？　やけに胸がときめいたぞ」
　ライトの心臓は、ルシファーの体の中でドキドキと高鳴っている。

「ライト、とても背が伸びたね？　整った顔は変わってないし、肩に届きそうな真っ白い髪も相変わらず素敵だね？」
「えぇ…… イルーナも…… すごく綺麗になったよ」
「ホントに？　ありがとう。じゃぁ今日は男らしくエスコートしてね？」
「……うん」

　ライトは優しく慈悲深い。その顔は綺麗に整っていて、茶色い目は澄んでいる。
　真っ白い髪は生まれつきで、顎の下辺りで真っ直ぐに揃えられていた。前髪は目の少し上で、これも綺麗に揃えている。
　感情を表に出すことが少ないライトも、イルーナの青い目に見つめられると少し嬉しそうだ。
　ライトは今日、十年ぶりに再会したイルーナと故郷の町を歩く。
　　２
　懐かしい街の入り口に目を向けて、ライトは少しだけ違和感を感じた。街をすっぽりと囲う高い塀ができていたのだ。ルシファーの姿を街の住民たちに見られぬようひっそりと森で暮らしていたライトは、その高い塀を目にしたのも初めてのこと。
「ねぇイルーナ、あの高い塀は何のためにあるの？」
「えぇ？　そっか…… ライトはもう十年もここに来ていないからわからないよね。あの塀はね、悪魔を入れないために作ったんだよ」
　確かに悪魔の数は激減していたが、この世界にはまだ力の強い悪魔が息を潜めて生きている。
　強欲に心を動かされた愚かな人間を、悪魔はひっそりと待っているのだ。悪魔を街に入れてしまえば、この街に暮らす人間は死と隣り合わせ。悪魔は人間に憑りつき、人間を滅ぼしてしまう。
「悪魔を……気持ちはわかるけど、悪魔だって生きているのに締め出しちゃうのは可哀想だよ」
「ライトは変なこと言うんだね？　でも、そうかもしれない。人間が正しいなんて誰が決めたんだろ。同じ世界で生を受けたのに、悪魔だけ悪者にするのは可哀想だね？」
「そうだよ、心を通じ合わせればきっと話し合いが出来るんだよ。血は流れない」
「相変わらず優しいんだね。変わってなくて、本当に良かった」
　悪魔は神に逆らったかつての天使だと言われている。神に仕え、その数多くの天使の長だったのは他でもない、熾天使してんしであったルシファーだ。ルシファーは神に背き、多くの天使とともに神殿を追い出され悪魔となった。その力は神同様、すさまじいものだったと言い伝えられている。

　人間は神から生まれた神の子であり、悪魔もまた、神が生み出した神の落とし子。

　同じ神から生を受けたのなら、それは平等でなければ争いが起きるもの。起きてしまった争いで数多くの犠牲を払い、今の世に君臨しているのは人間だ。この世を手に入れた頃の人間はまだ平和を愛する者も多かったが、今は辛い思いをしている人間も多かった。
　人間は何のために多くの犠牲を払い、悪魔と対峙してこの世に君臨したのか―― ライトはその答えを探している。


　高い塀の向こう側に足を踏み入れたライトは、活気ある街に思わず笑みを浮かべた。
　以前よりも人が増え、店も増えている。そして何より嬉しかったのは、横にいるイルーナに手を引かれていた事だ。十年前とは違い幼さがなくなり、綺麗な一人の女性になったイルーナに、ライトは感じたことのない感情を抱いた。
「ライト、本屋さんは脇道の奥にあるよ、こっち！」
「うん、でもちょっと待って」
　ライトは繋がれた手を放し、胸のポケットから綺麗な羽を取り出した。それはイルーナへのプレゼント。ルシファーの羽だ。イルーナのか細い腕を掴み、綺麗な手のひらに羽を乗せると、返されたのは満面の笑み。
「綺麗な羽…… これ、もらっていいの？」
「うん、天使の羽なんだよ。きっと、イルーナを守ってくれる」
　イルーナは純白に輝く羽を見て笑い、金髪の長い髪を横に流すと一本にまとめた。ちょうど耳の後ろあたりにルシファーの羽を刺すと、店の窓に映る自分の姿を見てまた、笑った。
「ありがとう、こんなに素敵なお守りはきっと世界に一つだけだね」
「よく似合ってる。イルーナには真っ白い羽がぴったりだね」
　感情を表に出すことが少ないライトにとってこの言葉は、思考を凝らして引きずり出した最大の褒め言葉。イルーナの笑顔も絶えなかった。

　二人は脇道に入り、陽の光も当たらない場所にひっそりと佇む本屋に入る。ライトにはどうしても手に入れたい本があったのだ。イルーナは本屋に足を踏み入れると、一枚の紙を取り出した。ライトも不思議に思い覗き込む。どこか見覚えのある字―― それはライトが以前イルーナに宛てた手紙だった。
「手紙にライトが欲しい本が書いてあったけど……〝召喚書〟？　何を召喚したいの？」
「それは秘密。でも、召喚師なりたい」
「へぇ…… もしかして、悪魔でも召喚するつもり？」
　ライトは思わず胸に手を当てた。その言葉は図星だったのだ。しかし今はその素振りはこれ以上見せられない。言い訳をするしかなかった。
「違うよ…… 召喚師になって世界を平和にしたいんだよ……」
「悪魔と戦うつもりなの？　危ないよ」
「そうだね…… でもお父さんが召喚師だったから…… 少し興味があるだけ……」
　悪魔と戦う者には〝召喚師〟と〝祓魔師エクソシスト〟がいる。召喚師は主に精霊を呼び出し、悪魔と対峙する祓魔師エクソシストの身を守る。祓魔師エクソシストは悪魔に対し、聖水で清めた武器を使い、悪魔をこの世から抹消する。ライトの父ゼネル・リンダムは召喚師として戦場に赴き命を落とした。そして母であるザラ・リンダムは祓魔師エクソシストとして悪魔と対峙し、同じ日に命を落としている。

　ライトは召喚師と祓魔師エクソシストの間に生まれた子。

　母親の形見の聖剣は毎日磨いて今も大切にしている。だが父親の形見である〝召喚書〟、いわゆる召喚するための魔法円が記載されている本は、半分以上が破れてしまい見ることができない。どうしても、その召喚書を手に入れたい理由があった。
「……ふ～ん、それじゃぁ一緒に探そう」
「うん…… ありがとう……」
　光の当たらないこの古い本屋には様々な古書も多くある。それを教えてくれたのはイルーナだった。二人は会うことはなくても、十年間変わらず手紙のやり取りをしていたのだ。
　ライトとイルーナは手分けして召喚書を探し始めるが、この本屋には埃を被った古書が見渡す限りに積まれている。とてもすぐに見つけ出せそうにはなかった。
　埃を気にしながらもテキパキと積まれた本を見ていくイルーナに対し、ライトはのんびりと一冊ずつ中身を見ては手を止めて本を読んでしまう。ライトは本が好きだ。そんな正反対の二人を黙って見ていた店の主人が、二人に声をかけてきた。
「あんたたち若いのにこんな汚い本屋に来るなんて珍しいね。何か欲しい本があるのかい」
　二人は同時に声の主に目を向けて、少しだけ驚いた。その店の主人は黒いローブのフードを鼻が隠れるほど深く被り、まるで何も見えていないように思えたのだ。口元だけを見るとしわがあり、真っ白い長い髭が印象的な老人。ただ、その声はとても優しかった。ライトはすぐに言葉を返す。
「召喚書を探しているのです。とても古い…… 一二年前に亡くなった父の形見と同じものを」
「一二年前……？　あんたの父親は〝聖軍隊〟の召喚師だったのかい？」
「そうです。僕の父は聖軍隊の召喚師で、母は聖軍隊の祓魔師エクソシストでした。二人とも一二年前に亡くなりましたが……」
　悪魔をこの世から抹消するために、優秀な召喚師と祓魔師エクソシストをかき集め国を挙げて結成されたもの、それが〝聖軍隊〟だ。一二年前、悪魔と人間はこれまでにない死闘を繰り広げ、そのさなか、ライトの両親は命を落とした。
「それは立派な死を遂げられましたな…… そういう方々がいて、今の世があるといっても過言ではない……」
「立派……？　僕は…… そうは思わない。お父さんとお母さんは悪魔に殺されたんじゃない。人間に殺されたんだから」
「ライト……」

　その戦いはとても激しいものになった。数多く招集された人間たちに対して悪魔はその三分の一程度だったが、悪魔が持つ黒い力は壮絶なものがあった。指揮をとっていたのは他でもない、ルシファーだ。
　人間たちがまともに正対しようものなら今の世はなかっただろう。
　平和を取り戻す為、この世に光を導く為、人間は手段を選ばなかった。最前列で悪魔と死闘を繰り広げる仲間を犠牲にして、敵陣に乗り込んだのだ。不意を突かれた悪魔は後退せざるをえず、人間は多くの犠牲の上に立ち、今の世を歩いている。

　ライトの両親はまさに、その最前列で死闘を繰り広げていた犠牲者であった。助けは来ず、瀕死の両親を悪魔の餌にして、聖軍隊は本陣へと進んだのだ。
　ライトが人間を嫌いになったのはそれからだ。
　恨むべきは悪魔ではなく、黒い人間たちだった。
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　――悪魔に殺されたんじゃない、人間に殺された。

　辛い時代、悲しみを背負うのはいつも子供たち。身勝手で欲深い大人はライトから両親を取り上げ、孤児を生んだのだ。
　当時五歳、この歪んだ世の中に一人残されたライトは、死ぬ事よりも辛い人生を全うしなければならなかった。悪魔から平和な世を取り戻す為とはいえ、黒い人間たちは余りにも深い悲しみを子供達に背負わせたのだ。

　それが、一二年前の〝黒い日〟―― 人間の過ちは、その日から始まった。

　店主はライトの言葉を聞き、ライトに寄り添う。傷心が少しでも癒えればと差し出されたしわしわの手には、一冊の黒い本が握られていた。
「黒い人間を生み出したのは悪魔ではない。欲深い人間だ。召喚書はわしが持ってるよ。これはあんたにあげよう」
「おじいさんが……？」
　それは紛れもなく父親の形見と同じ召喚書。ライトは首を傾げて店主の顔を覗き込み―― そして、目を見開いて驚いた。
「おじいさん…… 目が」
「そうだ、目がない。わしも一二年前、聖軍隊の召喚師としてあの黒い日に戦った。聖軍隊に加わり、〝英雄の証〟としてこの召喚書を渡された」
　側にいたイルーナはその言葉を聞き、疑問とともに恐怖すら憶えた。すぐにライトの背中に身を隠し、〝英雄の証〟として授けられた黒い召喚書を少しだけ覗き込む。
　恐怖を感じたのはもちろんライトも同じだ。この店主の言葉が意味するものは、ライトが確かめたかったまさにそれなのだ。どうしても見つけたかった答えは今、自らの手の中にある。

　父親の形見同様、古い召喚書の表紙には結界が張られている。国を挙げて結成した聖軍隊の召喚師のみが、その召喚書を扱う事が許されるという事だ。口外は厳禁。明らかに国家機密を意味する。
　ならばライトにはこの召喚書を開く事すら出来ないはずなのだ。しかし、〝ライトには開く事が出来る〟と、この店主には分かっている。
　店主の窪んだ目は、本を受け取ったライトではなく、イルーナの髪飾りに向いていた。見えないはずの店主の目は、ルシファーの羽を見ていたのだ。店主の目は、別の場所からその羽を見て、ルシファーの再来を笑っている。
「開いてみてもいい？」
「好きにしなさい。わしにはもう必要ないものだ」
　それなのにこの召喚書だけは、大事に側に置いておかなければならなかった。
「ライト…… 少し怖いね？」
「大丈夫だよ。何があっても、イルーナは天使の羽が守ってくれる」
「うん……」
　背中にぴったりと張り付いたイルーナは、本の表紙に手をかけたライトを祈るように見守った。

　悪魔をこの世から排除し、人間の世を取り戻す為、限られた召喚師だけが扱う事を許された黒い召喚書は、一二年前本当に〝英雄〟を生んだのか―― ライトはゆっくりと表紙を開き、亡き父が見たであろう光景を、初めて直視した。

「――これって」

　見開きには大きく十字架が掲げられていた。聖なるものを敬愛する意味を持つ見慣れた十字架。しかしこの召喚書の十字架は、天を向いてはいなかった。
　逆向きだったのだ。
　天に足を向け、地に頭を向けた逆向きの十字架が意味するもの―― それは、一つしかなかった。
「――聖なるものを召喚するものじゃない…… この召喚書は…… やっぱり悪魔を召喚するためのものなんだ」
「悪魔を召喚……？　どういう事なの？　この召喚書は〝悪魔から人間の世を取り戻すため〟に配られたものなんだよ……？　なのに悪魔を召喚するなんて……」
　ライトとイルーナの目はすぐに本屋の店主に向けられる。聖軍隊の隊員であった召喚師のこの店主は、一二年前の愚かな人間の始まりをその目で見届けていた。

「国を挙げて結成された聖軍隊は、所詮人間の軍隊。聖水に浸した弱い武器だけで強靭な悪魔と正対する事など到底無理な話だったのだ」

　――黒い日、人間は開けてはいけない蓋を開けた。

　戦場で悪魔と対峙する祓魔師エクソシストの身を守る為、この店主、ジーン・マッカーは、聖なる召喚書を開き、指を切り、血を流し、地に手をついた。祈りを捧げればその召喚書から淡い輝きが放たれ、血を流し手をついた地には、白く美しい魔法円が現れるはずだった。 
　しかし召喚書から放たれたのは暗黒の闇。そして地に広がったのは、黒い魔法円の中に揺れる不気味な印章と燃え盛る黒炎。闇から召喚されたものは、ルシファーの配下である〝アガリアレプト〟だったのだ。
　目の前に現れた闇の塊は、その場から離れようとするジーン・マッカーを容易に捕えてしまう。ジーンとて召喚師、逃げられない事くらい承知していた。悪魔を召喚した者は、どんな理由があろうとも〝代償〟を支払わなければならないのだ。
　ジーン・マッカーはこの日、召喚されたアガリアレプトに両目を喰われた。それが何も知らずに召喚してしまったアガリアレプトに支払った代償となるのだ。そして両目を失ったジーン・マッカーは、恐ろしい悪魔の力を宿し、〝願い〟を一つ叶えた。
「おじいさん…… どうしたの……？　泣いてる……？」
　涙こそ流れてはいないが、肩を震わせて俯くジーンの姿は、悔恨の情に支配されている様に見えなくはない。老いたジーンは胸に手を当て、大きく息を吸い、静かに吐く。落ち着きを取り戻すと、古書の山に腰を落ち着かせた。
　この黒い召喚書を手放すのなら、一二年もの間ひた隠しにしてきた真実を、ライトに話さなければならなかったのだ。

「わしがなぜあの黒い日を生き延びることができたか―― 目を食われた代わりにわしが叶えた願いは、あの黒い日を生き延びる事だ。生き延びるためにアガリアレプトがわしに授けたものは、黒い力だった。あんたのお父さんは、あの日死んだ。この召喚書を使う事が間違いだと知っていたんだよ」

　この黒い召喚書を使えば悪魔を召喚し、代償を支払い、強く恐ろしい力を手に入れることができる。黒い召喚書を使わなければ、美しい精霊の力を駆使したとしても人間は悪魔に打ち勝つことは出来ない。
「――お父さんはそれでも人間を守ったの……？　そして…… 最後は見捨てられた……」
　落胆しかできない。人間という生き物は余りにも落ちた。
　この黒い日に見捨てられたのはライトの父親と母親だけではない。目の前にいるジーン・マッカーとて同じ事。
　集められた召喚師と祓魔師エクソシストは、悪魔と対峙する為に黒い人間に利用されたのだ。

　――黒い日、欲に支配された人間は、悪魔よりも恐ろしいものになった。
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　父親の形見と同じ召喚書を開き、初めて確信を得た愚かな人間の本性。ライトは人間の愚かさには気が付いていた。気が付いていたからこそ、真実は自らの想像とは違うと願っていた。
　しかし、人間は同じ人間を踏み台にして、心を黒く染めた想像を超える悪だった。しばらく人間の黒さに浸っていたライトは、召喚書を閉じると、店主であるジーンに目を向ける。その目に覇気はない。しかしライトが持っている優しは、強い。屈強だ。どんなに黒い人間を恨んでも消えず、今はただ、真実を伝えてくれた人に言葉をかけてあげたかった。
「おじいさんありがとう。あの日のこと、思い出したくもなかったでしょ？　でも僕にこの召喚書を渡してくれた。僕の事がわかるんだね」
「あんたは心が綺麗だよ。きっとこの召喚書を手にしても、黒くは染まらない。相棒は、大切にしなさい」
「うん。僕の相棒は、天使だけどね」
「そうだ。あの純白の羽は間違いなく天使のもの。わしの目は見えていないが、かつてわしに力を授けたアガリアレプトにはよく見えているようだ。わしの目はアガリアレプトの目。その召喚書からあんたをいつまでも見守ろう」
　本屋のジーンは悪魔の力を授かった者。代償となったジーンの目はアガリアレプの目となり、ジーンに見える景色を伝えている。
　ジーンもライトと同じように悪魔と共存しているのかもしれない。

　会話を聞いていたイルーナは何の事だかわからず首を傾げていたが、ライトとジーンはどこか嬉しそうに笑い合う。お互い、初めて自分の理解者と出会ったのだ。
「ジーン・マッカーだ」
「僕はライト・リンダムだよ」
「また遊びにおいで。ライトは孫みたいなものだ」
「うん。きっとまた来るからね」

　――この世界で、自分の理解者が見つかるだなんて思わなかった。
　そう思った時だった。

「――あぁ……」
「ジーン……？」
　顔を歪め、ジーンは力なくライトにもたれかかる。思わず抱きしめてジーンを支えたが、ライトは腹部に生温かいものを感じた。抱きしめたジーンに立ち続ける力はない。ライトは胸に抱いているジーンから視線を外し、ゆっくりと正面に目を向けた。
「――誰なの……」
「ライト…… 怖い……」
　見たことのない若い男がいる。真っ白な聖職着に身を包み、その胸には天に頭を向けた十字架が掲げられていた。イルーナにも見覚えがないのか、先ほどと同様にライトの背中にぴったりとついて怯えている。ライトの目はすぐに男が手にしている聖剣に向く。
「血が…… まさか……」
「ライト…… 逃げなさい…… 聖軍隊だ……」
「聖軍隊……？」
　消えそうなほど小さな声を振り絞ったジーンの言葉。ライトはようやく状況を理解する。
　目の前にいる男は、最愛の両親と同じ聖軍隊の男。しかしこの男は、悪魔と対峙する為の聖剣を、無情にも老いたジーンに向けたのだ。
「なんで…… こんな事を……」
　全く予想だにしない出来事であった。ライトの思考は止まり、目の前の哀れな光景を見ると、人の心を失いそうになる。ライトに抱かれているのは、たった今分かち合ったばかりのライトの大切な理解者、ジーン・マッカー。腹からは、真っ赤な血が流れていた。
　ライトは着ていたシャツを脱ぎ、すぐにジーンの腹に強く巻きつける。だがその行為を、胸に十字架を掲げた聖軍隊の男は許さなかった。
「そいつを助けるならお前も罪人扱いを受けるぞ」
「罪人……？　この人が一体何をしたと言うんです！」
「こいつは国家機密である召喚書を開いただろ。罪だ」
「開い、た……」
　ライトの心臓は大きく脈を打った。白い聖職着の男から放たれる悪魔のような言葉が心臓を刺激する。

　聖軍隊は今もこの街に多くいる。だが今はもう、召喚師と祓魔師エクソシストだけで構成されているわけではない。黒い人間が、偽りの正義を振りかざすだけの軍隊と化している。目の前の惨劇を見れば、ライトとイルーナにもそれがよくわかる。現在の聖軍隊は、過去の国家機密を守るためであれば、なんでもするのだ。過去を漏らせば容赦なく殺される。一二年前の黒い日に何があったのか、それは決して外に漏れてはいけないのだ。

「なんて事を―― 僕は――」

　ライトの目には熱いものが溜まる。今さっき、この召喚書を開いてしまったのはジーンではない。ライトなのだ。
　心の中は怒りや憎しみで溢れかえり、激昂の情が心臓を衝いた。罪のない唯一の理解者は息耐えようとしている――余りにも理不尽な最後を迎えようとしていた。

「聖軍隊に会えたことが泣くくらい嬉しいのか？」
「僕は絶対に聖軍隊を許さない――」
　心臓が、痛い―― 痛みはライトの言葉を鋭くする。
「貴様、誰に向かって言ってんだ？」
「こんなの余りにも酷いじゃないかっ！　僕は絶対にジーンを死なせたりしない！　見捨てない！」
　感情を表に出すことが少ないライトであっても、イルーナが後ずさりをする程、今は感情に身を任せていた。だが落ち着かせなくてはライトも罪人扱いを受けてしまう。イルーナはジーンを抱くライトを覆うように抱きしめ、ライトの口を胸で塞いだ。そして、耳元で小さく言葉を囁く。
「よく聞いて、私は薬師なの。ジーンは私がきっと助ける。だから今は落ち着くの」
「イルーナ……？　でもそんな事したらイルーナも……」
　イルーナの言葉がどんな意味を持つのか、それはライトにも十分に理解できている。罪人に手を差し伸べればイルーナも罪人扱いを受ける。ライトはそれを望まない。もちろんジーンも望んではいない。だが、まっさらな心を持っているのは、悪魔の心臓を秘めたバケモノだけではない。
「私だってライトと同じ孤児だから、誰もいないの。だから自分で進みたい道を決める。正しい者について行く」
「イルーナ……」
　イルーナはジーンを救う為、人間に守られる事を捨てる覚悟を決めた。ライトの腕の中からジーンを解放し、青い目は傷口に向けられた。
　聖軍隊の男は、まだ一七歳である青年たちにも容赦なく聖剣を向ける。距離は決して遠くはない。少しずつ、ゆっくりと間合いを詰めてくる。それでもライトは、血を流し顔を歪めるジーンを気遣った。それはイルーナも同じ。薬師であるイルーナは簡単な応急処置をほどこし、我が身よりも、瀕死のジーンの身を案ずる。ここで命が果てるのなら、正しいまま果てる事を選んだのだ。

　だがライトは、ジーンとイルーナが果てることなど考えてはいない。

「イルーナ、僕と一緒にここを離れることになってもいい？」
「ここを離れる、って……？　いいよ、どこにでも一緒に行く」
　イルーナの目は、ライトの手に向けられる。ライトは〝正しい道〟を進む覚悟を決め、召喚書に手をかけたのだ。その行為が何を示しているのか、ジーンも、イルーナにもわかっていた。
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　国家機密である召喚書を持っているのはライトだ。聖軍隊の男は、無表情で睨むライトに呆れ顔を向ける。
「それはお前みたいなガキが扱えるもんじゃない。こっちに持ってこい。それは処分しなければならない」
「扱えない……？　そんなのやってみなくちゃわからない。僕には聖軍隊の召喚師だった父の血が流れている」
「血で扱えるようなもんじゃねえんだよ。一思いに首を切ってやるからさっさと持ってこい」
　召喚師や祓魔師エクソシストは、その特別な血を受け継ぐ事で力を得る者だ。だが確かにこの召喚書は血で扱えるものではない。限られた召喚師だけが扱える国家機密。しかしライトは、この召喚書が扱えると確信している。
「僕は、正しい道を選択する――」
　――指を噛み、血を流す。
　この召喚書は悪魔を召喚する為のもの。扱えるのは選ばれた者だけだ。その解釈は決して間違いではない。しかし聖軍隊の男は、その常識が覆った事を知る事になる。
「――開いたのか！」
　ライトは目の前で召喚書を開いた。悪魔を召喚する黒い召喚書の結界は、悪魔を秘めたライトの前では無力だったのだ。
　穏やかで優しく誰にでも慈悲深いライトは、もう目の前の聖軍隊の男に情けはかけない。ライトにそう思わせているのは、体の中にある心臓だ。その心臓の持ち主は、黒い人間を闇に突き落とす事に遠慮など一切しない。
　思わず目を見開いた聖軍隊の男は、これから起こる事態が想定出来た。しかし信じるにはまだ情報が足りない。思い描いた最悪の事態が覆るよう、願いを込めて声を振り絞る。
「お前…… やめろ……」
「僕に流れているのは両親の血だけじゃない。闇のように黒い血も流れてる」
　――召喚書は開かれ、血が流れた赤い手は逡巡せず地を捉える。
「――僕の血は、かつて神に仕えた熾天使してんし、ルシファーの血だよ」
「――っ！」

　身を引いた時にはもう、暗黒の風が吹いていた。

　手をついた地には闇のように黒い魔法円が広がり、不気味な印章は揺らめいて浮かび上がる。目の前の黒い人間は歯を食いしばり、顔を歪めた。本屋に収まりきらない巨大な黒い魔法円は、外にまで暗黒の闇を運び、ライトとイルーナ、ジーンもろとも闇と炎に包まれた。
「だから…… やめろと言ったのだ…… 悪魔だ…… 悪魔が来る……！」
　巨大な闇は町全体を包み込むほどであった。そして、召喚されたものはその美しい姿を人間に晒す。
「――俺を召喚したのか ――ライトは随分横着だ」
「ジーンが召喚書をくれたの。でも…… 黒い人間に刺されてしまった……」
　純白の翼でライトたちを抱きしめた者は、ルシファーだ。その姿は十年前、ライトが初めてルシファーに出会った時同様、若く、美しい。整った顔は真っ白く、輝くブロンドの髪はライトと同じように肩で綺麗に揃えられている。天使の様な癒しは、今も健在だった。
　しかし身を包む聖職着は、目の前の聖軍隊の聖職着と同じようで全く違う。その聖職着は闇の色で染められ、胸には天に足を向けた逆向きの十字架が掲げられていた。

　ルシファーは二度と神になど従わない。
　逆向きの十字架は、聖なるものへの宣戦布告を意味している。

「これが…… ルシファーだと……」
　聖軍隊の男はこれまで悪魔を目にした事などない。それが奇しくも初めて出会った悪魔が、その頂点に君臨するルシファーとなってしまったのだ。悪魔に怯えるその男は、震える手で聖剣を握りしめてはいるものの、床に腰を落とし、もはや立ち上がる様子はない。だがバケモノは、情けをかける気は無かった。
「黒い人間が僕に悲しみをもたらすのなら、僕はもう優しくはしない。僕から大切なものを奪うのなら、僕はいつでもバケモノになる」
「何言ってんだお前…… そんな事より…… 悪魔を召喚したら代償を支払うことになるんだぞ！」
　ライトの目は黒い。胸の中にいるバケモノが、目を覚まそうとしている感覚―― 心臓が高鳴る。
　召喚されたものは、悪魔の頂点に君臨するルシファーだ。聖軍隊の男は、ルシファーに支払う代償を考えただけで足がすくんでいた。目の前にはバケモノが二匹、いや、二人と言うべきか。
「ライトは代償を支払う必要はない。俺とライトは心臓を交換して契約を結んだ仲だ」
「――悪魔と契約を」
「お前がライトを殺そうとしようものなら、俺がお前を闇に引きずり込む。黒炎の中で、俺の餌になるんだ」
「――なッ！」
　放たれた言葉の意味はよくわかる。聖軍隊の男は、ライトに許しを請う様に目を向けた。しかしライトはもう、目の前の黒い人間に優しくはなかった。
「僕は人間でも悪魔でもない〝バケモノ〟だ。悲しみにくれると、血が騒いで外に出たくなる。そうさせたのは、君だ」
「そんな……」
　――死は着実に押し迫っている。
　ライトが目で見て、耳で聞いた黒い人間の醜態は、心あるバケモノの哀情を誘った。ライトの胸の中で、ルシファーの心臓はそれを知り尽くしている。誰にでも優しく慈悲深いライトに黒い言葉を吐かせた人間がいるのなら、ルシファーはそれを躊躇いなく餌にするほど、バケモノの子を慈しみ、育ててきたのだ。
「ライトは今日デートだったんだ。お前のせいで最悪な一日になった」
「デ、デートだなんて知らなかったんだッ！」
　デートだということは知らなくても、この男の腕はもう、ルシファーがしっかりと掴んでいる。悪魔に命乞いなど通る事は無い。
「どっから喰おうか悩んじゃうなぁ。なんせ十年ぶりのご馳走だから」
　悪魔は人間をも喰い尽くす。それはライトも初めて知った事。好物はヤギの生肉だと思っていた。
「――！　嫌だッ！　や……やめろッ！」
「まずはジーンと同じ様に目がいい。ご馳走様」
　悪魔は人間の目が大好き。初耳だ。これから悪魔の餌食となるこの男がどうなるのか、ライトにもわからない事だった。イルーナもジーンを介抱しながら男の最後を見守る。
「――あ…… ぐ……」
　まず捕えたのは剥き出しの首だった。美しい天使の姿をした黒い悪魔は微笑する。白い左手に締め上げられる人間の様は、ライトというバケモノの鼓動を煽った。 ――胸が熱くなる。
　高揚を抑えるバケモノは、その場から一歩、二歩と小さく後に下がり、初めて痛感する血のざわめきに思考を集中させた。〝何かに乗っ取られる〟 ――直感が、それだ。
　だが悪魔は、子に狩を教えるかのように依然美しい笑みを絶やさず、流麗な動作で男の左目を指で抉えぐり取る様を見せつけた。
「――――ッ!」
　猛烈な痛み―― 言葉にならないほどの恐怖は、ようやく男に絶望の悶えを植え付ける事が出来た。ご馳走にありつけた悪魔は、実に満足気に食事を楽しんでいる。哀れな人間から目を逸らしたイルーナの視界には、一人離れて胸の熱を抑えるライトが入る。
「ライト……？　どうしたの？」
　ドクン―― と、大きく胸が鳴る。イルーナの声は、平穏から逸脱した現状に釘付けになっているライトの目を引き離した。イルーナの顔を見ると、血が静まる。
「イルーナ…… 僕は……」
「大丈夫……？」

　自分の体の中に宿るバケモノは、人間がもたらす闇の感情を餌にして、覚醒する――――

　――今日初めて、
　幼い頃、寂しさから逃れたいが故に、悪魔と心臓を交換した〝代償〟を確信した。

　ライトはすぐにジーンを背負う。そしてイルーナを気遣いながらすぐに街を出た。頭を振って、正気を呼び起こす。
　ここに留まっているわけにはいかない。闇を召喚した出来事は、巨大な魔法円の出現により町人の目に晒されているのだ。悪魔を召喚して、聖なる聖軍隊に牙を剥いたという事実からはもう逃げられない。それは一緒に街を出たイルーナとジーンも同じ事。
　正しい道を選択した三人は、無情にもこの先人間に追われる事になる。


　　４


　街を出たライトは傷ついたジーンを背負い、イルーナを連れて森の奥深くに建てた小屋に向かっていた。ルシファーと暮らす、ライトの隠れ家だ。無事に小屋までたどり着き、すぐにジーンをベッドに寝かせる。イルーナは薬草を摘み手当てをした。
「ライト、イルーナ…… すまなかった。 ……余計な事にまだ若い二人を巻き込んでしまったようだ」
「ジーン、どうして謝るの？　僕は召喚書をもらえて嬉しいよ」
「私だって、一人ぼっちよりライトとおじいちゃんの介護をしている方が家族みたいで好き」
「介護……」
　おじいちゃんは死にかけている。家族ごっこどころではない。しかし無邪気に笑うイルーナが薬師だったことが幸いし、ジーンが命を落とすことはなさそうだ。ジーンの完治をここで待つ事も考えたが、この街から出来るだけ遠くに離れなければ、いずれは聖軍隊に見つかってしまう。
　ライトは考えた。かつて悪魔の力を授かったジーンであれば、アガリアレプトがジーンを守ってくれるのではないかと浮かんだのだ。
「ジーンはアガリアレプトと契約を結んだ訳じゃないの？」
「そうだ…… わしは一二年前、目を失う代わりに魔力を授かったのだ」
「魔力……？　それは今も扱えるものなの？」
「いや…… 見てのとおりわしは老いぼれだ…… 街を一つ灰にする事くらいしか今はできんだろう……」
　信じられない破壊力。ライトは耳を疑った。
「すごいじゃない…… でもアガリアレプトと一緒に暮らしてないんだね？　僕はルシファーと毎日一緒だよ」
「あいつはじじいの言う事を聞くような奴ではない…… なんともわがままな奴なのだ……」
　召喚した悪魔と一緒にいなければならないという縛りは無いようだ。アガリアレプトはジーンに見える景色を伝えている。しかし一緒にいないアガリアレプが伝えてくる景色はジーンに必要ないものだ。迷惑でしかないのだ。優しいライトはこれまでのジーンの苦労を想い胸を打たれ、ジーンの手を取り声をかける。
「僕がきっと、ジーンの傷を治してあげるからね。ルシファーならきっと僕たちにいい考えを教えてくれるよ」
「ありがとうライト…… こんないい子を孤児にした黒い人間たちが憎らしい…… わがままなアガリアレプトのほうがまだ可愛いな……」
　ひととき、三人でゆっくりとした時間を過ごしたが、聖軍隊はいつここを見つけ出すかわからない。ライトは内心焦っていた。その焦りは体の中の心臓に伝わる。天井から物音が聞こえ、屋根裏へと続く階段から下りてきたのはルシファーだった。
　イルーナはルシファーを見て笑うライトの顔を覗き込む。
 （さっきはどうしたのかな…… 目が黒く見えたけど……）
　ライトの挙動は明らかに不自然だった。様々な病に侵された人間を見てきたイルーナの目は、確実にライトの異変に気がついている。だが今はまだ、深手を負ったジーンを気遣った。
　ルシファーはライトが持つ黒い召喚書を手に取り、見開きに掲げられた逆向きの十字架を直視する。パラパラと召喚書をめくり、ライトに一つ聞いた。
「印章が二つしか載ってないぞ」
「あれ、本当だね？　後のページは白紙のままだ。悪魔はいっぱいいるのに……」
　その召喚書は分厚い。しかし魔法円を作り出す為の印章が書かれているのは、ほんの二ページだけであった。悪魔や精霊を召喚するためには〝印章〟が必要であり、召喚書に記載がなければ召喚することはできない。それは召喚師であれば誰でも知っている事。もちろん、目の前に横たわるジーンにも分かっていた。
「その召喚書は、悪魔と会わなければ印章が書かれないのだ…… わしが見た印章は一つ、アガリアレプトのものだけだったが…… ライトはルシファーを知っているからな」
　召喚書がライトの手に渡った時、ルシファーの印章が新たに書かれたのだ。ライトが今召喚できる悪魔は、ルシファーとアガリアレプトだけ。
「なんだ…… 傷を癒してくれそうな悪魔を召喚すれば、ジーンの傷を治してくれると思ったのに……」
「傷を癒す……？　ならいい奴がいる」
「ルシファーの友達？」
「友達ではない。右腕」
「右腕？」
　悪魔には悪魔の序列が存在し、天使には天使の位階が存在する。天使の位階は〝上位〟〝中級〟〝下位〟この三つの階級に分けられており、階級のそれぞれにさらに三つの段階がある。『上位』には〝熾天使してんし〟〝智天使ちてんし〟〝座天使ざてんし〟、『中級』には〝主天使しゅてんし〟〝力天使りきてんし〟〝能天使のうてんし〟、『下位』には〝権天使けんてんし〟〝大天使だいてんし〟〝天使てんし〟全部で九つの位階があるのだ。熾天使してんしであったルシファーは、正に天使の最上位にある天使だったのだ。
「かつて俺の右腕を務め、配下にある悪魔たちを取りまとめていた〝ベルゼブブ〟という奴がいた。こいつは自分の傷が化膿しても、その膿を喰って再生するイカれた奴」
「なにそれ…… なんかちょっと気持ち悪いね？」
「こいつの気持ち悪さを侮るな。蝿の羽をもち、その行動も蝿だぞ？　姿は美しいが好物が糞尿。俺を慕ってはいたが、俺はこいつと一緒に一度も食事をしたことはない」
「……僕、これからそのベルゼブブに会わないとダメ……？」
「ジーンの傷を治したいのなら、確実に蝿に会わなければならない」
「ルシファーも一緒に行ってよ？　僕は糞尿まみれになるのは嫌だよ」
「俺だって嫌だぞ」
　なんとも恐ろしい悪魔がルシファーの右腕を務めていた事を知り、瀕死のジーンも具合が悪くなった様だ。ジーンの傷を癒すためには、この糞尿が好物の蝿に治してもらう他ない。とても喜べない可哀想なジーン。しかしそのおかげでイルーナは、一つ街で聞いた噂を思い出した。
「そう言えばね、隣町の〝カカ〟に、悪魔に憑りつかれた農夫がいるらしいの。どうやら一日中家畜の糞の臭いを嗅いでいるとか……」
「そいつは間違いなくベルゼブブだ。糞を愛してるなんてあいつしか考えられない」
　隣町のカカは、山のふもとにある農村である。カカは酪農や農業が盛んで、村に暮らす人々は愛情込めて作った作物や家畜を、この大きな町〝エイン〟に出荷しているのだ。ライトやイルーナも小さい頃はよく、カカに遊びに行ったもの。
「カカまではそう遠くないね。早速僕がルシファーと一緒に行ってみる。イルーナはジーンとここで待ってて」
「うん……でも、気を付けて？　蝿でも悪魔なんだから……」
　蝿だと侮ってはいけない。相手は恐ろしい悪魔である。しかしライトはイルーナに優しい笑顔を返した。
「大丈夫だよ、僕はルシファーと一緒だからね」
　ライトの笑顔はイルーナの心を穏やかにする。少し安心したイルーナは、身支度を整えるライトを見守った。ライトが袖を通したもの、それはあの聖軍隊の男が着ていた聖職着とよく似ている。真っ白い上着は裾が長く足首まであり、胸には天に頭を向けた十字架が掲げられていた。細身のライトにはその聖職着がぴったりと収まり、イルーナの顔も少しだけ赤くなる。ライトは同じような聖職着をもう一着手に持っている。それは、イルーナの手に渡された。
「さっき、服がだいぶ汚れちゃったでしょ？　これに着替えなよ。お母さんが着ていたものだけど、着れる？」
「ライトのお母さんが……」
　その聖職着はかつての聖軍隊のもの。ライトは父親の聖職着に身を包んでいたのだ。母親の聖職着は真っ白いワンピース。胸の中央には大きな十字架が掲げられている。そして上着は、やはりライトのものと同じように裾が長く、足首まであった。白い聖職着がよく似合うイルーナには、優しかった母親の面影すら感じる。その聖職着は特別大切にしていたが、特別な人になら惜しみなく差出せる。それが、ライトだ。
「僕は悪魔を召喚するのに、十字架が天に頭を向けているのはちょっと変だね？」
　ライトは少し笑って、自分の聖職着に手を当てた。見つめているのはルシファーの身を包む闇の色に染まった聖職着。そして地に頭を向けた逆向きの十字架だ。
「ライト、おいで」
「なあに？」
　ライトを呼んだのはルシファーだ。小屋の外に出たルシファーは、細い枝を拾い、地面に魔法円を描く。首を傾げて見守るライトも初めて見る光景だ。
「聖職着にこの魔法円を血で描いてみろ」
「血で？　……うん」
　言われた通り指を噛み、血を流す。長い裾を持ち上げて、地面に描かれた魔法円を聖職着になぞった。
「あれ！　色が変わってきたね！」
　まるで面白い魔法だ。ライトの白い聖職着はみるみるうちに闇に染まり、ルシファーと同じ黒い聖職着に変わっていく。胸には逆向きの十字架も完備だ。
「すごいねルシファー！　僕こんな事出来たの？　なんで早く教えてくれなかったの？」
「今までの暮らしにこんなものは必要なかった」
「……今まで？」
「このまま人間らしく人生を全うしたほうが、ライトは幾分幸せだろうと思った」
　ライトは人間でも悪魔でもない、バケモノだ。十年間側にいて、飢えと寂しさから救ったのは、バケモノの生みの親。バケモノは成長しても、誰にでも優しく、誰にでも慈悲深い。黒い力など、ライトには必要なかったのだ。だがライトの中に潜む悪魔は、餌があれば確実に目を覚ます。今日、初めてそう確信した。ライトも、ルシファーもだ。

「僕はいつか人の心を無くして、本物のバケモノになってしまっても、ルシファーが側にいれば寂しくない」
「ライトは俺の子だ。この先人間であっても、バケモノになっても、ライトの側を離れない」
「ありがとうルシファー。僕はルシファーが大好きだよ」

　このまま聖軍隊に追われる日が続けば、悪魔を召喚して聖軍隊と向き合う日がいつか来る。
　その時、闇の色に染まった聖職着を着たライトとルシファーは、悪魔の為に戦うのか、人間の為に戦うのか、それは分からない。ただライトは〝正しいもの〟しか信じず、〝正しい道〟しか歩まない。最初に歩む事になるライトが決めた〝正しい道〟それは、罪人扱いを受け、人間に処刑されるはずのジーン・マッカーを救うこと。そのために、かつてルシファーの右腕を務めたとされる悪魔、ベルゼブブを連れて来なければならない。
「ベルゼブブは農夫に憑りついてるんだ。お母さんの聖剣を持っていこう」
「殺すのか？　悪魔を」
「まさか。祓魔師エクソシストは本来、悪魔を殺すためのものじゃないんだよ。人間から離れてもらうために交渉するのが役割。僕が祓魔師エクソシストとしてベルゼブブと交渉してみる」
　ライトは手に悪魔を召喚する召喚書を持ち、腰に悪魔と対峙するための聖剣を携えた。
「じゃぁ行こう、ルシファー」
「カカはすぐそこだな」
　二人は黒い聖職着に身を包み、カカへと向かう。



　一章　僕の旅の準備
　四話　農村カカ


　　１


　カカまでは歩いても一時間ほどの距離。暗くなる前には着くことが出来るが、慣れない聖職着に身を包むライトは歩きにくく、いつにもまして無表情を貫いていた。
「歩きにくいのなら脱げばいい」
「ダメだよ？　お父さんの大切な聖職着なんだもん。それにカッコいいじゃない、黒い聖職着なんて」
「俺もお気に入りだ」
「僕はルシファーに似たんだね。趣味が同じだもん」
「五年後は立派な悪魔になっているといいな」
　――心臓を交換してから十年。ライトは何も変わらない。誰にでも優しく慈悲深いままだ。
　しかし今日、胸のどこかで感じたことのない黒いものを感じた。出会った事のない理解者に巡り会い、その理解者が理不尽な扱われ方をされた時、ライトの胸の奥深くでは確かに、憎しみ、悲しみが生まれた。
「ねぇルシファー、僕はジーンが死んでいたら人の心を失って、バケモノになっていたかもしれないって思ったよ……」
「なぜ」
「聖軍隊の男が憎くて憎くて仕方がなかった…… 僕から大切な物を奪うなら、死んでも構わないと思ってしまった……」
　――初めて芽生えた感情。
　目の前で起こった悲しい現実を受け入れはしたが、それを許すだけの器は持ち合わせていなかった。それ故、悲しみを運んできた黒い人間に対し、情けをかけなかった。自らに潜むバケモノに心を譲っていいと―― 思ってしまった。
「それは人間なら誰でも持っているものだろ」
「誰でも……？　こんな恐ろしい事……」
「人間は恐ろしい。この世の全てを手に入れるために、悪魔だろうが同じ人間だろうが簡単に殺すんだ」
「うん、それは間違いじゃないね……」
　不甲斐ない黒い人間の醜態は、よく聞いて、よく見てきた。それはルシファーも同じ事。
「人間は同じ人間を騙し、悪魔を召喚させ、代償を払わせ、悪魔を始末した」
「そうだね……」
「そんな恐ろしい人間など、殺してしまえばいい」
　死ぬほどの憎しみと悲しみをもたらした黒い人間など、死んでも構わない―― それが嬉しそうに言葉を吐く悪魔、ルシファーの常識。だがライトは違う。
「殺す…… それ以外に何かいい方法は？」
　どんなに悲しくても、どんなに憎くても、ライトには殺せる自信はない。ならば殺す以外のいい方法は――
「食べる」
「僕は食べないよ」
　バケモノは今、まだ、笑えた。


　小屋でジーンの看病をするイルーナは地下へ下り、食料を漁っていた。惨劇を目の当たりにしたイルーナには食欲など一切なかったが、負傷したジーンに何も食べさせないわけにはいかない。
「あぁ…… 干し肉とパンしかない。野菜はちゃんと食べてるのかなぁ」
　男の二人暮らしは寂しいもの。その食卓はいつも干し肉とパンだけ。イルーナは呆れ顔を浮かべ、籠の手提げを腕にかけるとジーンの元へ向かう。
「町に野菜を買いに行ってくるからね？　家にある荷物も取ってくる」
「聖軍隊に見つかると大変だ。ここにいた方が無難だよ」
「大丈夫。この聖職着を着ていれば怪しまれる事はないから」
　町には人間が作り上げた〝神〟を信仰する者が多くいる。様々な聖職着を着た町人はそこらじゅうにいるのだ。悪魔を召喚したことにより、エインの町を管轄する聖軍隊が警備を徹底していることは予想出来る。だが聖職着を着ていれば、確かに町人に紛れることができるかもしれない。イルーナは心を決め、小屋を出た。
　小屋から町までは木々が生い茂る深い森を進まなくてはならないが、そう遠くはない。急ぎ足で町へ向かい、高い塀が見えると足を止めた。
「やっぱり、聖軍隊が立ってる……」
　予想通り。しかしイルーナは意を決して道を進んだ。
「家に行けば薬が沢山ある。何とか取ってこなくちゃ！」
　薬師のイルーナは様々な植物を調合し、薬を作って売っていたのだ。負傷したジーンを救うため、ただそれだけの為に、危険を冒してでも薬を手に入れたかった。ライトとルシファーがベルゼブブを連れて来るまで、できるだけジーンの負担を少なくしたい。それが、イルーナが自分で選んだ〝正しい道〟。黒い人間が定める間違った決まり事になど、絶対に従わない。惨劇を目の当たりにして、〝正〟を貫いて生きていく事を心に誓ったのは、ライトだけではない。

　高い塀に囲まれた町の入り口には、聖軍隊の聖職着を着た男が二人立っていた。いつも入口に人が立っている事はない。人間は、この高い塀さえあれば、守られて平和に暮らしていけると信じてやまないのだ。
　街に入ろうとする人間に鋭い目を向ける聖軍隊の男達は、もちろんイルーナにもその目を向ける。まるで悪魔でも見ているかのような、冷たい目が四つ――
 （怖い……でもあと少しで街に入れる）
　 上から下まで目を凝らされたイルーナの緊張は絶頂に達していた。胸の高鳴りは隠し通さなければならない。平静を装い、素知らぬ顔を作り上げるために、長い髪を手ぐしで整えながら気を紛らわせる。
　ちょうどすれ違うという時、聖軍隊の男たちは真っ白い聖職着に身を包む若いイルーナから、目を離した。声をかけられる事もなかった。
 （よかった……）
　ひとまずは無事に見慣れた町に戻ってくることができた。急ぎ足で向かった先は、薬が沢山置いてある自分の家。出払っているのか、町の中には聖軍隊の姿は見られない。家の周りにも、見慣れた町人しか見られなかった。拵こしらえてある薬を手提げに入れたイルーナが最後に手にしたものは、かつてこの家で一緒に暮らした両親の写真。もうこの家には、帰ってくる事はないかもしれない。
　思い出が詰まった家に別れを告げると、ここに家族の存在があった事に、名残惜しさは感じる。ドアが閉まる瞬間、徐々に狭まる部屋の中に、かつて一緒に過ごした家族の光景を浮かべ、見えなくなると、イルーナの青い目は哀愁を帯び、光るものが落ちた。
「お母さん…… 人間は、私もライトも一人にしたんだよ……」
　イルーナにもまた、人間を憎む理由があった。それは、ライトも知らない。

　市場で野菜を買い終えたイルーナは町を出るため、再び聖軍隊の男達の目に睨まれる。声をかけられる事もなく町を出ることが出来たが、イルーナは足を止めてしまった。

「おかぁさーん！　いかないでー！」

　泣き叫ぶ子供の声が聞こえたのだ。思わず振り返ったイルーナは、再び悲しい現実を目の当たりにする。
「おかぁさーん！」
「コラッ！　離れろッ！」
　目にしたものは、母親から引き離される子供の姿だった。まだ五歳ほどの女の子。母親は泣きながら我が子に背を向けて、これから聖職着を着た聖軍隊の男に連れていかれるように見える。その様子を黙って見ているイルーナには、この町でこれから起こる不幸が予想できた。
　聖軍隊は一二年前と同じように優秀な召喚師と祓魔師エクソシストを招集しているのだ。この母親は聖剣を腰に下げている。幼い我が子を残し、祓魔師エクソシストとして聖軍隊に命を捧げなければならない。それは何の為か――

　――悪魔を召喚する人間と、戦う為。

　人間とは恐ろしい生き物だ。過去の過ちを再び繰り返し、そしてまた孤児を生む。この薄汚れた世の中で〝正〟を貫いて生きる事を決めたバケモノが、かつて黒い人間が生んだ孤児だという事も知らずにだ――
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　かつてルシファーの右腕を務めたとされる悪魔、ベルゼブブに会うべく、農村カカに向かったライト。目の前には広大な畑が見えてきた。カカはもうすぐそこ。しかしライトは村の手前で足を止めた。
「ルシファー、カラスになった方がいいよ？　ルシファーは目立つからね」
　純白の翼があるルシファーを見た村人が、すぐに堕天使だと気がついてしまう事は容易に想像できる。悪魔は〝悪〟で成り立っているこの世の中、その姿はあからさまに見せたりはしない。様々なものに姿を変え、黒い心を持つ人間と出会う日を、悪魔はひっそりと待っている。
　ライトの肩には一羽のカラスが乗った。姿を変えたルシファーだ。
「村はすぐそこだよ。でも、ベルゼブブはすぐに見つかるかな？」
「悪魔に取り憑かれた人間がいるなら、聞けばすぐにわかるだろ」
　ひとまずは村人に話を聞く他ない。ライトは農村カカに足を踏み入れた。

　小川のせせらぎが美しいカカは、いくつもの広い畑があり、数多くの家畜と共に村人が暮らしている。田舎町ではあるが、恵まれた実りと、懸命な村人が愛情深く育てた家畜のおかげもあり、村は潤っていた。レンガ作りの古い民家がポツポツと点在し、教会がある広場には、多くの店も並んでいる。
　すれ違う村人は、黒い聖職着に違和感を持つ事がないのか、その顔は誰もが穏やかだ。ライトも笑顔を返し、向かった先は村の広場。教会の前まで来ると、活気ある店を見渡し、ライトはルシファーに小さな声で囁いた。
「昔と変わった様子はないよ？」
「そうか？　やけに笑われてないか？」
「えぇ？　確かに……」
　違和感を感じていたのは、村人ではなくルシファーだ。ライトは顔を上げ、今度は行き交う村人の様子を目を凝らして見てみる。聖職着を着たライトに目を向けた村人は、優しく笑っているのではなく、込み上げる笑いを堪えていたのだ。
「僕…… なんか変？」
「変じゃないぞ、自信を持て」
「でも笑われてるよ？」
「誰かに聞けよ。俺にもわからない」
「うん……」
　歩く村人たちに、再び目を向けたライトが声をかけようとした時、思ってもみない所から声をかけられた。
「ねぇ！　悪魔祓いに来たんでしょう！」
「ねぇ！　祓魔師エクソシストさんでしょ！」
　その声は明らかにライトより若い少女の声であり、おそらくは二人。声を辿ったライトの目は、教会の庭に聳える立派な木の上に向いた。そこにはやはり、少女が二人いる。
　すぐに〝悪魔祓いに来た〟という言葉が出たのなら、この少女たちはベルゼブブの事を知っているはず。そう察したライトは、笑い合う少女たちの元へ向かった。
「祓魔師エクソシストさんこんにちは。キーコだよ、一三歳」
「祓魔師エクソシストさんこんにちは。マーコだよ、一三歳」
　ライトは優しい笑顔を返し、すぐに二人が双子の姉妹であると察した。二人ともまるで人形のような綺麗な顔。金髪の短い前髪も、長い後ろ髪も、その整った綺麗な顔も瓜二つ。どちらがキーコでどちらがマーコかは区別がつかないほどであった。大きな丸い襟が可愛らしい白いブラウスの上には、ノースリーブの青いワンピースを着て、それは色も形も全く同じだ。愛らしい双子の姉妹には、ライトもいつも以上に優しい顔を向ける。
「ここにはよく祓魔師エクソシストが来るの？」
　ライトが声をかけると、二人は嬉しそうに木から下りて駆け寄った。
「毎日来るよ、〝糞のおじさん〟をやっつけるんだって」
「今日も来てるよ、〝糞のおじさん〟の所に行った」
「糞のおじさんてなに……」
　間違いなくベルゼブブに取り憑かれた農夫の事であろう。恐ろしい悪魔に取り憑かれた農夫は今、子供達から〝糞のおじさん〟と呼ばれているらしい。余りにも辛い。
　だがどうやら先に他の祓魔師エクソシストが悪魔祓いをする為、農夫の元へ向かったようだ。祓われればまたベルゼブブを探さなければならない。
「ねぇ、僕をその〝糞のおじさん〟のところに連れて行ってくれる？」
「いいよ！　でも、糞がつくよ！」
「行こう！　でも、糞がつくよ！」
「えぇ……」
　出来れば行きたくはなかったが、負傷したジーンの為だ。ライトはキーコとマーコに手を引かれて〝糞のおじさん〟の元へ向かった。
　向かう先は恐ろしい悪魔に取り憑かれた農夫の元だというのに、キーコとマーコの顔は輝いている。まるでこれから面白いものが見られるかのように、どこか浮かれているようだ。
「二人とも悪魔が怖くないの？」
「悪魔は怖いもの。でも〝糞のおじさん〟は好き」
「悪魔は悪いもの。でも〝糞のおじさん〟は好き」
　〝糞のおじさん〟は子供からの支持率が圧倒的に高いようだ。怖がるどころか二つの口から〝好き〟だと返されたので、ライトは驚きとともに、少しだけ安心した。子供から好かれているベルゼブブは、きっと恐ろしい悪魔ではない、そう思ったのだ。
「そこの角の牛小屋に〝糞のおじさん〟がいるの」
「ほら見て、先に来た祓魔師エクソシストさんがいるじゃない」
「牛小屋……へ？　あの人が祓魔師エクソシスト？　だいぶ腰が引けてるじゃない」
　目を疑った。キーコとマーコが言う牛小屋の入り口では、白いローブに身を包んだ人間が、弱々しく十字架を掲げて震えていたのだ。牛小屋にはおそらく、ベルゼブブに取り憑かれた〝糞のおじさん〟がいる。
 （やっぱり怖い悪魔なのかな……）
　あれだけ震えているとなると、やはりベルゼブブは恐ろしい悪魔なのだろう。
「今から面白いものが見られるの」
「涙が出るほど笑っちゃうんだから」
「え？　……そうなの？」
　そう言葉を返した時だった。
「――ぎゃああぁぁッ！」
　尋常ではない叫び声を聞いた。だが、驚いているのはライトだけだ。
「あははッ！　ほら見て！　糞を投げらた！」
「あははッ！　すごい！　命中したよ！」
　牛小屋からは次々と糞が投げ飛ばされている。どうやらベルゼブブは悪魔祓いに来たこの祓魔師エクソシストに腹を立てているようだ。そしてついに、ライトはベルゼブブを視界に入れた。
「えぇ…… あれがベルゼブブ？」
　小屋から出て来たベルゼブブは、やはり背中に三対六枚の羽を持っていた。しかしその羽はルシファーのような美しい翼ではない。蝿の羽だ。
　真っ黒い礼服のようなものに身を包み、ゆるいくせ毛の黒い髪。蝿ではあるがその顔は美しく、癒しのある天使の名残は感じられた。手には鎖を持ち、それは俯いてフラフラと立つ農夫の腰に何重にも巻かれている。
「ルシファー、あの鎖は何？」
「悪魔は人間に取り憑くと、祓われないように鎖で繋ぐんだ。あれは間違いなくベルゼブブだ。見ろ、糞を食ってるぞ」
「うわ……」
　ベルゼブブは、手に持った糞を躊躇ためらいなく口に運んでいる。稀に見ぬ美しい容姿が台無しだ。
　先ほどまで十字架を掲げていた祓魔師エクソシストは、逃げるように走り去ってしまった。糞を食べる悪魔など、祓うのも嫌になってしまったのだろう。
「やっぱり〝糞のおじさん〟の方が強いね！」
「祓魔師エクソシストさん行こう！　〝糞のおじさん〟が遊んでくれるよ！」
「遊ぶ、て…… ちょっと……」
　半ば強引に手を引かれたライトは、これから祓魔師エクソシストとしてベルゼブブと交渉することになる。頼りにしていたルシファーは、牛小屋の屋根に一人飛び去ってしまった。

　双子の姉妹、キーコとマーコに手を引かれ、ベルゼブブの前に立たされたライトは、漂う悪臭と美しいベルゼブブの融合に違和感を感じずにはいられなかった。顔を引き攣らせて後ずさりをするライトとは違い、キーコとマーコは嬉しそうに笑いながらベルゼブブのもとへ駆け寄る。ベルゼブブは終始無表情を貫いてはいるが、側に寄る子供に嫌悪感はないようだ。腹を立てるわけでもなく笑っているわけでもない。
　ライトはその光景を見て表情を緩めた。現代、この世を支配しているのは人間だ。人間は悪魔を嫌い、悪魔を恐れているはずなのだ。だがキーコとマーコはベルゼブブを決して恐れてはいない。ライトと同じように、悪魔に寄り添い、笑顔をみせている。この世の中で、目の前のような光景が見られるとは思ってもみなかった。さらに、ベルゼブブを慕う人間は、キーコとマーコだけではなかったのだ。
「ベルゼブブさんこんにちは。今日も少しお手伝いをしてほしいんだけど……？」
　ライトの後ろから声をかけたのは、大きなクワを持ったおばさんだった。ベルゼブブはどういう訳かこの村で受け入れられ、農夫に憑りついて農作業の手伝いまでしているようだ。悪魔と人間が対等に向き合って暮らしていけるなど、とても信じられない。ライトは村人に一つ聞いた。
「あのぅ、悪魔が怖くないんですか？」
「えぇ？　なんだあんた祓魔師エクソシストかい？　黒い聖職着なんか着てるから分からなかったよ。この村の人間はみんなベルゼブブさんと仲良しだよ。帰んな」
「仲良し……？」
「そうだよ。私たちはベルゼブブさんに家畜の糞を支払って、病気や怪我を治してもらっているんだ。農夫にとりついてるだろ？　だから農作業だって手伝ってくれる。ベルゼブブさんを怖がる人なんてこの村にいやしないよ」

　――それは、この村の人々が生きていくために選んだ〝正しい道〟であった。

　一二年前、やはりこの村の多くの子供たちも孤児となった。年寄りと子供だけを村に残し、聖軍隊を結成するべく若い働き手は皆、国が取りあげた。農業と酪農で生計を立てているこの村の人々は、若い働き手を失い、まだ幼い子供たちと体の自由が利かない年寄りだけで、村を支えることはできなかった。田畑は荒れ、家畜は死に、農村カカは一二年前、黒い人間によって一度殺さている。
「僕も知ってます。一二年前、カカで作物が取れなくなり、僕がいたエインの町では、人間たちが食べ物の取り合いをして死んでしまう人も多かったですから」
「そうだろ？　このカカが潰れてしまったら、食べるものはエインに行かなくなる。飢えをしのぐために人間は、同じ人間を殺してでも食べ物を手に入れたかったんだよ、〝あの時は〟だけどね」
「〝あの時は〟……今はずいぶん潤っているんですね。村がすっかり元通りになってる」
「ベルゼブブさんのおかげだよ。一二年前の黒い日が終わった次の年、ベルゼブブさんはお腹を空かせて森で倒れていたんだ。でもほら、あそこにいる農夫がベルゼブブさんに家畜の糞をあげたんだよ」
　ベルゼブブにとってその糞は、悪魔の手を借りる人間が支払った〝代償〟と同じなのだ。その日以来この農夫に憑りついて、離れたことは一度もない。代償を支払った代わりに、ベルゼブブがこの村に授けたものは〝豊かな暮らし〟であった。年老いた人間の病を癒し、働かせたのだ。
　まだ幼い孤児たちは、体が動くようになった年寄りを手伝い、家畜を育て、畑を耕した。だからこそ、今のカカがある。
「それじゃぁおばさんは……」
「おばさん？　私はまだ二〇歳だよ。一二年前の孤児が、私たちなんだよ」
　農村暮らしだからか少し老けて見えたが、よく見ると若い。カカの村人たちはみんな若いのだ。村人は皆一二年前に親を取りあげられた孤児であり、親は黒い日が終わっても帰ってくることはなかった。

　かつての姿を取り戻したカカに、ベルゼブブを追い出そうとする人間は誰一人いない。
　ベルゼブブは〝悪魔〟ではなく〝神〟として崇められている。

「僕はベルゼブブを祓いに来たわけじゃないんです。どうしても助けてほしい人がいるから、ベルゼブブと交渉をしに来ました」
「そうかい、でもベルゼブブさんはああ見えて頑固だよ？　よっぽどの事がない限り頼みは聞かないと思うけどね」
「そうですか…… でも、話をしてみます」
「あんまりしつこくすると糞を投げられるから気をつけな」
「糞……」
　蝿よりも糞の方がよっぽど怖いではあるが、だがジーンの為だ。何としてもベルゼブブと交渉をして、連れて帰らなくてはならない。ライトは心を決め、ベルゼブブの前に立つ。
「ねぇベルゼブブ、お願い、僕の大切な人を助けてほしい」
　ベルゼブブはキーコとマーコから目を離し、初めてライトの顔を直視した。ライトにとってそれは、初めてルシファー以外の悪魔と目を合わせた瞬間。その胸の高鳴りは、ルシファーが感じていた。
「この農夫から離れるつもりはありません。命の恩人なので」
　意外ではあるが、実に丁寧な言葉使いで話をするようだ。だが農夫は蝿に好かれている。交渉は、決裂した。
「でも、その農夫のおじさんを大切に想うなら、解放してあげた方がいいよ」
「そんなことをしたらここから追い出されますから」
「みんなベルゼブブを追い出したりしないよ。きっと一緒に暮らせる」
「無理です。鎖でつながれていない人間と共存などできるはずがありません」
「僕は鎖でつながれていなくても悪魔と共存しているよ？　僕の心臓は――」
　――言いかけた時だった。

「ままーー！　ままをかえして！」

　泣き叫ぶ大きな声は、ライトの言葉を遮った。思わず目を向けたところには、まだ幼い子供の姿と、そして白い聖職着がはっきりと見える。
「あれって……まさか」

　長い年月をかけてようやく蘇ったカカにも、聖軍隊は再び、孤児を生みにきた――
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　ライトに見える白い聖職着を着た人間は四人。その聖職着は、ジーンの本屋で見た聖軍隊の男が着ていたものと同じものだ。ライトはすぐに聖軍隊が来た事を察し、ベルゼブブの後ろに身を隠す。
「なぜ私の後ろに隠れる」
「僕、あの人達に見つかったら処刑されちゃうんだ。さっき悪魔を召喚しちゃったから」
「悪魔を召喚……？　なんて悪趣味な人間なんですかあなた。一体どこのどいつを召喚したんですか」
「えぇ？　ルシファーだよ？　僕はルシファーと心臓を交換して契約を結んだんだ」
「――ルシファー……」
　名前を聞いた途端、ベルゼブブは握っていた大切な糞を手放し、よく手を洗い、片膝を地面につけ頭を下げた。ライトに忠誠を誓ったのだ。余りにも突然の忠誠を。しかしこれではライトの姿が聖軍隊に丸見えになってしまう。ライトはベルゼブブの腕を掴み、立たせようと必死に引っ張る。
「ねぇ立ってよ！　どうしちゃったの……？」
「かつての熾天使してんしルシファーの心臓の前だとは思ってもみない事でした。糞を投げようかと思ってしまった事をお詫び致します」
「僕にも糞を投げようとしてたなんて…… でも何で急に恐縮しちゃったの？」
「私は、かつてこの世の闇を支配していた、悪魔の頂点に君臨するルシファーの右腕。ルシファーと共に闇の中で生きていた者です。 ……しかし右腕とは名ばかりで執事のような扱いを受けておりましたが」
「可哀想だね……」
　突然人が変わったようにひれ伏した蝿を前に、ライトは当然戸惑いを隠せない。側にいたキーコとマーコもこれには首を傾げていた。ベルゼブブは普段口数も少なく、村人に笑うこともなければ、怒ることもないようだが、今は少しだけ取り乱している。
「ルシファーは再来したのですか」
「う〜ん、その〝再来〟っていうのが僕にはよくわからないけど、ルシファーは十年前に僕と心臓を交換して、その日からずっと僕と一緒に仲良く暮らしているよ」
「なんと……かつての主人は十年も前に再来していたとは―― どこにいるのですかッ！　ルシファーはッ！」
「どうしたの急に興奮して…… ビックリするじゃない……」
　ベルゼブブはルシファーに執事扱いを受けていたにもかかわらず、今でも大切に想い会える日を待っていたようだ。姿をカラスに変えたルシファーは、牛小屋の屋根から、取り乱すベルゼブブの様子を見ている。しかし糞尿が大好物のベルゼブブにはなかなか近寄ろうとはしない。どうやら好きではないようだ。

「そんな事より、聖軍隊がカカに何をしに来たんだろう」
　ベルゼブブとライトが目を向けたところには、母親に縋り、泣いている子供が見える。母親は白い聖職着の人間に連れて行かれるようだ。目を凝らすと、泣いている子供は一人ではない様子が見て取れる。次から次に泣きながら親を呼び、家から出て来るのだ。
　その光景は、ライトの記憶から〝消したい過去〟を引きずり出す。同じ光景を、前にも眺めたことがあった――

「お母さんが腕を掴まれてるよ……」
「お父さんもどこに行くの……？」
　側にいるキーコとマーコの言葉に、心臓はドクン、と共鳴した。

　――腕を掴んで ――どこに行くの……

　愛らしい姉妹の瞳に映るものは、最愛の両親だ。畑仕事をしているはずの両親は、白い聖職着を着た女に腕を掴まれている。おばさんは、手を繋いで両親の元へ走ろうとするキーコとマーコを抱きしめた。行かせてはいけないのだ。何が起ころうとしているのか、おばさんには分かっている。一二年前、自らもこうして引き止められたのだ。
「おばさん！　お父さんとお母さんは何をしたの！」
「なんで連れて行かれるの！　何も悪いことはしていないの！」
　ライトの胸は、再び痛くなる。かつて自分が嫌という程味わった悲しみや寂しさは、この村で再現されようとしているのだ。

「僕のせいだ……」
　――聖軍隊が何の為にこの村の大人たちを連れて行くのか。

「僕が……悪魔を召喚して聖軍隊に背いたから……」
　――それは悪魔を召喚する人間と戦う為だ。

　聖軍隊は、悪魔を召喚するライトと対峙する為、国中から人間を集めている。ライトが決断した〝正しい道〟を歩むためには、犠牲が必要だった。
　目には涙が溜まった。間違った世の中を作り上げた黒い人間をなくす為、この世の中で正を貫いて生きていきたい―― それは、間違いだったのかもしれない。
「僕が…… 孤児を生でしまった……」
　戦い方も知らず、憎んで恨んでも殺す事が出来ないちっぽけなバケモノ一匹の悪あがきでは〝悪〟と対等に向き合う事が出来ないと痛感する。胸に秘めたバケモノは、目の前の悲壮な光景を餌に、心を支配するかもしれない。それを制御できないほど、絶望と諦観の念が思考に広がった。

「この村で、二度と孤児は生ませません」
　落胆するライトに声をかけたのは、この村の〝神〟だ。
「その聖剣で、鎖を切ってくれますか」
「鎖を……？」
「命の恩人を巻き込む訳にはいきませんから。この鎖は、祓魔師エクソシストでなければ切れません」
「鎖を切ったって…… どうするの……？」
「私は悪魔の頂点に君臨するルシファーの右腕です。黒い人間になど、簡単には屈しない」
　この蝿は、ただの蝿ではない。
　悪魔の頂点に君臨するルシファーの右腕であり、恐ろしい蝿の悪魔だ。ベルゼブブは、黒い人間がカカを殺す事を決して許さない。
「この村も、この村の人間も、誰一人死なずに済む方法は、一つしかありません」
　ベルゼブブはライトの手を取り、聖剣を握らせた。
　キーコとマーコを泣かせてしまったのはライトだ。だが笑顔を取り戻す為に出来る事は、一つだけある。心は決めた。
「キーコ、マーコ、それにおばさんも。ベルゼブブの鎖は切れるけど、今までのようにベルゼブブと暮らしてくれる？」
　 鎖を切ってしまえばこの村にベルゼブブが留まる理由はなくなる。だがライトは、それでもベルゼブブをここに留めたかった。
　村人は自分たちで道を決めなければならない。
〝何もせずこの惨劇を見守り、命が保証された悲劇を待つ道〟か、〝悪魔の力を借りて、罪人扱いを受けてでもこの村を守る道〟か――
「お願い祓魔師エクソシストさん！　その鎖を切って！」
「お願いベルゼブブさん！　この村を守って！」
　キーコとマーコはもちろん、大好きなベルゼブブと共存する道を選んだ。そして、目の前でこれから起ころうとしている悲劇を目の当たりにしているおばさんも、道を選択する。
「あたしたちがベルゼブブさんを追い出すわけないじゃない。ベルゼブブさんはこの村の〝神様〟なんだから」

　農村カカの村人は〝正しい道〟を選択した。

　ライトは聖剣を握りしめ、ベルゼブブにその剣先を向ける。ここにベルゼブブを留めておく為、鎖を切る前に交渉した。
「僕たちは〝正しい道〟を選択した。聖軍隊を追い出せば、この村の全員が罪人になる。この鎖を切っても、ベルゼブブはこの先ずっとこの村を守ってくれる？」
「もちろんです」

　――交渉は、成立した。

　ライトは剣先を鎖に立て、ベルゼブブの想いを乗せる。この村を黒い人間から守る為、黒い聖職着の祓魔師エクソシストは、かつて熾天使してんしであったルシファーの右腕、ベルゼブブを解放した――
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　ライトによって砕かれた鎖は輝きを失い、小さな欠片となって地面に散らばった。繋がれていた農夫は膝をつき、崩れ落ちそうになるところをおばさんがしっかりと支える。
　ベルゼブブが鋭い目を牛小屋の屋根に向けると、そこには純白の翼を広げて笑う、かつての主の変わらぬ姿がある。ベルゼブブがその姿を目にしたのは、一二年前の黒い日以来初めての事。口数が少なく、喜怒哀楽を見せないベルゼブブも、その美しい姿には思わず笑みを浮かべた。
「ルシファー…… 私は貴方の再来をずっと待っていました」
「そうか、だが俺はお前のとの再会を望んだことは一度もない」
　余りにも可哀想なベルゼブブ。ルシファーは糞尿を愛するベルゼブブとの再会に喜ぶ事は一切ない。しかしよく見るとベルゼブブの手は綺麗。糞が付いている様子は全くない。ルシファーは翼を羽ばたかせ、優雅に屋根から舞い降りた。
　ライトの目の前には悪魔が二匹、いや、二人。そしてその遥か向こう側には、馬車に乗せられる村人たちが見える。もちろん、白い聖職着の人間も視界に捉えている。
　その光景は、ライトの心臓を刺激した。

　――悪魔を解放した黒い聖職着の祓魔師エクソシストは今、その思考を人間からバケモノに譲る。

　ライトは躊躇いなく白い聖職着の人間に向かい歩き出す。しかし――
「――うわッ！　なにこれッ！」
　瞬時に無数の蝿に取り囲まれたのだ。その数は数千匹はいるのではないかと思うほどの数。信じられないほどの大群だ。ライトの目の前にはすぐに蝿の壁ができた。
「ライトが傷ついてはいけませんから。私が行って参ります」
「ベルゼブブの声！　どこにいるのッ？　僕、蝿しか見えてないんだけど……」
「この蝿が私です」
「やだ……」
　美しいベルゼブブは、その姿を無数の蝿に変える事が出来るのだ。ライトを取り囲む何千もの蝿は、空に舞い上がり散ってゆく。行く先は確実に、白い聖職着の聖軍隊のもとだ。蝿たちに軽蔑の目を向けるライトの横では、ルシファーが笑っている。
「ベルゼブブは根暗でおとなしい奴だが、攻撃の仕方が気持ち悪いんだ」
「怖いよ……僕見てなきゃダメ？」
「せっかくだからな」
　その蝿は、ベルゼブブの思考を兼ね備えたベルゼブブの化身だ。妖艶な光を放つ赤い大きな目は、黒い人間を捉えている。賢い蝿たちは群れては近づかない。まずは一匹、白い聖職着のワンピースを着た女の首元に落ち着いた。
「ほらッ！　さっさと乗れ！」
　その女が掴んでいるのは、キーコとマーコの両親の腕だ。可愛らしい双子の姉妹を大切に育ててきた両親は、今まさに、黒い人間を作り上げる城に連れて行かれようとしている。蝿となったベルゼブブがそれを見過ごすはずはなく、最初に標的にしたのは、悲しくも美しい女だった。
　――この蝿は、ただの蝿ではない。
　女の首元にひっそりと張り付いている蝿の体は、艶やかな黒だ。漆黒の下半身からは、長く鋭い針が少しずつ出てくる。
「あぁ？　……あッ！　お前首に蜂が付いてるぞッ！」
　蜂ではない。蝿だ。
　だがその蝿は大きい。とても蝿とは思えないほど大きいのだ。例えるなら、まさに人間を一刺しで死に致らしめる事が出来る程の蜂。
「――ッ蜂が！　ヤダヤダッ！」
　だがもう遅い。聖軍隊の女が愛しい双子の両親の腕を離した時、ベルゼブブの思考を持った蝿は牙を剥いた。
「――ッ！　痛ッ！」
　怪しく光る太い下半身から突き出した針は、ゆっくりと女の首の奥深く沈められてゆく。その痛みは、想像を絶する程の激痛だ。
　女は苦痛に耐えきれず顔を歪めるが、だが払うことが出来ない。何もできずに、その場に座り込んだ。

　――何か、首に入れられた？

　女は感じたことのない違和感を感じていた。その恐怖は女の行動を抑制し、抵抗は出来ない。
「おい…… 大丈夫か……？」
　動くことすら怖くなったのか、一点を見つめて目を見開く女に、仲間の聖軍隊の男達が向かおうとした、その時だった。
「――ッ！　うわッ！　蜂がいっぱい来たぞッ！」
「なんだあれッ！　おい逃げろ逃げろッ！」
　ベルゼブブは動いた。無数の蝿の化身となったベルゼブブは、動きを止めた女に群がり――これから、ゆっくりと捕食する。
「――あああぁぁぁぁッ！」
　まさに身の毛もよだつ光景だ。群がった無数の蝿は、下半身から突き出した長い針を一斉に女に刺したのだ。女が着ている真っ白な聖職着は黒く染まり、首から上だけが人間らしさを残している。しかしこの女は、人間とは言い難い姿に変わる事になる。ライトはその時を見ていた。
「あれ……蝿が女の人から離れていったね？」
「そうだ。女を食うのは蝿じゃない」
「蝿、じゃない？」
　この女を捕食するのは、蝿ではない。
　気を失いかけた女はその場で硬直し、聖職着には無数の穴が空いている。ようやく蝿から解放されたと安堵した瞬間、次は身体の内側から猛烈な痛みが襲ってきた。
「――――ッ！」
　言葉が出ない程の痛みだ。その痛みがどれ程の痛みか、それは女とは思えない程に歪んだ顔を見ればよくわかる。
　ライトは思わず、両手で口を押さえた。
「体から何か出てきた……？」
「あれは蛆ウジだ。ベルゼブブは人間に卵を産み付け、孵化した蛆になって人間を体内から喰い尽くす」
「オェ……」
　人間を捕食するのは、蝿ではない。蛆だ。
　無数の蝿が産みつけた卵は、女の体内で孵化し、すぐさま蛆に内臓から喰われる。この女に、もはや成す術はない。無数の蛆に体を喰われ、猛烈な痛みを味わいながら、骨になるのを待つのみだなのだ。
　ベルゼブブの食事という名の攻撃は、まさに〝気持ち悪い〟の一言に尽きる。
「オェ……」

　馬車に乗せられた村人達は、蛆虫だらけの女に気を取られた聖軍隊の男の隙をつき、一斉に馬車から駆け下りた。キーコとマーコの両親は、何よりも先に愛しい我が子たちに駆け寄り、そして優しく抱きしめる。
「パパ！　ママ！」
「ベルゼブブさんが悪い人をやっつけたの！」
　村人達は牛小屋まで来ると、その言葉を聞いて驚いた。今まで糞を支払らって病気や怪我を治療してもらい、農作業を手伝ってもらってはいたが、それは〝糞〟という〝代償〟を払っているからしてもらえる事、そう思っていたのだ。
　この村を再建し、この村の村人を助けたベルゼブブは神だ。だが、ベルゼブブがここまでカカを慕っていたとは思ってもみない事だった。
　村人達は辺りを見回しベルゼブブを探した。だが姿がない。ベルゼブブは今、無数の蛆となり食事をしているのだ。村人が知っている美しい蝿は、今はいない。ライトは蛆に指をさし、村人たちに教えた。
「ベルゼブブならほら、蛆になって女の人を食べてますよ」
「ベルゼブブさん…… オェ……」
　言わなければよかった。嫌われてしまう。村人たちは顔を引きつらせてはいたが、全員が無事に牛小屋に来ることが出来た。
　だがもちろん、聖軍隊はこの事態を黙って見てはいない。
「おいお前たちッ！　聖軍隊に背くと罪人扱いを受けるんだぞッ！」
　女はベルゼブブによって死の淵に立たされているが、白い聖職着の男はまだ三人いるのだ。ライトは蛆の塊の横に立ち、初めて黒い聖職着を聖軍隊の前に晒した。
「カカは二度と死なない。このカカは、悪魔に守られた村だ」
「な、なんだお前…… 黒い聖職着なんか着て…… 何言ってんだ……」
　ただの黒い人間になど、この言葉の意味すら理解が出来ない。だが聖軍隊の男たちは、黒い聖職着の胸に掲げられた逆向きの十字架を見ると、顔つきを一変させる。
「――あの十字架…… 召喚書と同じだ……」
「悪魔を召喚する召喚書と同じだなんて……」
「悪魔を崇拝してるんだ…… こいつ――」
　黒い聖職着の祓魔師エクソシストは、悪魔を崇拝しているバケモノだ。その手には黒い召喚書を持ち、優しさなどまるで感じられない冷酷な黒い目を向けていた。
　人間が〝正〟であるこの世の中で〝悪〟の象徴とも言える逆向きの十字架を掲げている人間――思い当たる人物は、一人だけいる。
「お前が本屋で悪魔を召喚した罪人かッ！」

　ライトの思考は今――悪魔だ。

　もう逃げ隠れもしない。ライトは神ではなく、悪魔を崇拝する。その胸にバケモノを宿し〝正〟を貫いて生きる事に、もう迷いなど、ない。
「僕はライト・リンダム。ルシファーと心臓を交換して契約を結んだ、悪魔だよ」
「悪魔……バ、バケモノが……」
　黒い召喚書を手にしている時点で、薄々勘付いてはいた。だがそれを受け入れる事を恐怖心が拒む。
「ルシファーって…… 本当にいるのかよ……」
　聖軍隊の男たちは若い。若いが故に、一二年前の黒い日の戦場を目の当たりにはしていないのだ。だが、ルシファーという悪魔があの日、どれ程恐ろしいものだったのか――その伝説のような神話は、嫌という程聞かされてきた。黒い人間は、黒い神話に洗脳され増え続ける。
　人間が最も恐れている悪魔は今、バケモノの黒い目に睨まれる人間の頭の上から、歪んだ表情を優雅に眺めている。その顔は、実に嬉しそうだ。
「ついにライトも人間を殺すかもしれないな」
　ライトの手には聖剣が握られていた。
「おい、なんだよあの聖剣……」
　その聖剣は、悪魔と対峙する為、清らかに輝いているはずだった。しかしライトが握っている聖剣は、闇の色を放っている。そして、黒い炎に包まれていた。
　自らの思考を悪魔に変えたライトは、ルシファーの思考を兼ね備える。悪魔の思考に満たされたライトは、ルシファーの能力を兼ね備える。もはや黒い人間になど、情けをかけるつもりはない。ルシファーの力を得たバケモノは、闇の聖剣を掲げ、聖なるものへと近づいて行く。
「――おいッ！　来るなよッ！」
「――なんなんだよこいつッ！　逃げろ逃げろッ！」
　三人のうち二人は黒い聖剣を握るライトの前から逃げ、林の陰から様子を見守る。残り一人――酷むごい事に立ち上がることも出来ない程怯えていた。なぜならその視界には、純白の翼を広げた堕天使が映っていたからだ。
「こ、殺される…… 嫁も子供もいるのに……」

　今から殺される―― その言葉はライトの心臓をさらに刺激した。

　一二年前、聖軍隊は両親を戦場に連れて行き〝死にたくない〟と願ったであろう両親を悪魔の餌にして、手を差し伸べなかったからだ。
「お前たちはたった今子供達から両親を取り上げようとした。自分たちの手で僕を始末することが出来ないからといって、村に孤児を生むなど、僕は絶対に許さない」
　ライトの黒い聖剣は男の首を捉えている。少しでも手を動かせば、この男の首が飛ぶ。
　冷酷な瞳は黒い。そして心中も怒りや悲しみ、恨みや妬みで溢れている――黒い。今のライトであれば、まず間違いなく男の首を飛ばすだろう。
「俺たちのしたことは…… 間違っている。それには気がついていた。気がついていたが…… どうしようもないんだ……」
　男も覚悟を決めていた。
　涙を流し、歯をくいしばる男の目は、命乞いをしている目ではない。ライトのように正を貫くことが出来なかった自分の愚かさを、悔いている目だった。

　ライトには迷いが生じた。本当に心が黒い人間は、別にいる。

「今のうちに逃げろッ！」
「あいつが悪魔に食われてる間に俺たちだけでも……！」
　バケモノの目は、目の前の男から馬車に走る二人に向いた。仲間を犠牲にして逃げるなど、許されるはずがない。
　一人は馬車の前に乗り手綱を握った。もう一人は一目散に荷車に飛び乗り、馬車は勢いよく村の出口へと走る。
　一瞬の出来事ではあったが、バケモノの聖剣は手を離れ、荷車に向け投じられていた。ルシファーの思考を兼ね備えたライトは、何があっても逃したりはしない。
「――なんだッ！　黒い炎だッ！」
　黒炎を纏う聖剣は荷車に突き刺さり、瞬時に炎に巻かれた。馬車を引く馬は炎に驚き我を忘れ、前足を高く上げたはずみで馬車から転がり落ちた男は、それでもまだ自らの足で村を出ようと必死だ。
「こんな村二度とごめんだッ！　悪魔に呪われてるッ！」
　あと少し、呪われた村を出られるまであと少しだったが、やはり許してはもらえなかった。
「――――ッ！　イテェェェッ！」
　――右腕に激痛が走った。
　あまりに突然訪れた予期せぬ不幸に、男は痛みのない左手で右腕を抑えようとしたが――
「――――無い、俺の腕」
　無かった。
「なかなか美味い手羽先だ。太り気味のお前は脂肪分が豊富そうだしな」
　美しい堕天使はその美しさを保つため、適度な脂質を取り入れることを決して忘れない。この男はルシファーにとって、美を保つための秘訣でしか無いのだ。
　ルシファーの手にはライトの聖剣が握られている。そして、男の右腕は口に運ばれていた。余りにも酷むごい。
「クソッ！　馬車は…… 馬車はどこだッ！」
「馬車はバーベキュー中だ」
「なに……！」
　黒炎に包まれた馬車の前では、聖軍隊の女を食べ終えたベルゼブブが火加減を見ていた。その中では男が一人、丸焼きになっている。今日は天気がいい。いいアウトドア日和だった。
　悪魔に目をつけられた黒い人間は逃れる事など出来ない。
　ルシファーは黒い聖剣で器用に肉を削ぎ落とし、泣き叫ぶ男を哀れみながら見て笑い、優雅な食事を満喫した。

　――皆殺しまで、あと一人。

　だがライトは、目の前の男の首を飛ばしてはいない。ルシファーの思考を兼ね備えたとしても、ライトの中の〝人の心〟が、それをさせなかった。
「二度とこんな事しないで。次は僕、本当に殺してしまうかもしれない」
「――殺さない……？　悪魔だろ……？」
「僕は悪魔でも人間でもない。今はまだバケモノは眠ってる。どんなに憎くても、あなたの帰りを待つ子供を想うと殺せない」

　――それが、ライトが選んだ〝正しい道〟だ。
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　一人生き残った聖軍隊の男は、涙を流してライトにしがみつく。しかしライトは男を支える様子はない。落胆していた。
　どんなに憎んでも、どんなに恨んでも、ライトには憎んで恨んだ人間を殺す事は出来ないのだ。抱いた憎悪は、消えることはない。ライトの背中を見た村人のおばさんは、側に寄り、やりどころのない憎しみを抱えた背中を、優しく抱きしめた。
「あんた偉かったね。きっと殺したいほど憎んでいるんだろうけど、よく耐えた。すごく、カッコよかったよ？」
　おばさんに頭を撫でられたライトは、ようやく少しだけ笑顔を見せた。
「ありがとう。僕にはやっぱり殺せないんだ。バケモノにはなりきれない」
「殺したからって憎しみが消えるわけじゃない。でも、目の前にいるこの人は、あんたに命を繋いでもらって正しさを取り戻した。ほら、目が生き返ったようだよ？」
「目が……？」
　目の前の男に顔を向けると、その男はライトに助けられた事が余程嬉しかったのか、にっこりと笑っていた。先ほどまで死んだような目で黒い聖職着を眺めていた青い目は澄んで、綺麗に輝いている。何か言いたそうな顔をしていた。
「なんでそんなに笑うの？」
　男は涙を拭くとライトの手を握り、顔に近づけ、その手に頬を擦り付ける。
「ちょっとッ！　気持ち悪いよッ！」
「自分は、もう聖軍隊には戻りません！」
「ちょっとなんなのこの人…… 突然何言ってるの？」
「自分は、あなたのような人になりたいのです！」
「やだ…… 僕怖いよ君が」
　聖軍隊の男は、この歪んだ世の中で〝正しい道〟を貫くライトに感銘を受けたのだ。その胸に悪魔を宿していたとしても、人の心を失わず、最も人間らしい思考を持ち、悪に立ち向かうライトに出会い、人の心を取り戻した。
　その目は輝き、生きている。
「自分には子供がいるのです。子供には正しく育って欲しい。だから命を狙われたとしても、自分はあなたについて行く！」
　少し感銘を受けすぎている。ライトは呆れ顔を返したが、おばさんはにっこりと笑い、おばさんらしく手を叩いて喜んだ。
「いいじゃないか！　この人は聖軍隊の人だろ？　だったら、スパイでもなんでもやって貰えばいいじゃない」
「スパイ？　う〜ん、でもこの人鈍臭そうだよ？　大丈夫かなぁ……」
　男の見た目は若かった。明らかに下っ端と見て取れる。そしてこの男が今さっき、誰よりも怯えていた姿をライトは目の前で見ているのだ。スパイなどとても任せられるはずがない。
「自分はゼロ・バルカスです！　お願いです！　自分も一緒に連れて行ってください！」
「連れてけって…… どこに行くかもわからないのに……」
　ゼロは立ち上がると聖職着の汚れを払い、再びライトに満面の笑みを返した。この純粋な笑みが、ライトの不安をさらに掻き立てる。何をやらせてもドジしかしない愚か者にしか見えないのだ。実に頼りない。
　思い切って断ろう、そう思ったが、バーベキューを楽しんでいたルシファーがライトに声をかける。
「アガリアレプトをこいつに取り憑かれせばいいじゃないか」
「アガリアレプト？　なんで？」
　アガリアレプトは一二年前、黒い日にジーンが召喚してしまった悪魔だ。ジーンはアガリアレプトに目を喰われた代わりに、それに見合った力を兼ね備えている。召喚書にはアガリアレプトの印章が記載されている為、ライトはいつでもアガリアレプトを召喚する事はできる。
　だが何故、聖軍隊の一員であるゼロ・バルカスに、アガリアレプトを取り憑かせる必要があるのか、ライトにはわからなかった。
　その理由は、ベルゼブブがよく分かっている。
「アガリアレプトは〝サタナキア〟という悪魔と共に、私の配下にある悪魔を取りまとめていた悪魔です。当時は敵陣が秘している機密を明らかにし、謎の解明などしておりました」
「町の探偵さんだね？」
　アガリアレプトは町の探偵さんではない。だがその能力を持ってすれば、聖軍隊の内部を調査することぐらいは出来る。名案でしかなかった。
　この提案により、ライトがゼロ・バルカスに抱いた不安は払拭され、ようやく笑顔を向けた。しかし話を聞いていたゼロはというと、当然気が気ではない。
「自分は…… 悪魔に取り憑かれるのですか？」
「取り敢えず、一緒においでよ」
「はぁ……」
　今度はゼロが苦笑いを返し、ライトは満面の笑みを見せた。そして、ライトはベルゼブブの前に立つ。大事な事を確認しなければならない。
「ねぇベルゼブブ、僕の大切な人を助けてくれる？」
「そうでしたね。もちろん、私が救います」
「本当ッ！　じゃぁ早速小屋に行こう！」

　ライトは二人の悪魔を連れ、農村カカを後にする。ベルゼブブは不在の間、聖軍隊が来る事を不安視し、大量の殺人バエをカカに撒き散らして村を出た。

　農村カカの村人に別れを告げたライトは、聖軍隊の脱落者、ゼロ・バルカスを連れて小屋へ急いだ。辺りは闇に包まれている。森の中は昼とは違い、不気味な空気が漂っていた。
　だがライトとゼロの足取りは軽い。闇よりも恐ろしい光景を、昼に目の当たりにしているからだ。この世に、悪魔程恐ろしいものはない。
　ライトが人間の〝友達〟連れて歩くのは久しぶりだ。憎んで恨んだ聖軍隊の聖職着を着ているその男の顔を、暗い森の中覗き込んだ。
「ねぇ、ゼロはなんで聖軍隊に入隊したの？」
「自分ですか？　自分は……」
「カッコよかったから？」
「いえ、そうではないですが…… 逆にライトさんは何故、聖軍隊に背くのですか」
「両親が一二年前の黒い日に戦場で死んじゃったからかな。許せないんだ。今でも許せない」
「ご両親が…… でも聖なるものとしてご立派に戦い、今の世を築き上げた英雄であります」
「本当に、そう思う？」
「……違うのですか？」

　――本当は、違うのかもしれない。
　ゼロの頭に過ぎったのはこの言葉だ。罪の無い同じ人間を、悪魔を召喚する人間と戦わせる為、カカに出向けと言われた時、ゼロは人知れず胸に痛みを感じていた。ゼロは子を想う親の気持ちも、親を想う子の気持ちもよくわかる。

　――その命令は、果たして本当に〝正しい〟のか。

　今まで真っ白な〝正〟であると信じて疑わなかった聖軍隊を、ゼロは今日、初めて疑ったのだ。疑いの色は濃くなり、頭には、疑問が浮かぶ。
「ライトさん、〝神様〟って本当にいるんですかね」
「えぇ？　どうしたの急に」
「自分は今までずっと〝神〟を信仰していました。この世は神が作り、自分達は神の子だと信じていました」
「人間なんてみんなそうじゃないの？　悪魔がいるんだもん、きっと神様も……」
　この世は今、黒い。
　全知全能といわれる神を信仰し、美しく清らかな心で光溢れる世を作る為、人間はかつて悪魔と戦ったのだ。だが、ゼロはそれすらも疑った。
「神がいるのなら、人間の過ちを咎めるはずなのです。人間のこの醜態を決して見過ごすはずがない」
「ゼロ？」

「神など……〝初めからいなかったのではないか〟と、思ってしまいました」
　――この世には、神など初めからいないのかも知れない。

「待ってよ、それじゃぁ人間は今まで何を慕って生きてきたの？　みんな神の言葉にしか耳を傾けないくせに」
　――もしも、この世に神などいなかったとしたら。

「人間は、人間を慕い…… 人間を神として崇めてきたのではないでしょうか」
　おそらくこの世でそう思っているのは、目の前のゼロ一人だけだろう―― ライトは胸で呟く。なぜなら、人間は神が生んだ神の子であり、悪魔は神の落とし子だと、人々は信じてやまないからだ。この世でその理論が倒れたことなどない。
　人間は神を敬い〝正〟として、悪魔を嫌い〝悪〟と位置付けている。だが悪魔はかつての天使たち。ルシファーやベルゼブブも神に仕え、人間と同じように神を愛していたのだ。今、この世に生きる人間たちに〝かつて神に仕えていた天使たちは、何故神に背き、堕天したのか 〟――それを知るものはいない。そして、〝神とは誰なのか〟 ――それは一部の人間しか知りえない事だった。

「――聖軍隊が〝神〟のように敬う人間は誰」

　ライトは核心をつく。ゼロが今まで、聖軍隊の隊員として敬ってきた〝神〟は誰なのか――
「聖軍隊の本部があるアステラ王国の国王陛下、アイル・リザードバーグ様です」
「アステラ王国の、国王様……？」
「アイル様はまだ一二歳の少女ですが、この世にある国々の王の中の王です。聖軍隊は王に仕え、神のごとく崇めています」
　人間の頂点に立つ人間は、余りも若かった――
「なんでそんな子供が…… 大丈夫なの、それ」
「アイル様の両親は、かつてアステラ王国を納めておられた国王と王妃ですが、一二年前の黒い日、ご両親は殺されました」
「誰がそんなひどい事……」
　ゼロは、ライトが知らない黒い日を、知っている。
「悪魔の頂点に君臨する、ルシファーに殺されたのですよ」

　黒い日、悪魔に殺されたアステラ王国の国王と王妃。その悲劇は聖軍隊に入隊すると、嫌と言うほど聞かされる悲しい神話だ――〝神〟が悪魔に殺されたという、神話。〝人〟ではなく〝神〟なのだ。
　一二年前の黒い日、人間が犯した過ちはジーンから聞いた。だがあの日、〝悪魔が人間に何をしたのか〟―― ライトはそれをルシファーから聞いたことはない。
　すぐ後ろには、ルシファーとベルゼブブが歩いている。話は聞こえているはずだが、二人とも声をかけてくることはない。ライトも今は振り向かなかった。
「……もう小屋が見えた。とにかく今は、ベルゼブブにジーンを治してもらわなきゃ」
「そうですね！　……でも自分は、小屋で待つお二人に受け入れてもらえるでしょうか」
「大丈夫だよ、ジーンもイルーナも優しい。お腹も空いたね？　急ごう！」
　ライトはゼロにいつもの優しい顔を向け、今は黒い日に何があったのか、これ以上聞かなかった。少し遠慮気味のゼロの手を引き、優しさに溢れるライトは小屋へと走る。二人は仲のいい友人のように笑い合い、正反対の聖職着に、違和感などなかった。
　ルシファーはライト眺め、足を止める。そして、ベルゼブブも足を止めた。
「人間は恐ろしい生き物だ。あんなに真っ白な心を持っているのに、神を信仰して真っ黒になってしまう」
「〝神〟……それを神と呼んでいるのは人間だけです」
　人間は誰しも真っ白い人間らしい心を持っている。ゼロもそうだ。しかしゼロは聖なる聖軍隊に入隊し、その心を黒く染めた。そしてその黒い心は今日、ライトにより白さを取り戻したのだ。
　ゼロの心を黒くしたのは人間だ。人間が最も慕っている〝神〟の思考が、人間の心を黒くしているのだ。なぜなら人間は、神の言葉を信じてやまないのだから。
「人間は今も神を慕い、同じ事を繰り返す」
「人間が作り上げた神を再び滅ぼそうとする私たちも、同じ事を繰り返しているのでは」
　悪魔は神に背いたかつての天使たち。だが神の黒さを知った天使たちは、神に背いた。神に背き、〝正を貫く為〟神を殺した―― それが、一二年前の黒い日の戦いだ。
「あの日、アイル・リザードバーグを殺さなかったのは俺だ。殺しておけばよかったな。だがもう終わりを迎える。三度目の黒い日は、訪れない」
「次の黒い日には、総力を挙げてアイル・リザードバーグを始末します」

　悪魔はあの黒い日、人間の心を黒くする根源、人間の頂点に君臨する〝神〟であるアステラ王国の国王、リゼルフ・リザードバーグと、王妃であるミイル・リザードバーグを始末した。手を下したのはルシファーだ。
　二叉の矛先を持つ漆黒の槍を構え、その槍で神を突き殺した。それは人間たちが今でも、この世で最も恐ろしい光景として語り継いでいる。

　――人間が敬い、信仰する〝神〟は〝人間〟だ。

　〝全知全能の神〟と言われる者など、この世にはいない。それは人間が作り上げた、ただの理想にすぎない。心が弱い人間たちは、〝幻の神〟を信仰し、国王の言葉を〝神の言葉〟として聞き入れているのだ。
　それは、今現在も。人間はそれに気がついていない。神など、初めから存在していないのに――


　　２


　小屋の中ではきっと、ジーンが痛みに耐え待っている。ライトは逸る気持ちを抑えてドアを開けた。
「ただいま！　ベルゼブブが来てくれたよ！」
　だが目に映ったものは、首を傾げながら温かいスープをジーンに飲ませるイルーナ。瞳はライトを見ていない。白い聖職着を着たゼロを見ていた。
「この人がベルゼブブ？　随分普通なんだね？」
「違うよ、この人は人間だよ？　聖軍隊の隊員で、カカの大人達を連れて行こうとしたけど、でもゼロは……」
　話を聞く前に、イルーナは動いてしまった。これに取り乱したのはゼロだ。
「――ッ！　ちょっとッ！　なんですかこの女の子……」
「聖軍隊が何をしにここに来たの」
　イルーナは弓を構えていたのだ。ドアを開けてからずっとイルーナに目を向けていたライトでさえ、矢を向けるまでの速さに目が追いついていなかった。
「ダメだよイルーナ！　ゼロは悪くないんだよ……」
「どいて。首を一発で仕留める」
「やだ…… ダメだってば……」
　イルーナの綺麗な瞳は、確実にゼロの首に突き刺さっている。ライトは捨て身でゼロの前に立ち、イルーナの視界から獲物を消した。目の前の憎い首に目を細めていたイルーナの視界に入ってきたものは、困ったように笑うライトと、白く美しいルシファーだ。
「あれ……？」
　そしてもう一人、黒い細身の礼服に身を包み、綺麗とは言い難い三対六枚の羽を持つ、美しい黒髪の人。
「私が、ベルゼブブです」
「ベルゼブブ……？　もっと蝿かと思ってたよ……」
「私は蝿ですが、なにか」
「いえ…… いいの……」
　初対面の人に失礼があってはいけない。イルーナが弓を下ろし落ち着きを取り戻すと、ライトは力が抜けたイルーナを優しく支え椅子に座らせた。
　ここでライトの帰りを待つ間、いつ聖軍隊に見つかるかもわからない恐怖を抱えていたのだ。突然現れた見覚えのある白い聖職着の男を前にして、取り乱すのも無理はない。その想いは、ライトも察した。
「ゼロは悪い人じゃないよ。悪い人なら、ルシファーがもう食べちゃってる。ここに一緒に来れたゼロは、悪い人じゃないから大丈夫だよ」
「そっか…… そうだね、ごめんなさい」
「突然だったからびっくりしたんだよね。僕はイルーナがあんなに弓に慣れ親しんでいた事に驚いたけど……」
「弓は狩りで使っていたから。百メートルくらい先の獲物なら確実に仕留められる。自信あるよ」
　尋常じゃない弓の技術。イルーナは悪魔に頼らなくても〝正〟を貫いていける強さを兼ね備えたハイスペックな可愛い女の子。
「……とにかく、早速ベルゼブブにジーンを治してもらおう？」
「うん！　ねぇベルゼブブ、おじいちゃんはこっちだよ、診てあげて」
　イルーナは悪魔を怖がる事もなく、ベルゼブブの腕を掴み、ジーンの側へ連れて行く。とても心が綺麗だという事は、誰が見ても思う事だろう。しかし――
「――イテテテッ！」
　ライトは傷が深いジーンを少し離れて見守っていたが、薬師のイルーナは少々手荒にジーンの傷口をベルゼブブの前に晒した。慣れている。
「どう？　すぐに治るものなの？」
「この程度であればすぐに元に戻ります」
「ホントッ！　すごいッ！　悪魔ってすごいんだねッ！」
「……はい」
　ベルゼブブは少し浮かれた。
　ルシファーに散々こき使われてきてはいたが、褒められた事など今まで全くないのだ。悪魔のいいところを見せるチャンス。ベルゼブブはその能力を存分に発揮した。
「わぁすごい！　手のひらだけで傷を…… あら？　――ッ！　蝿ッ！」
　仕方がない事だった。ジーンの傷を治すためには、大量の殺人蝿に姿を変える必要があるのだ。これにより優しかったイルーナはすぐに離れてしまい、その目はどこか冷たい。結局ベルゼブブは人間の命を救っても、誰からも愛してもらえないのだ。可哀想なベルゼブブ。
　だがベルゼブブはジーンの治療に専念した。誰からも愛される事などないとしても、悪魔は決して嘘はつかない。治すと約束したのなら、必ず治すのだ。
　殺人蝿はジーンの腹部に集まっている。何やら口元を動かし、粘液のようなものを出していた。見るに耐えない。
「あぁ蝿が怖い…… あぁ…… あぁ？　痛くない…… もう痛くないなぁ」
「ジーンがもう治ったのッ！」
　大喜びで駆け寄ったのはライトだ。初めて出会えた自分の理解者が助かったのなら、その喜びは大きなもの。自分の目で傷口を確かめ、ベルゼブブに満面の笑みを向けた。
「すごいじゃないベルゼブブ！　きっとベルゼブブは立派なお医者さんになれるよ！」
「お医者さん……」
「すごいなぁ！　ジーンの目も、アガリアレプトが返してくれればいいのになぁ……」
「……目？　アガリアレプトに喰われたのですか」
「そうだよ？　一二年前の黒い日に、ジーンは何も知らずにこの黒い召喚書を開いてしまったんだ。その代償が目だった」
「目を……。まぁ目、くらいなら作ることもできます」
「目を作れるのッ！」
　信じられない蝿の力。神として崇められてきただけある。
「はい。ですが、私にも〝代償〟を支払っていただきます」
「代償かぁ……腕？　足なの？」
　もともと目がないのだから、足や手の一本くらいどうって事ないとでも思ったのだろう。ライトは簡単に問いただした。
「ジーン・マッカーの目を作る代わりに、ジーン・マッカーに取り憑いて、カカで暮らす事をお許し下さい」
「ジーンに……？」
　ベルゼブブにジーンの目を作ってもらいたければ、それに見合った〝代償〟を支払わなければならない。悪魔を使い欲を満たすのならば、それは絶対に曲げることができない〝契約〟となる。その代償は、ジーンの余生をベルゼブブに捧げる事。
「それはダメ。ジーンは僕が連れて行く」
　ライトはそれを許さなかった。ジーンだけを一人残してここから離れる事などしたくはない。求めていた召喚書を手渡してくれて、一二年前の真実を聞かせてくれたジーンは理解者だ。ライトは優しく慈悲深い。側にいて、守りたいのだ。
　だがジーンは、ライトよりも遥かに優しく慈悲深かった。
「ライト、ありがとう。でもわしはライトと一緒には行かないよ」
「えぇ……どうして？　僕が頼りないから……？」
「そうじゃない。老いぼれは長旅には向いとらん。足がついていかないんだよ。それならわしはここに残る」
「でもそんな事したら聖軍隊に見つかっちゃうじゃない……僕は嫌だよそんなの……自分だけ逃げるなんて……」
「見つかっても大丈夫だ。わしにはベルゼブブがついとる。目も見えるようになる。ベルゼブブに目を作ってもらって、ベルゼブブと一緒にカカで暮らそう。それは、わしの一番の幸せだよ」
　若い二人には迷惑はかけられない。ライトとイルーナに心配をかけず送り出す方法は、一つしかなかったのだ。
　ジーンはベルゼブブに目を作ってもらう事を選び、その代償として、生涯をベルゼブブに捧げる。それが、ジーン・マッカーが選んだ〝正しい道〟だ。
「それで、ジーンが幸せなら……」
「幸せだよ。一番幸せだ。何かあればこれからはベルゼブブが守ってくれる。たくさんの子供たちに囲まれて、その笑顔を見て生きていけるよ」
　ライトは、それはジーンの優しさだと気がついていた。優しいからこそ、自分たちに心配をかけないように笑っているのだと。本当の心情は不安があり、恐怖がある。だがそれを見せないジーンは、強い人だ。
　これからはライトも強い心を持たなければならない。正を貫いて生きるのであれば、迎え撃つ悪への恐怖心や、まだ見ぬ敵に、恐れていては足が進まない。ライトは今日、ジーンから強い心を教えてもらったのだ。
「……わかったよ。ジーンの言う事を聞く」
　ライトはまた少しだけ、目に涙が溜まる。しかし今は、それを堪えた。
「では、目を作りましょうか」
「そうしてくれ。今後ともよろしくね、ベルちゃん」
「ベルちゃん……」
　ベルゼブブはまた少し浮かてしまった。顔には出さないものの、心の中では感じたことのない優しさに触れた事を、大いに喜んだ。
　両手から再び殺人蝿を飛び立たせ、蝿はジーンの窪んだ目に落ち着いた。ジーンの目は、ベルゼブブがジーンの余生と引き換えに、新たに作る。
「――イテテテテテッ！」
　どうやら目を作るという作業には痛みを伴うらしい。誰にもわからないその作業工程を、ライトはベルゼブブに聞いた。
「ジーンは大丈夫なのッ！　何してるの！」
「問題ありません。目を入れる穴を開けるため、皮膚を喰いやぶっているだけです」
「オェ……」
　なんとも痛々しい手術が行われていた。ジーンは目を手に入れる前に死んでしまうのではないか――全員が心配する。
「あぁ痛い痛い……ん？　あら？　見える……目が見える！」
「もう見えるようになったのッ！」
　やり方は荒かったが目はすぐに出来た。ベルゼブブの能力を侮ってはいけない。
「わしの目が見えるぞ！　すごいじゃないかベルゼブブ！　どうやって目を作ったのだ！　天才だ！」
「蝿が目に変わっただけの事。あなたも今後いつでも、その目を蝿に変え操ることができます」
「わしの目が蝿に……」
　余生という代償を支払い、ジーンが手に入れたものは目だけではない。ジーンはベルゼブブと同じように、殺人蝿を操ることが出来るようになったのだ。だが蝿に変えられるのは、ベルゼブブが作り上げた第二の目のみ。とても喜ばしい能力ではなかった。
　心配そうに顔を覗き込むライトとイルーナの顔を初めて見たジーンは、べッドから起き上がると、二人の頬に手を添える。命を救ってくれたのは、悪魔だ。その悪魔を連れてきてくれたのは、胸に悪魔を宿したバケモノ。そして、つきっきりで看病をしてくれたイルーナを眺め、久しぶりに人の優しさに浸った。
「二人ともありがとう。イルーナはこんなに美人だった。ライトもこんなに男前だとは思わなかったよ」
「よかったね！」
「美人だなんて…… ありがとうおじいちゃん」
「さぁ旅の支度を整えなさい。夜が明ける前にはここを離れた方が良さそうだ」
「うん、でもちょっと待って。アガリアレプトを召喚しなきゃ」
　この言葉に首を傾げたジーンとイルーナに対し、ゼロだけが緊張を隠せず顔を強張らせていた。ゼロは今から恐ろしい悪魔に取り憑かれなくてはならないのだ。気が気ではない。
「自分は…… 本当に悪魔に……」
「大丈夫だよ、僕は取り憑かれた事はないけど、きっと楽しいよ」
　ライトの言葉に全くもって根拠はないが、ここまで来てしまったからにはもう後戻りもできない。ゼロはまだ見ぬ悪魔を想い、心臓を抑えた。
「ねぇライト、なんでアガリアレプトをこの人に取り憑かせるの？」
「ゼロはもともと聖軍隊の一員だし、アガリアレプトに取り憑かせて聖軍隊の動きを探るんだよ」
「……でも、この人裏切ったりしない？」
「大丈夫。裏切ったらアガリアレプトに食べられちゃうよ」
　裏切りはゼロに死をもたらす自殺行為。ライトが何の気なしに放った言葉の暴力は、容赦無くゼロの心臓に突き刺さる。ここに来たことを後悔してももう遅い。ライトの手には、黒い召喚書がある。
　指を噛み、血を流したライトを眺めたルシファーとベルゼブブ。二人がアガリアレプトに会うのもあの黒い日以来の事であり、一二年ぶりの再会となる。ルシファーは血を流したライトの手が地に着く前に、声をかけた。
「アガリアレプトに代償を支払うのはゼロだ。覚悟は出来てるか」
「代償？　どういう事？」
「ゼロに取り憑いて欲しければ代償を支払う人間が必要になる。ライトは俺と心臓を交換した悪魔だ。代償は支払えない」
　ライトはルシファーの言葉の意味をすぐに理解した。悪魔に頼みごとをするのなら、代償が必要だ。代償を支払える者が人間であるなら、ルシファーと心臓を交換して悪魔の思考を兼ね備えたライトには支払うことはできない。
　今、この場には三人の人間がいる。だがジーンはすでに生涯をベルゼブブに捧げているのだ。これ以上の代償は支払えない。ならば残ったのは二人。ゼロ、もしくはイルーナが、体の一部を捧げるか、ジーンのように生涯を捧げるのか―― 女の子のイルーナにそんな真似はさせられない。アガリアレプトに代償を支払える人間は、一人しかいないのだ。ゼロしかいない。
　だがゼロには、ゼロの帰りを待つ愛する家族がいるのだ。それを想うライトは、血が流れた手を引いた。思考を凝らし考えるライトの脳裏には、人間の優しさと悪魔の思考が浮かんでいる。

　ゼロに情けをかけるべきか――
　それとも犠牲にするべきか――

「自分は生涯を捧げる覚悟ができています。足でも手でもいい。悪魔に差し出せます」
　――答えは、ゼロ自身が出した。ライトに向けた眼差しは強い。
「もう、家には帰れないかもしれないよ」
「構いません」
「帰れたとしても、ゼロは悪魔の力を授かった人間。子供に嫌われるかもしれない」
「子供が幸せに暮らせる世を作るためなら、それでも構いません」
　我が子のために、ゼロは自らを悪魔に差し出すことを選んだ。闇を手に入れ、聖なる聖軍隊の黒い根源を打ち、子供達には光り輝く道を歩ませたいというその愛情は、愛する家族がいるからこそ生まれるもの。我が子のため、今後この世の全てを担う事になる子供達のため、ゼロの決断に迷いなど一切ない。
　それがゼロ・バルカスが選んだ〝正しい道〟だ。
　想いを受け取ったバケモノは黒い力を得るため、血を握っていてた手を開き地につけた。ライトの隠れ家は闇で覆い尽くされ、その中で浮かび上がる黒い印象は、妖艶であり、美しい。印章を直視するライトに恐怖心があるわけもなく、その顔は、嬉しそうだった。準備は整っている。
「さぁアガリアレプト、バケモノの僕と、交渉しよう――」
　浮かび上がる黒い魔法円は夜の闇に紛れ、この場所にアガリアレプトを差し出した。
「交渉の必要はない。召喚したのなら代償をよこせ。めんどくさい話などごめんだ」
　闇から現れた悪魔は、悪らしくもない銀色の髪を輝かせ、やはり純白の翼がある。ルシファーと同じ黒い聖職着に身を包み、胸には天に足を向けた逆向きの十字架を掲げ、聖なるものを嘲笑っていた。瞳はライトから離れ、すぐにかつての主に向けられる。アガリアレプトの口元は緩み、この再会を心の中で大いに喜んだ。
「代償はこのゼロ・バルカスが支払う。俺に取り憑いて、聖軍隊の内部調査に協力しろ」
　その視界を遮ったのはゼロだ。今は悪魔に再会を喜ぶ暇など与えなかった。
「随分上から目線の生意気な人間だな。してその代償、何を差し出してくる気だ」
「なんでもいい。好きなものを差し出す」
　ゼロの言葉はアガリアレプトの心臓を高鳴らせた。悪魔が最も欲しいもの、それが手に入るのなら、かつての主との再会に等しいほどの喜びがある。
「――なら、心臓をよこせ」
「心臓ッ！　……俺死んじゃうじゃないかッ！」
　ゼロはカッコつけて言ってみただけだったが、それが仇となり大変なことが起きようとしていた。
「死にはしない。その代わり、俺の心臓をお前にやる。断るのなら大人しく喰われろ」
「心臓の…… 交換……？」
　悪魔が最も欲しいもの―― それは人間の心臓だ。
　人間が悪魔と心臓を交換してしまえば、その思考は闇に染まり、人の心は瞬時に失われる。それがどういうことか―― この世に悪魔が増えるということだ。悪魔が人間と契約を結び心臓を交換する目的は数を増やすため。繁殖にすぎない。
　ゼロに与えられた選択肢は、〝死ぬ〟か〝悪魔になる〟か、それしかない。
「無駄死には出来ない…… わかった…… 交換しよう」
「交渉成立だ。よかったな、俺の心臓はきっとうまいぞ」
「オェ……」
　ゼロは悪魔と心臓を交換し、人間を捨てる覚悟を決めざるを得ない。胸を抑える必死のゼロに対し、ライトはこの状況でもうっすらと笑っていた。
「大丈夫だよ、ゼロはきっと悪魔にはなれない。家族思いで優しいからね」
　そしてルシファーも、アガリアレプトを見て笑った。
「気をつけたほうがいい。俺はライトと心臓を交換したが失敗した。きっとライトが優しすぎたんだ。十年かけてやっとここまで悪魔に近づける事が出来たんだぞ。ライトが悪魔になるまで後千年はかかりそうだ」
「失敗……？」
　それはアガリアレプトも知らなかった衝撃の事実。これまで心臓を交換し、その思考を悪魔に変えなかった人間など一人もいなかった。契約の失敗は悪魔にとって最大の恐怖。好きでもない人間とのんびり一緒に暮らすことなど、悪魔にしてみれば拷問でしかないのだ。
　アガリアレプトはゼロと心臓の交換をして契約する事に迷いが生じる。ゼロは人間味に溢れている。今持っている欲と言えば、これからこの世を歩んでいく子供達を幸せに導きたいという最も人間らしい優しさに満ちた欲しかない。心臓を交換するにはとてつもなく気が引ける。
　迷うアガリアレプトに今度はゼロが提案した。
「じゃぁ、目的を果たしたら喰えばいい。この体、全部やる。その代わり確実に任務を遂行しろ」
「あぁ？　随分な覚悟だな…… まぁいい。悪魔は嘘などつかない。ルシファーとベルゼブブがそれを望むのなら、俺はお前に取り憑いて言われた通りにしてやってもいい。事が済んだら、お前を喰う」
　ゼロはアガリアレプトに強い眼差しを返し、アガリアレプトはゼロを上から見下ろした。

　――悪魔と交わした契約は、破ることは出来ない。

　ゼロが〝正しい道〟を歩む為、アガリアレプに支払う代償は〝命〟―― それでもいいと笑うゼロは、この黒い世の中で生を受けた幼い子供達の為〝正〟を貫く事に、後悔など微塵も無い。
　偽りの正を掲げる聖軍隊は、清らかな聖職着に身を包み、悪魔を侍らせる〝裏切り者〟を、見抜けるだろうか――
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　これから、四人の人間と悪魔は、別々の場所に向かう事になる。ライトとイルーナはルシファーと共に旅に出る。行く宛はない。その先に何が待つかもわからない。だが、今は聖軍隊に捕まるわけにはいかない。
　ジーンはベルゼブブと共に、農村カカで村を守る。白い聖職着に身を包むゼロは、アガリアレプトと共に、聖軍隊に戻る事になる。まず小屋を出るのは、ゼロだ。
「ゼロ、一人で戻って大丈夫なの？　……みんなルシファーとベルゼブブが食べちゃったけど……」
「大丈夫です。僕がいる騎士団の団長は優しい方ですから。うまく言い訳をしてみます」
「〝騎士団〟……？　聖軍隊には騎士団があるの？」
「そうです。聖軍隊は一二の騎士団で成り立っています。四つの国を聖なる一二騎士団が見守っているわけですが…… でも、うわべだけかな……」

　この世に国は、四つある。
　ライトとイルーナの生まれ故郷であるエイン、農村カカなど、まだ見ぬ村や町があるこの大地は、〝南の大地エクノ王国〟だ。
　そのくらいはライトも知ってはいたが、聖軍隊が一二もの騎士団から成り立っているという事は初耳だ。
「ゼロがいる騎士団はなんていう騎士団なの？」
「自分が所属しているのは〝聖ユダ騎士団〟です。それぞれの国を三騎士団が管轄しています。このエクノ王国は他にも〝聖タダイ騎士団〟と〝聖シモン騎士団〟が管轄していますよ」
「ゼロがいるのは聖ユダ騎士団か…… ちゃんと覚えておかないと。ゼロがいる騎士団とだけは争いたくない。今度顔を合わす時まで絶対に無事でいてね」
「自分にはアガリアレプトがついてますから大丈夫です。そうだ、旅に役立つもの渡しておきますね。いつか必ず、良い報告をさせていただきます」
　ライトに手渡されたのもは、折りたたまれた一枚の紙。それは今後なくてはならない物だった。
　ゼロの白い聖職着の内側には黒い鎖がある。その鎖は腰に巻かれ、辿った先にいるのは、生意気に笑うアガリアレプトだ。ゼロはもう悪魔から逃れることは出来ない。しかし見方を変えれば、悪魔に守られるという事だ。だからこそライトは、ゼロを笑顔で見送る事が出来た。
「じゃぁゼロ、またいつか、生きて会おうね」
「いつか、必ず。では」
　笑顔で手を重ねた相手は、ついさっき首を飛ばすはずだった男。その男は、もう新しい道を歩んでいる。
　恨んで憎んだ聖軍隊の中にも、正を貫ける綺麗な人間がいる事を、ライトは今日、初めて知った。

「わしももうカカに向かおう。村人はベルゼブブを待っているはずだ」
　ジーンはなぜか首に鎖を繋がれ、ベルゼブブに犬のように扱われている。仲がいいようだ。
「森は暗いから気をつけて」
「おじいちゃん、また会いに行くからね！」
　ベルゼブブも、大好きなルシファーに別れの言葉を。
「ではルシファー、道中お気をつけて」
「お前も糞を喰いすぎるなよ。村人に嫌われる」
「はい」
　別れ際、大きく手を広げてルシファーに体を差し出したベルゼブブは、やはり抱擁はしてもらえず、何も言わずに小屋に戻るルシファーを目に焼き付け、寂しさを抱えながらジーンとともに大好きなカカへ向かった。余りにも切ない。

　出会ってすぐに理解者達を見送ることは寂しい。だが、それぞれの〝正しい道〟が光り輝くよう祈り、ライトとイルーナは小屋へ戻った。先に小屋に戻っていたルシファーは、ライトが持っているものが気になる。それに目を向け、ライトに一つ聞いた。
「ゼロに何をもらったんだ」
「えぇ？　……なんだろうね？　広げてみよう」
　別れ際、ゼロから受け取った一枚の紙。何重にも折りたたまれたそれを広げると、ライトとイルーナは目を輝かせてルシファーに笑顔を返す。それは、この先なくてはならない旅の必需品だったのだ。
「ねぇルシファー、これ地図だったよ！」
「地図か。よかったな」
「うん！　四つの大地に四つの国があることは知ってたけど、僕世界地図なんて初めて見た！ 」
「南の大地〝エノク王国〟はここだぞ。ライトとイルーナが生まれたエインの町はこれだ。それと……」
「なぁに？　……あれ、この場所だけ真っ白だね？　なにがあるの？」
　地図には東西南北四つの大地が書かれている。全ての大地が海に囲まれ、四つに分かれているのだ。その四つの大地に一国づつ国がある。
　南の大地〝エノク王国〟にある、ライトとイルーナの生まれ故郷エインを指していたルシファーの指は、同じ大地の北側へ進む。指が止まった場所はエノク王国が支配する大地の一番北、大陸の終わりにある沿岸だ。しかし地図に表記は何もない。その場所だけ広い範囲に渡り、すっぽりと白いのだ。明らかに、不自然だった。
「そういえば私小さい頃、エノク王国の北の森には闇の国があって、悪魔が住んでるって聞いた事がある。悪い事をすると、そこに連れていかれるって」
「その闇の国は悪魔の国〝ハデス〟だ。ここには悪魔の城がある。その名も〝ハデスの城〟だ。いいだろ、俺の実家だぞ」
「お城ッ！　いいなぁ…… 私もお城に住みたい……」
　エノク王国が支配する南の大地の北の果てには深い闇の森があり、その森の遥か向こう側に、悪魔が住むとされるハデスの城があると言われてはいる。ハデスの城に近づけば悪魔の餌食となり、城を見る前に喰われてしまう。その森に入り、生きて帰って来た人間はいない。それ故、地図のこの場所に何も記載が出来ないのだ。
「ルシファーの故郷だね。十年も帰ってないけど、大丈夫なの？」
「問題ない。俺には〝代行〟がいる」
「代行？」
「俺がいない時に俺の代わりに玉座に座る代行だ。だが気まぐれな奴だから、十年も黙って座っているとは思えないな」
　ルシファーには、ルシファーと同じ力と権力を持つ〝影の代行役〟がいる。代行はあくまで代行であり、普段その姿は悪魔にも人間にも見せない。そしてその存在を知っているのは、ルシファーだけだ。
「なんて人なの？　その人は」
「それはまだ悪魔になりきれないライトにも言えない。内緒」
「えぇ？　じゃぁ会いに行こう！　僕も会いたい」
「行けるのか？　地図ではすぐそこに見えても、ここまでは遠い」
「私も行ってみたい！　北にある闇の森に行くまでいくつかの町や村がある。休みながら行こう？　私ルシファーの事何も知らないし、もっと知りたい」
「僕も……何も知らない。僕も知りたい」
　この十年間、ライトはルシファーから何も聞いていない。どこから来て、今までどうやって生きてきたのか。もちろん一二年前の黒い日に何があったのかも、ライトは一度も聞かされた事はない。ライトも聞かなかったが、今日ゼロと話をして、どうしてもルシファーに聞きたい事があった。
「ねぇルシファー、一二年前の黒い日に、なんでアステラ王国の国王と王妃を殺したの？」

　悪魔はかつて神に仕えた天使たち。天使は神に仕え、神を守り、敬愛する者だ。その神の言葉を人間に伝え、豊かな心を生み、幸せを運ぶもの。
　だがルシファーは神に逆らった。神に背き、神と戦ったという神話のようなものはライトも聞いた事がある。もしも、その神話が真実であれば、ルシファーが憎むべきは、人間ではなく神だ。
　神に背き悪魔となったルシファーは、なぜ人間を殺すのか―― どうしてもそれがわからなかった。

「この世に、神など存在しない」
「神様がいない……？　じゃぁルシファーは誰に背いて悪魔になったの？」
「アステラ王国の国王に背き、追放され、サタンに身を売り悪魔になったのが、俺やベルゼブブ、アガリアレプトもそうだな」
「サタン？　人間はやっぱり、人間を神様だと信じて信仰してたの……？」
「〝してた〟んじゃない。今も〝してる〟んだ。アステラ王国は北の大地にある。国王の城は天空に浮かぶ〝エデン〟だ。人間はそれを見たことはない。そこには王族の人間と、守護天使しかいないからだ」
「天空のお城に…… そんなところに人がいるなんて……… じゃぁルシファーは、そこで国王を守っていた守護天使だったの？」
「そういう事だ。歴代の王たちは皆平和を愛する欲のない王だった。だが次第に欲に溺れ、金や支配を好むようになった」
　それ故、守護天使たちの中で反乱が起きたのだ。欲に溺れた神になど仕える事は出来ない。次第に地上の人間達も欲に浸かり始める。欲に溺れ、優しのかけらも無くなった黒い人間を見過ごす神になど―― 傲慢なルシファーは、それが許せなかった。
　神に背き、天空の城を追い出されたルシファー率いる数多くの天使たちは、この大地の北の森、闇の城にいるサタンに身を売った。人間になど二度と仕えない。悪魔となり、黒い人間たちに対し容赦無く死をもたらした。それを生み出したのは、欲に負けた人間の王であり、神ではない。
　悪魔の力は凄まじく、人間たちは悪魔を恐れ、怯えた。しかし人間は正を掲げ、一二年前、黒い日に悪魔と戦い、この世を人間の物とした。だが悪魔の頂点であるルシファーは今も生きている。討ち取られてはいない。
　あの日、人間が打ち取った悪魔はルシファーではない。黒い召喚書を手にした人間が、この世に君臨しようと悪魔の力を得て打ち取ったのは、闇の魔王であるサタンだ。
　堕天してもなお欲に溺れた人間を許せず、我が物顔で世にはびこる者共を憎み恨んだ堕天使たち。それでもサタンは、堕天使の美しい姿を残し受け入れた、父のような存在だ。サタンの敗北は、ルシファーを憤怒させた。目の前で仲間の力を利用された怒り、同じ人間を騙し、欲望に溺れる人間への恨み、それを抱え、目の前で争う悪魔と人間を通り越し、ルシファーは一人黒い槍を掲げ、天空の城エデンに舞い降りた。
「でも王女は生きてる…… アイル・リザードバーグが王女だってゼロが言ってたよ……？　今は国王ってことでしょ？」
「アイル・リザードバーグは、あの黒い日に産まれたんだ。俺はあの日、産まれたばかりのアイル・リザードバーグを殺す事を躊躇った。それがこのザマだ」
　アステラ王国の現国王は、ルシファーが殺した当時の国王と王妃の娘、アイル・リザードバーグ、一二歳。アイルはあの黒い日に産まれた少女だ。心を黒く染めたルシファーは、それでも産まれたばかりのアイルに人間の世を託したのだ。
　かつて仕えた、欲のない純白の心を持った国王となるよう願いを込めた――だが、今の世はやはり黒い。
「一二歳で、聖軍隊の一二騎士団をまとめて、四つの国の頂点になれるなんて……」
「アイルは一人じゃない。アステラ王国は今も、三騎士団が守っている。そしてエデンにいるアイルは守護天使に守られている」
「守護天使？　今も、天使が〝神〟に仕えてる……」
「その守護天使は四大天使の一人、〝ミカエル〟だ。俺が最も嫌いな金髪のロン毛」
「金髪のロン毛が……」
　昔も今もそれは変わっていない。ルシファーもよく知っていた。

　聖軍隊は今も一二の騎士団から成り立ち、各地に点在している。その頂点にいるのがアステラ王国の現国王、アイル・リザードバーグだ。
　アイルには守護天使ミカエルが仕えている。そして聖軍隊の一二騎士団それぞれの騎士団長も、守護天使に守られている。
　人間は神のごとくこの世に君臨し、天使に守られこの世の〝悪〟を排除しようとしているのだ。それは何の為か――

　――この世の全てを、人間が支配する為だ。

　ひれ伏す人間と天使だけが生き残れる黒い時代、人間は目的を果たすために手段を選ばない。それが過ちだと気がついているのは、皮肉にも悪魔となったかつての天使たちと、その悪魔に身を売った数少ない人間だけだ。
　黒い世の中を生み出す根源は現在、一二歳のアイル・リザードバーグ。ルシファーがそれを殺しに行く日が、二回目の黒い日となる。

　サタン亡き後、悪魔の頂点に君臨したルシファーと心臓を交換し契約を結んだにもかかわらず、人の心を残したライトはルシファーを知り、笑った。横ではイルーナも優しい笑顔を向けている。
「殺す以外にいい方法があるかもしれないよ。僕が一緒に、それを見つけてあげるからね。旅をして、一緒に答えを探そう」
「私も一緒に探すよ。この世にはまだ、正を貫く人間がいるかもしれない。悪魔と共存している人もいるかもしれない。探そう」
　ライトは、正を貫いて悪魔となったルシファーを抱きしめて、イルーナは白く美しい堕天使の手を握った。

　三人はこれから、この黒い世の中を歩き、神と向き合わなければならない――
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「――ライトもう起きろ」
「――ん〜？　まだ眠たい……」
　旅に出る前の深い休息は、ルシファーの綺麗な声で終わりを迎えた。その声は耳もとで囁かれ、とても優しい綺麗な声。ライトはいつも眠っているベッドをイルーナに譲り、今日は屋根裏にあるルシファーのベッドで、二人一緒に眠ったのだ。
「ん〜、……ん？」
　白く美しい顔は、あろうことか目を開けるとすぐそに迫っている。ライトは思わず眠い目を見開いて、心臓はルシファーの胸の中で高鳴ってしまう。
「なんで俺でドキドキする必要がある。ドキドキするのはイルーナだけにしろ」
「近いから…… ビックリしただけ……」
　少しだけ顔を赤くしたライトを起き上がらせ、ルシファーは向かい合わせになりライトの白い髪を整える。優しく髪を梳かしてくれるルシファーは、どこか嬉しそうに笑っていた。
「なんで笑うの？」
「随分俺に似てきたからだ」
「僕の髪型はルシファーと同じ髪型だもんね。僕好きだよルシファーの髪。だから同じようにしてる」
「俺もお気に入りだ」
　ルシファーのブロンドの髪は肩まであり、綺麗に揃えられている。前髪は目の上で揃え、ライトはその綺麗な髪が大好きだった。心臓を交換して十年、長さこそ違うものの、二人は同じような髪型を貫き、変えたことは一度もない。
「僕はもうお父さんとお母さんより長くルシファーに育ててもらってるからね、似ちゃうんだよ、きっと」
「産んではいないが育ての親は間違いなく俺だな」
　――人間であるライトを七歳の頃から十年間慈しみ育ててきたのは、悪魔の頂点に君臨するルシファーだ。両親と過ごした五年間よりも、黒い日が終わってから一人で過ごした二年間よりも、その後ルシファーと心臓を交換して一緒に過ごした十年間の方が遥かに長い。似てしまうのは当然と言えるのかもしれない。
「――あ、ライト起きた？　そろそろここを出るよ」
「うん、日が昇る前に出なきゃね。聖軍隊はきっと僕たちを探してる」
　屋根裏から降りてきたライトとルシファーの目に映ったものは、弓の手入れをするイルーナだ。しっかり者のイルーナは、既に旅に出る準備は整っている。
　ライトが最初に目指す場所は、このエノク王国の北、ルシファーの故郷である悪魔の国〝ハデス〟だ。ゼロから受け取った地図を広げたライトの指は、生まれ故郷であるエインを指す。そしてその指は北に進み、一つの町で止まった。
「ここは……〝エフェソス〟だね？　まずはここに行くの？」
「うん、ルシファーの故郷はハデスだけど遠いから、まずは通り道にあるエフェソスに行こう。大きな町って聞いたことがあるし、悪魔もいるかもしれない」
「そうだね！　私たちも沢山仲間を見つけなきゃ！」
　味方になるのは命をかけて正を貫く人間と、悪魔だ。聖軍隊と顔を合わせる前に、この黒い世の中で正を貫いて生きる者と出会いたい。
　旅の目的が明確になったライトは地図を折りたたみ、懐中時計を首にぶら下げる。蓋を開けたライトは時計を眺め、呟いた。
「お父さんとお母さんも一緒に行こう。きっとこの世の中にはまだ、いい人間がいるんだよ」
　見ているのは文字盤ではない。そこには優しく笑うライトの両親がいたのだ。手には黒い召喚書を持ち、腰には細長い聖剣を下げる。
　黒い聖職着の祓魔師エクソシストは今日、小さな小屋を出て、旅に出た。


　暗い森を歩くのは黒い聖職着のライトと、白い聖職着のイルーナ。ルシファーは三対六枚の純白の翼を広げ、はるか上空を優雅に羽ばたいていた。
「いいなぁルシファーは、飛べるんだもん」
「私たちは人間だもん仕方ないよ。もしかしたらライトもこれから翼が生えてくるかもしれないよ？」
「えぇ？　まさか…… でも、僕が本当の悪魔になっちゃったらどうする？」
「う〜ん、少し怖いけど……でもルシファーみたいな綺麗な悪魔なら素敵だよ？」
「素敵…… そう？」
「うん！　好きだよ、素敵な悪魔は」
「好き……」
　今一番素敵なのは、イルーナの可愛い笑顔だ。ライトの心臓は、ルシファーの胸に中で、また少しだけドキドキした。

　夜が明ける前であれば、聖軍隊も森は歩かない。人間は闇を恐れ、暗い森になど決して入ることはないのだ。悪魔を連れて堂々と歩けるのは夜、ライトはそう確信していた。だからこそ、女の子のイルーナを連れて仲良く話しをしながら歩けていた。

「あぁ―― 育ち盛りの人間が、二人――」

　しかし深い闇の中、無防備に歩く人間を待っているのは、黒い人間だけではない。
「――誰」
　ライトは足を止め、聖剣に手をかけた。イルーナもライトの背中に身を隠し、弓を構える。声の主にこちらの姿が見えている事はその言葉を聞いてよくわかる。しかしライトとイルーナの瞳には、その姿が見えていない。
「ライト、あそこの茂みの奥だよ。何かいる」
「うん、僕が見てくる。イルーナはここで待ってて」
　ライトとイルーナから笑顔は消える。闇に紛れているものが何者なのか、全く正体がわからないからだ。黒いこの世の中、欲に溺れた人間には盗みを働く者も多くいる。まだ若い二人は、強欲に身を売った人間にとって恰好の獲物でしかないのだ。
　ライトは慎重に間合いを詰める。声の主がいるであろう茂みまで、後少し――

「自分から来てくれるなんてバカだ」
「俺は目を喰うからな。目は喰うなよ」
「俺は足がいい。手でもいいなぁ」
「女は俺が喰う。全部喰う」
「下品だな」

（五人？　人間じゃない――)
　闇を好む者たちだと気がつき、聖剣を鞘から抜こうとした―― しかしライトは気が付くのが遅かった。
「ライトッ！」
　イルーナの視界からライトは消えた。正確に言うと見えなくなった。今視界に入っているのは、闇の色に染めた翼を持つ、悪魔だ。
「なんなのこれ…… まるで絵本に出てくる悪魔じゃない……」
　その姿はルシファーのように美しくはない。ヤギのような角があり、細長い尾も見える。天使の名残など微塵も感じさせない、コウモリのような翼を持つ、絵本に出てくるような悪魔の姿。
　イルーナの前に現れた悪魔は三体。前方には蛇を握りヤギの顔を持つ悪魔、右後方には一二もの顔を持つ恐ろしいほど気持ちが悪い悪魔、左後方には美しい美少年の姿をしているにもかかわらず、角と尾と翼が美しさを台無しにしている可哀想な悪魔。どの悪魔も見れば見る程人間離れしすぎている。
　正面にいる蛇を握った悪魔の後ろには、ライトに馬乗りになる悪魔の姿が見えた。
「ライト！　大丈夫！」
「う〜ん大丈夫…… 何こいつ気持ち悪いよ……」
　悪魔の心臓を秘めたバケモノに馬乗りになる悪魔は、全長ニメートル程もある朱色の五芒星だ。全裸の星が乗っている。
「俺を気持ち悪いと言ったな！　人間のくせに！」
「星が喋ったよ、イルーナ！」
　星ではない。悪魔なのだ。
　イルーナは素早く弓を構え、ライトにまたがる星に一本の矢を放った。美しく放たれた矢は狙い通り、確実に星の頭部を撃ち抜いた。
「――イッタッ！」
　驚いた星は倒れこみ、自らの力では立ち上がれない。――星だからだ。
　解放されたライトは瞬時に聖剣を抜いた。イルーナがライトを見た時には、聖剣が星の首と思われる部位を捉えていた。だが目を向けた事がまずかった。ライトが悪魔一体の首を捉えたとしても、三体の悪魔は自由の身。イルーナは悪魔に囲まれている―― 三対一、確実に逃げる手段は無い。
「ちょっと！　近寄らないでよッ！　この矢は聖水に浸した特別な矢なんだから！　刺さったら悪魔だって痛いよッ！」
「随分生意気な女だ。自分が今から喰われる事を分かってないんだな」
　弓を構えるイルーナに一歩近づいた者は、蛇を握りヤギの顔を持つ悪魔。破れた黒い聖職着に身を包み、その胸には逆向きの十字架がかろうじてぶら下がっている。近づく悪魔に向け、イルーナは果敢にも弓を引く。
「もう！　痛くて泣いたって知らないんだから！」
　そして躊躇いなく目の前の悪魔に矢を放った。
「――イテーーッ！　頭に刺さったーッ！　ダンタリアン助けてーッ！」
「大丈夫かアンドロマリウス！　かなり深く刺ささってるぞ！　こんな至近距離からおでこに矢を放つなんてひどい女だッ！」
「だから来ないでって言ったじゃない！　あんたも頭に矢を刺されたいのッ！　気持ち悪ッ！　なんでそんなに沢山顔があるのッ！」
「なんだこの女は！　人間のくせに悪魔の容姿に文句をつけるなッ！」
　アンドロマリウスという蛇を握った悪魔を介抱したのは、一二の顔を持つ黒い聖職着の悪魔、ダンタリアンだ。手には本を持ち、いつくかの顔は、この期に及んでも本に釘付けになっている。
　イルーナは仲間を心配するダンタリアンにも容赦無く矢を放った。
「――あれ…… 受け止めた」
　相手は悪魔だ。同じ手は何度も食らってはくれない。放たれた矢は受け止められ、あとうことかイルーナの綺麗な顔に向かって放たれた。
「イルーナ！」

　ライトはイルーナの頬から流れる赤い血を見た―― その光景は、ライトの中の心臓を揺らした。ドクン―― 一度だけ、大きく脈を打つ。

　悪魔の首に当てられた聖剣は次第に輝きを失い、漆黒の聖剣へと姿を変える。澄んだ瞳は、闇の色に染められた。悪魔は目の前の人間に違和感を感じる―― その黒い目には、人間味など帯びてはいない。
「なんだお前…… 人間じゃないのかッ！」
　人間ではない――
「僕は人間でも悪魔でもない。誰も殺したくはないけど、イルーナの顔に傷をつけたなら――」
　感情の高ぶりは、優雅に夜空の散歩を楽しんでいたルシファーの中にある心臓が知られせてくれた。ライトの心臓は今、ルシファーの中で高鳴っている。
「なんだ？　なんかあったか？」
　輝く星から森に目線を移したルシファーが見たものは、闇の聖剣を掲げるライトと、悪魔に囲まれたイルーナだ。それでも笑みを浮かべ、ゆっくりと地を目指して羽ばたいた堕天使は、木の枝に腰を下ろし、そこからバケモノの勇姿を見守る。
「ライトは剣の扱い方を知ってるのか？」
　ルシファーはライトに剣を持たせた事はない。それを見るのも、初めての事だった。

「――何を躊躇う。人間などさっさと喰い殺せ」
　まだ姿を見せていない悪魔が一体。言葉を聞く限り他四体の悪魔よりも上位なのだろう。　
「こ、こいつ人間じゃなかった！　悪――」
　その言葉は吐かせなかった。ライトはまだ、悪魔ではない。悪魔と契約を結んでも、人の心を失う事が出来なかった人間のバケモノだ。だがその心臓は確かに、悪魔のもの。
　――ライトの思考は今、悪魔だ。

　闇の聖剣は側にいた星の口内を貫いた。言葉など出させない。その邪悪な声帯は、ライトにより潰された。
「へぇ、少し悪魔らしくなってきた」
　ルシファーはライトを木の枝から優しく見守っているが、姿を現した悪魔を目にすると、少し目を細めた。
「ベリアルか？　ライトはあいつに勝てるかな」
　ベリアル―― その悪魔だけは美しかった。二枚の翼は純白であり、シワのない黒い聖職着もルシファーと同様に見える。金髪の髪は短いが、緩やかに風になびいていた。唯一、天使の名残が感じられる、美しい堕天使だ。
　その美しい悪魔が構えるものは、黒炎に包まれた大剣。ライトの聖剣の倍以上もの大きさがある。ライトは左手に闇の聖剣を持ち、右手には黒い召喚書を携えている。悪魔の目は、まずは召喚書を捉えた。
「その召喚書、どうした」
「教える必要はない。僕は礼儀を知らない悪魔は好きじゃない」
　人間と悪魔―― 対立しているものどおし、礼儀など必要ない。お互いを見下して生きているこの世の中で、ライトの言葉を聞いて頭に血が上らない悪魔などいるはずがなかった。ベリアルの美しい顔は変わらない。だが燃え滾る苛立ちは、振り下ろされた暗黒の大剣にすべて託された。
「人間ごときが生意気を言うな」
「――綺麗じゃないね。とても天使だったとは思えない汚れた心を持ってる。これじゃぁ、薄汚れた人間と同じだ」
「なに？」
　ライトは恨みがこもった暗黒の大剣をかろうじて受け止めている。母親の形見の聖剣は闇の色に染まり、耐えていた。まだ言葉を返す余裕もある。ベリアルの大剣に纏う黒い炎は、夜の闇にかき消され直視する事は出来ない。だが焼けるような熱は受け止めた聖剣から感じ取れる。
「ライト！　剣を払って！」
　ベリアルの影になり、イルーナからライトの表情ははっきりと目視出来ない。しかし大剣を堪えるライトの足が、徐々に地面に沈む様はよく見えた。ライトはベリアルの巨大な力を支えてはいるが、負荷に耐えられていないのは、地面の方だったのだ。このまま沈み続ければ、ライトは身動きが取れない。べリアルはそこまでライトを追い詰めても、闇の大剣に力を込め続ける。生かしておこうとなど、微塵も頭にない。
「この期に及んでまだ召喚書を手放さない気か」
「死んでも離したりはしない。この聖剣は汚れた悪魔になんて屈しないからね。片手でだって大丈夫だよ」

　人間ごときに恨みを込めた一撃を、片手で受け止められた―― それはべリアルの苛立ちをさらに暴走させた。相手は人間ではなく、悪魔の力を持つバケモノだと、まだ気が付いていなかった。

「もう喰えなくてもいい。殺してやる――」
　べリアルの大剣はさらに重みを増す。ライトもさすがに言葉を返す余裕はなくなった。
　必死のライトを見て笑ったルシファーは、静かに翼を広げ、枝を離れた。
「やっぱりこれが今の精一杯か、ライトはまだまだ戦えない」
　向かう先は、愛しい我が子の元。

　黒い炎に包まれた大剣にベリアルは容赦無く力を乗せる。ライトの左手も痺れてくる――黒い炎が熱い。黒炎の熱に負けたライトは、思わず目を閉じてしまった。それによりさらにベリアルの怒りを買った。
「まともな戦い方も知らないのか。相手を視界から消すなんて―― 見下されてるみたいだな俺は」
　その行為一つが命取りとなる。人間にも悪魔にも優しく慈悲深いライトは、人間とも悪魔とも争ったことなど無かった。戦い方など、知らない。
　ベリアルは無力な人間の死を目前にして、優雅に口元を緩める―― だがライトは、悪魔を侍らせる方法を知っていた。たった一つの、最もずるい方法を――

「――僕が死んだら、ルシファーも死ぬんだよ」

　天から美しい堕天使が舞い降りる事は、ライトの胸にある心臓が伝えている。

「まさか――」

　それはベリアルが最も待ち望んでいた再会―― 目の前にゆっくりと舞い降りた者は、ライトを見て笑う、美しい堕天使。不測の事態はベリアルの思考を止めた。
　闇の聖剣を盾にするライトを純白の翼で包み込み、ルシファーは懐かしい黒炎を纏うベリアルの大剣を手のひらで支える。灼熱の黒炎は、ルシファーの前では無力―― 細い指で闇の大剣を撫で、美しい唇を近づけると、小さな息を吹きかける。
　――黒い炎は、消えた。
「ベリアル、ライトには剣を向けるな。ライトは戦い方を知らない」
「ライト……？　人間を庇うのですか……」
「ライトが人間に見えるか？　ライトの中には俺の心臓がある。俺を殺す気か」
「心臓が――」
　それなのに悪魔になれなかったライトは、愚かであり、醜い。ベリアルは大剣を鞘に収め、ルシファーの翼に包まれるライトを直視する。無表情を貫き、ルシファーに寄り添うその顔は、ルシファーとよく似ていた。
　イルーナもルシファーを見ると走り出し、しがみつく。少しだけ目を潤ませるイルーナも、美しい翼に包み込まれた。
「イルーナはライトより根性がある。あっちの悪魔はみんな随分顔に矢が刺さってるぞ」
「だって怖かったから…… 気持ち悪かったんだもん……」
「上出来だ」
　イルーナを取り囲んだ悪魔たちは、各自三本づつ矢を刺され、ルシファーの姿を呆然と眺めていた。イルーナにしてみれば、見たこともない恐ろしい悪魔なのだ。その姿は余りにも人間離れしている。怖かったに違いない。それでも必死に立ち続け、矢を放ったイルーナの髪を、ルシファーは優しく撫でた。
　悪魔は顔に矢を刺された位では死なない。だがもともと醜い姿を授かった上に、顔に矢が突き刺さっている悪魔が三体もいるのだ。余りにも酷い光景であった。
「こんなしょうもない悪魔を連れて人間を狩る様になるなんて、ベリアルは落ちぶれたな。なんなんだあの気持ち悪い奴らは」
　ルシファーも見に覚えが無い程気味が悪い。
「彼らはかつて、黒い日に共に戦った同士です。覚えていませんか」
「知る由も無い」
　全く記憶に残っていなかった。酷い。だがそれには理由がある。

　この世にいる天使に位階があるのなら、悪魔にもそれなりの権力構造がある。悪魔の国ハデスには、悪魔三体の権力者が存在する。
　悪魔の頂点に君臨するルシファーは最高権力者だ。そして天使時代、ルシファーと同じく天使の最上位である〝熾天使してんし〟であったベルゼブブは、蝿ではあるがルシファーに次ぐ権力者だ。そしてもう一人、〝アスタロト〟という悪魔を含め、上位三体がハデスの主力権力者となっている。
　ベルゼブブとアスタロトの配下には数多くの悪魔を従える〝上位六柱〟と呼ばれる六体の悪魔が存在する。その中の一柱が、アガリアレプトだ。
　ベリアルは上位六柱にも満たない悪魔。気持ちが悪い姿をした悪魔たちは、さらに下の悪魔だ。ルシファーも気にかけないほど下なのだ。だがこれほどの下っ端であっても、人間には持ち合わせない恐ろしい力を持っている。ベルゼブブやアガリアレプトが持つその力は、想像を絶する。

　ライトは手に持っていた召喚書を開いた。そこには新しくベリアルのページが出来ている。印章は、しっかりと刻み込まていた。
「ルシファー見て！　他の悪魔も召喚できるみたいだよ！」
「なんだ、矢が刺さった雑魚どもか？」
「うん！　そして僕が口に聖剣を刺してしまったこの星の悪魔！」
「召喚する日が来るといいな」
「来ないかもしれないね！」
　矢が刺さり、口が裂けた悪魔の心は深く傷ついた。
　ライトが新たに召喚できる様になった悪魔は、蛇を携えた悪魔〝アンドロマリウス〟一二の顔を持つ悪魔〝ダンタリアン〟そしてライトに聖剣を刺された五芒星の悪魔〝デカラビア〟もう一人、ずっと黙って静かに立ち尽くしている、おしい美少年風悪魔〝セーレ〟。もちろん、美しい純白の翼を持つ〝ベリアル〟もだ。
「ルシファー、下っ端の悪魔はみんなこんなに醜いの？」
「そういう事を本人の前で言うなよ。でも大体こいつらの様なブサイクだ」
「そっか……ただでさえ気持ち悪いのに。刺さった矢を取ってあげようか」
　ライトは優しい。言葉の暴力は気味の悪い悪魔の心を傷つけたが、顔に突き刺さった矢を取ってあげた。悪魔たちも少しだけ嬉しそう。最後の一本を取ってもらう者は、最初に矢を放たれたアンドロマリウスだ。可哀想なことに、目に突き刺さっていた。
「ちょっと大丈夫？　目は治るの？」
「あぁ大丈夫だ。矢を抜いて三日くらい放っておけば再生する」
　信じられない自然治癒力。容姿は治癒出来なかったのだろうか。
「そう？　じゃぁ抜くよ、ってあれ…… なかなか抜けないなぁ〜…… えいッ！」
「――ッ！　あーッ！　目がイテぇよッ！」
「えぇッ！　ルシファー！　目が取れちゃったー！」
　ライトは矢を抜くついでに、アンドロマリウスの目を取ってしまった。目の前では目を抑えたアンドロマリウスが悶え苦しんでいる。実に酷い。
「何をしてるんだ。貸せ」
　仕方なくルシファーが矢から目玉を抜き、アンドロマリウスに押し込んでくれた。荒治療にも程がある。
「あー痛かったなぁ…… ビックリした……」
「ごめんね？　後でイルーナに薬をもらったらいいよ？」
「あいつが矢をぶち込んだんだ！　毒を盛られるだろ！　今度こそ殺される！」
「あぁ興奮しないで…… 気持ち悪いのに……」
　旅に出て間も無く出会った悪魔たちは人間を嫌う者。だが今はもうルシファーと心臓を交換したライトに楯突く者はいない。召喚書に印章が増えたという事は、仲間が増えたという事だ。ルシファーは嬉しそうに召喚書を眺めるライトを見て、笑う。まるで友達が増えた様だと、胸の中の心臓が伝えていた。

　十年も前、ルシファーはこんな顔で笑っていただろうか―― 再来を待ち望んでいたベリアルは、この世に産まれたバケモノに目を向けて、ルシファーに声をかけた。
「この先、旅を続けるのなら剣の使い方を仕込まれた方が良いのでは」
「ベリアルが教えてやれ。エデンで皆に剣を教えてただろ」
「わかりました。そちらの女にもですか」
「イルーナはライトより根性がある。これ以上強くなったらいつまでも嫁にいけない。人間とはそういうものだ、やめておけ」
「わかりました」

　港町エフェソスは森を抜ければすぐそこだ。ライトとイルーナは汚れた聖職着を払い、再び歩き始める。
　ルシファーとベリアルは空から二人を見守り、気味の悪い悪魔たちは、手を振って見送った。
　ライトには今日、新しい友達が出来た。
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　森の終わりが見えてきた頃になると、もう夜明けだ。風は潮の香りを運び、まだ見ぬ町の情景を思い浮かべたライトとイルーナは、森の出口向かい走った。まだ、海を見たことがなかったのだ。
　空を舞うルシファーとベリアルには、これから足を踏み入れるエフェソスの町が見えている。沿岸に広がるこの町には、様々な物資が各地から届くため、大型船が何隻も停泊出来る大きな船着場がある。その為か、町が多くの人間で溢れかえる様子は、遠目からでも一目瞭然だ。
「ねぇライト、出来れば町で一泊したいの。薬を売って金貨に変えたいから」
「そうだね、じゃぁ僕は悪魔祓いでもして金貨をもらおうかな。悪魔がいればいいけど」
　ライトは空を見上げてルシファーを呼ぶ。舞い降りたルシファーは、カラスに姿を変えライトの肩で羽を休めた。町に入る前に、当然ベリアルも姿を変えなくてはならない。しかしベリアルはそれを躊躇っているようだ。
「どうしたの？　ベリアルはカラスにならないの？」
「俺はカラスにはなれない」
「ベリアルはなんの姿になっちゃうの？」
　俯くベリアルの口から出た言葉、それは意外なものだった。
「俺が姿を変えられるものは…… 小さくて可愛い…… モフモフの黒いウサギだ……」
　少し照れながら小さな声で呟いたベリアル。悪魔たる者、可愛らしいモフモフウサギにしかなれないなど、恥でしかない。極端に元気が無くなった。
　しかしこれに満面の笑みを見せたのはイルーナだ。
「小さなウサギ？　ねぇ早く見たい！　姿を変えてよ！」
「えぇ……」
　この手の動物は女の子からの支持率が高い。ベリアルはもう何十年もそれを知らずに、恥を忍んで生きてきた。イルーナの満面の笑みは可愛い。元気が出る。活力だ。
　見かけによらずナイーブな一面があるのか、反応が気になるベリアルは少し遠慮がちに遠く離れ、ひっそりと茂みの中でモフモフの黒いウサギに姿を変えた。イルーナが茂みをかき分けると、そこには手のひらに収まるほど小さい、丸目が可愛いモフモフの黒ウサギがいた。
「はぁ……カワイィ！」
「僕にも見せて！」
　イルーナは頷き、小さな黒ウサギに姿を変えたベリアルを、優しく手のひらに乗せた。大切に胸の前で包み込みと、ライトの前に差し出す。
「わぁ本当だ、カワイィねぇ！　おいで〜」
　――プイッ！
「あぁ！　なに？　イルーナにしか懐かない気？」
　――プイッ！
「……全然可愛くないよ。捨てていこう」
　――ッ！
　ライトの慈悲深さは消えた。
「ダメだよね、捨てるだなんて。私の肩に乗って一緒にお薬を売ろうね？」
（は〜い）
　イルーナには心の中できちんと返事を返し、肩に乗ると頬にスリスリしたベリアル。ベルゼブブ同様、今まで知らなかったもの知ったのだ。ライトとルシファーは様子がおかしいベリアルを横目に、港町エフェソスに足を踏み入れた。

　見渡す限り、見たことのない人の群れ。石を積まれて建てられた家や店は、どれも壁が色鮮やかに塗られている。故郷であるエインも大きな町ではあったが、港町エフェソスはエインとは比べ物にならない程栄えている海の町だ。景観にも気を使っているのだろう。
　行き交う人々も、ここではお洒落に気を使い、聖職着を着ているライトとイルーナは逆に目立ってしまうほど。物流が多いこの町ならではの光景に、どこかソワソワしていた。 
　どこに行っても、美しい水路が目に入るこの町。人々の移動手段は足と舟だ。決して大きくはない舟を使い、器用に水路脇にある店で買い物をしているように見える。
　しばらく水路を眺めながら歩いていると、大きな教会を目にした。向かい側には宿もある。
「あの宿に泊まろう。教会の前では人間も悪魔もきっと悪さをしないだろうから」
「そうだね、じゃぁ私はベリアルと薬を売りに行くから、ライトはルシファーと悪魔祓いの仕事を探して？」
「大丈夫？　町には悪い人間もいるかもしれないよ？　ベリアルは姿を変えられないし……」
「平気だよ、離れたところにはいかないし」
「……そう？」
「ルシファーの羽もあるよ、じゃぁ、行ってきます！」
　イルーナはベリアルを肩に乗せ、人で溢れる港に向かった。少しだけ不安を抱えながら見送ったライトは、イルーナの後ろ姿が見えなくなると宿に向かう。 

「いらっしゃい、お泊まりですか？」
「はい、二部屋空いてますか？」
「ごめんなさい、今は一部屋しか空いていないの。でも、ベッドは二つある部屋ですよ」
「一つの部屋にベッドが二つ……まぁいっか、お願いします」
「ありがとう。食事はお部屋に運びますから」
「じゃぁ四人分お願いします……あれ？」
　うっかり悪魔の分まで食事をお願いするほど、ライトにとって悪魔は普通の存在だ。しかし宿のカウンターに立つ女性は首を傾げて笑っている。その目は、ライトの肩の上にいるカラスに向けられていた。
「あ、食事は…… 僕食いしん坊だから……」
　どう見てもガリガリに痩せている。
「ふふ、大丈夫ですよ。カラス君の分ね？　カラス君は生肉が良さそうですね」
「えぇ？　うん、生肉が好きですが……」
　カラスは雑食と言われてはいる。だが生肉を好むとは想像しにくい。 
(――バレた？)
　悪魔が姿を変えて人間の世に紛れている事は、皆よく知っている。それを察し、聖軍隊の耳に入るような事があれば面倒な事になる。考え込むライトをよそに、カウンターに立つ女性は笑っていた。その目は依然、ルシファーから離れてはいない。
「あのこれ…… 何に見えますか？」
「カラスですよね？　ふふ」
「そう、よかった…… カラスです」
「素敵なカラス君ですね？　では、お部屋にどうぞ、ふふ」
「はい……」
　ライトは目線を下に向け、笑う女性から目を逸らした。カウンターから出た女性は白い聖職着に身を包み、下に向いていたライトの目には上着の裾が映っていた。
（あれ……？）
　ライトはその白い聖職着に見覚えがある。ゆっくりと目線を上に上げると、腰にぶら下がる聖剣が目に入った。胸を押さえたライトの目が、正面に戻る――

「――お母さん」

　それは一二年前、黒い日に聖軍隊の祓魔師エクソシストが着ていた聖職着だ。今、イルーナが着ているライトの母親の聖職着と全く同じもの。後ろ姿は、一二年前泣きながら最後に見た母親を思い出させた。
　長く綺麗な褐色の髪も、優しい背中も、か細い体つきも―― 胸が締め付けられた。
　ライトは胸に手を当てたまま動かない。黙って母親の面影を目に焼き付けて、一二年ぶりの再会を懐かしんだのだ。

　死んでしまった者には、会いたくても会えない。
　どれほど愛していても、二度とその姿を見ることは出来ない。
　ならば偽りでもその面影を感じられるのなら、ひととき、夢を見たい―― それが最愛の母親なら尚の事。

「――母さん、俺がお客さんを部屋に連れて行くよ」
「じゃぁお願いしようかな」

　――我に返った。
　宿の店主の女性には息子がいるのだろう。ライトの目は、母親の背中から息子と思われる男に向いた。若く、背が高い。二人は顔も良く似ていた。
「ねぇルファー、息子さんは僕と同じ歳くらいかな」
「そうだな、俺にもそう見える」
「僕のお母さんも生きてたら、今はあんな感じだったんだね」
「そんなわけないだろ」
「えぇ？」
　意外な言葉が返ってきた。
　母親に笑顔を向けている息子は、ライトと同じ歳ほどの青年だ。そうであれば、母親もライトの母親と同じ歳ほどであろうと想像できる。だが、その解釈は正解のようであり、間違っている。
「ライトと同じ歳ほどの息子がいるのなら、あんなに若くない。あの母親は、一二年前のライトの母親のようなんだろ」
「一二年前…… そうだ、僕が最後に見たお母さんと同じ……」
「人間は天使でも悪魔でもない。一二年間変わらずにその姿を保つことは出来ない」

　息子は成長している――
　だが母親は、時が止まっているのではないだろうか――

「さぁ、部屋はこっちですよ」
　肩に乗せていたルシファーと顔を見合わせていたライトは、宿の店主の息子に声をかけられ目を向ける。にこやかに迎え入れてくれる青年は、やはり宿の店主によく似ていた。
「うちは部屋数も少ないから、まぁのんびりしてくださいね」
　教会に見守れるように建つこの宿は、確かに小さな宿だった。二階に案内されるライトが目にした四つのドア。客室と見て間違いないだろう。上に続く階段がないとすると、客室は四部屋のみだ。案内された部屋は、階段から一番遠い角部屋だった。
「どうぞ、ゆっくり休んで下さいね。申し遅れましたが、俺はイル・レイガン。何かあれば僕に言って下さい」
「ありがとうイル。僕はライトだよ。早速だけど、イルはいくつ？」
「俺は一八歳…… あれ？　よく見るとライトさんも俺と同じ歳くらいですか？　なのに…… 旅かなんかですか？」
「僕は一七歳だよ。一二年前の黒い日に両親を亡くしたんだ。だから、旅に出たんだよ」
「黒い日に――」
　明らかにイルの表情は驚きに変わった。ライトとルシファーはそれをしっかりと見ている。だが今は、この場を終わらせた。
「今日は沢山歩いたから休ませてもらうね？　いい宿だね。カウンターも階段も廊下も、この部屋にだって沢山花が飾られてる。いい香りがするね」
「ありがとうございます…… では、ごゆっくり」
　ドアを閉めるイルは、ライトとは決して目を合わせなかった。イルが部屋を出ると顔を歪め、ライトは腕で鼻と口を押さえる。そんなライトを見たルシファーは姿を元に戻し、笑った。
「ライトも気がついたか？　おそらく普通の人間にはわからないんだ、この臭いは」
「うん…… すごい臭いだ……」
　この宿に漂う香りは異常なほど多く飾られた美しい花の香りではない――死臭だ。飾られた沢山の花は、その死臭を消すためのものだという事は、すぐに頭に浮かぶ。
「あの母親はとっくに死んでる。あれは死体だ」
「でもどうして死んでる人が…… 人が蘇るなんて信じられないよ」
「死んだ人間が蘇る事はない。だが死体を弄ぶことを好む奴がいるのは確かだ」
「僕も本で読んだ事があるよ。〝死霊術師ネクロマンサー〟だ」
　悪魔や精霊を死んだ人間に降霊させ、生きる屍を作り上げる術を持っている者、それが、死霊術師ネクロマンサーだ。
　だが降霊術は、この世において大罪となる黒魔術。 
　死霊術師ネクロマンサーが扱う黒魔術を人間に授けるのは、悪魔なのだ。悪魔から黒魔術を授かる方法は、一つだけある。

　その方法は、降霊術を扱う悪魔と心臓を交換し、契約を結ぶというもの――

　頭に浮かぶ者は、先程部屋を出たイル・レイガンだ。母親の容姿、着ている聖職着、腰に下げている聖剣、ライトの両親の話を耳にしたイルが見せた行動―― それらを踏まえると、母親が一二年前の黒い日に祓魔師エクソシストとして戦場に向かい、命を落としたという事は容易に想像できる。
「イルが悪魔と心臓を交換した死霊術師ネクロマンサーに見える？」
「とてもじゃないが見えないな。死霊術師ネクロマンサーはもっとぶっ飛んでるはずだ」
「そうだよね？　死体ばかりを好んで、毎日死体と一緒にベッドで寝てるって本にも書いてた」
「死体と一緒にベッドで何するんだろうな」
「やだ……」

　――イチャイチャしているのかもしれない。
　ライトは少しだけ、想像した。


　　３


　港に出たイルーナは、肩に乗せたモフモフの黒ウサギと一緒に、薬が売れそうな場所を探していた。港には沢山の店が並んでいる。良質な薬は山ほどあるが、隙間がないくらい店が立ち並ぶこの場所では売りようがなく、イルーナは眉毛を下げて、半ば諦めかけていた。
「ここは人が多くてよく売れそうだけどダメだね？」
　独り言のように呟いたイルーナの顔を覗き込むと、少しがっかりしているようにも見える。ベリアルが腕に下げている籠に目を向けると、沢山の薬が入っていた。なんとか売らせてあげたい。
　肩の上から丸い目を凝らしたベリアルは、水路脇の洋品店の前に浮かぶ、小さな舟を見つける。少し古く傷みがあり、今は使われいない舟のようだ。
「イルーナ、あの舟で売らせてもらえるかもしれない」
「えぇ？　あ、ホントだね、行ってみよう！　よく見つけたね！」
（笑った……）
　ベリアルはイルーナの元気を取り戻し、肩の上から応援した。 
　港からは少し離れるが、その水路は海から直接入れる為か、人が多く集まっていた。イルーナは洋品店に入り、人の良さそうな店の店主に声をかけた。
「おばさん、お店の前にある舟で薬を売りたいの。あの舟、貸してもらえないかな」
「舟で？　別に構わないよ？　今は使ってない舟だからね」
「本当にッ！　やったぁ！」
「でも気をつけな？　随分古い舟だからね、傷んでるんだよ」
「うん！　わかった！　ちゃんとお礼はするから〜」
（嬉しそう……）
　イルーナは満面の笑みを返しておばさんに手を振った。肩の上からでもその嬉しさがひしひしと伝わってくる。よかった。
　早速舟に乗ったところでイルーナは手際よく薬を並べ始める。だが海が近いこともあり、よく波が立つ場所だ。イルーナは舟が揺れるたびに、ベリアルが肩から落ちないよう気をまわし、手を添えた。
「水路に落ちたら大変だね？　ベリアルは小さいから、薬を売っている間はここに入って待ってて？」
「ここ？」
　イルーナはベリアルを手のひらで包み込み、一番安全と思われる胸の中に押し込んだ。そこはベリアルが今まで知らなかった最も神秘的な場所。

　――聖地に等しい領域だ。まさに秘境だった。

（ナニコレ…… 柔らかい……)
　悪い気はしない。むしろ居心地がいい。
　ベリアルはイルーナの胸に挟まれ、顔だけを襟元から覗かせる。 
「わぁカワイイ！　そこから薬が売れるようにお祈りしててね」
（は〜〜い）
　デレデレだ。ベリアルはこの聖地が気に入った。

　可愛いモフモフの黒ウサギの効果もあり、イルーナの薬を手に取る人々は、笑顔を向けて買ってくれる。ベリアルも若い女の子を見つけると聖地から飛び出し、モフモフした可愛い姿を気に入った人々を沢山連れてきた。そして一仕事終えるたびに聖地に戻り癒される。
（はぁ…… 気持ちいいなぁ……）
　初めて知ったのだ。無理もない。
　太陽が真上に昇った頃になると、イルーナの籠の中には金貨が十枚。月の平均月収が金貨二〇枚ほどのこの街で、それだけ稼げたのならもう充分。大成功だ。
「ベリアルのおかげで沢山金貨が集まったよ、あらら？　寝ちゃったんだ……カワイィ」
　ベリアルは気持ちがよすぎる聖地で眠ってしまった。モフモフの黒ウサギは眠るとその可愛さが増すのだ。すやすや眠るベリアルを起こさないように、優しく手に包み込み、籠の中にそっと入れた。
　イルーナは片付けをする為、ベリアルが入った籠を水路脇の道へ。だがその時、大きな波が立ってしまった。
「――わぁッ！　ちょ…… ちょっと！」
　舟が大きく揺れた為、岸に繋いでいたロープが外れてしまった。ベリアルは気がついていない。舟を漕げるようなものもなく、イルーナの視界からベリアルが入った籠は遠のいていく。
「あらら……？　私どこに向かってるの……」
　振り向けばそこは、大海原だ――
「ちょっと！　どうしたらいいの！　ベリアル〜〜……」
　イルーナは一人、広い海へと流されてしまった。

　しばらくすると眠るこけるベリアルは目を覚ます。イルーナではない人間の声を聞いたのだ。
「あの子大丈夫かねぇ。ロープが腐って切れちゃったんだ。古い舟だったからねぇ…… どこに流されちゃったんだろうか……」
（ロープが切れた？　流された？　――ッ！）
　最悪を想定し、籠の中から顔を出した。予想通りそこに舟はない。もちろんイルーナもいない。いたのは舟を貸してくれた洋品店の店主だけだ。
（まずいッ！　ルシファーに怒られるぞッ！）
　ベリアルが姿を変えれば、簡単に探しに行くことができる。だがここは人が多く行き交う町の中だ。翼さえあればとは思ったが、ひとまずはこの場所から離れなければならない。
　ベリアルは籠を飛び出し、町を出ようと小さな体で必死に走った。だが小さいが故になかなか進まない。ルシファーに知られる前に、何としてもイルーナを見つけ出さなければ―― イジメられるかもしれない。聖地で眠ってしまったなど、口が裂けても言えないのだ。
（こ……殺される！）
　必死のベリアルがあと少しで町の外に出られるというその時――
「あれ？　ベリアルじゃない、イルーナはどこ？」
（――ッ！）
　あろうことかライトに見つけられてしまった。
　死を覚悟したベリアルがライトの肩に目を向けると、カラスが睨んでいる――死、あるのみだ。もはや言い訳はできない。
「イルーナは……舟で薬を売っていたら流された……」
「――えぇッ！　どうしようッ！　海って広いんだよッ！　なんでちゃんと見てなかったのッ！」
「聖地……居心地が良くて……」
「聖地ってなんなの？　僕知らないよそれは……」
　イルーナの聖地はベリアルにしかわからないイルーナの胸という秘境。ライトには見当もつかないまだ見ぬ地。分からない。
　明らかに苛立っているルシファーと、モフモフのベリアルを肩に乗せ、ライトはひとまず町を出た。
「ねぇルシファー、ベリアルと一緒にイルーナを探して？　きっと二人で探せば見つかると思うんだ」
「ライトは一人で悪魔祓いの仕事を探せるのか」
「大丈夫だよ、教会に行って聞くだけだし。悪魔はもう見つけてる」
　――悪魔はもう、見つけている。
「それもそうだな。じゃぁ俺はカスと一緒に海に行くからな」
「うん。カスだね本当に」
　ライトの慈悲深さは再び薄れてしまった。優しさのかけらもない。
　姿を変えたルシファーとベリアルは純白の翼を羽ばたかせ、イルーナを探しに行く。ライトは二人を見送り、一人宿の前に佇む教会へと向かった。
「イルのお母さんの死体に降霊したものが悪魔なら、祓ったほうがいいのかな……」
　死んだ人間には会いたくても会えない。どんなに愛する人であっても、死んでしまえば、その死を受け入れなければならない。
　それを自分に置き換えて考えるライトは、それが死体だとしても共に過ごせるのなら、罪を犯してでも側におきたい気持ちもよくわかる。祓うべきか、祓わざるべきか――迷っていた。
　向かい側の教会の関係者が生きる屍に気が付いていないとは思えない。死霊術師ネクロマンサーの存在を隠しているのかもしれない。まずは話を聞きに行く為、ライトは祓魔師エクソシストとしてイルの母親と向き合う前に、教会に足を踏み入れた。

　大きな十字架を掲げた教会の敷地はとても広く、子供想いの神父がいるのか、庭には遊具のようなものも見える。しかし今は使われていないようで、全てが錆びつき、どこか寂しげだった。
　町には沢山の人がいるにもかかわらず、教会に人がいる気配はない。ライトは近づいて初めて、この教会が古ぼけている事に気がついたのだ。
「大きくて立派な教会なのに、あまり大切にはされてないのかな……」
　管理もされていないのではないかと思うほど庭も荒れている。もう使われていない教会だろうと察したが、ライトはヒビが入った窓を眺めながら扉に手をかけた。
「開いた……」
　少しだけ押してみると、予想に反し扉は開いた。それならば入っても問題ないという事だろう。雰囲気は決して明るくはないが、ライトは勢いに任せて扉を開けた。
（あれ？　人がいる……）
　覗いてみると教会の中では一人、男が祈りを捧げている―― 違う。そうは見えなかった。だが確かに男が一人いる。
　扉の正面、奥にある主祭壇の前に立つ男は、ライトに背を向けている。黒いタキシードに黒いハット、聖職着ではないこの装いで教会にいる事は不釣り合いではないが、違和感は感じる。手には黒く長い、槍のようなものを持っているからだ。
「あの、この教会の方ですか……？」
「……ん？」
　ライトが声をかけると、男は振り向いて笑った。 
　整った綺麗な顔をしていて、タキシードがよく似合う紳士的な男だ。黒い髪には緩いウェーブがあり、やはりこの装いに黒い槍という組み合わせには違和感がある。
　男はライトと目を合わせると、言葉を返した。
「僕に何かご用？」
　とても優しい顔を向けてくれた。安心したライトは表情を緩め、男がいる主祭壇に向かい足を進める。
「あなたはこの教会の神父さんですか？」
「神父？　僕が？　君にそう見えたなら、神父という事にしようかな。でもこの教会はもう使われていないんだ」
　明らかに神父のような装いではない。だがこの教会で一人、主祭壇の奥に掲げられた十字架を見つめていたのなら、以前はこの教会の神父だったのかもしれない。
　少し変わった人―― そんな印象を受けたライトだったが、それでも怖がらずに小さな笑みを返し、男の元にたどり着く。男の顔はとても優しかったのだ。 
　相手の背が高い事もあり、ライトは主祭壇の前まで来ると顔を上げる。ライトの顔を真っ直ぐに見て目を合わせた男は、少し首を傾げて何か考えているようだ。
「そうだなぁ…… 僕の名前は〝ファウスト〟にしよう」
「ファウスト？……本当は別の名前があるんですか？」
「そうだよ、でも言えない」
「変わってるんですね……？」
「変わってる。僕は変わってるんだ」
　おかしな人に出会ってしまった。苦笑いを返す事しかできない。しかしこの教会にいるという事は、この場所にゆかりがある人なのだろうと、ライトは考えを切り替え一つ聞いた。
「あの……知っていたら教えてもらいたいことがあるんです。向かい側の宿の親子の事を……」
「あの宿の店主は一二年前の黒い日に死んだ。だけど、その姿は変わらずに今も当時にままで生きているよ。でも、死んでる。死霊術師ネクロマンサーが死体に悪魔を降霊させたんだ」
　やはりファウストは教会の関係者なのか、宿の親子の事も、死霊術師ネクロマンサーの事もずいぶん詳しく知っているようだ。親切心からなのか、言いにくい真実を嫌な顔一つせず教えてくれた。
「やっぱり死霊術師ネクロマンサーがいるんだ。イルはお母さんの死を受け入れられなかったのかな……」
「店主の息子、イル。彼は母親を蘇らせるよう死霊術師ネクロマンサーに頼みに行った。それは黒い日が終わって間も無くの事」
「えぇ？　頼みに行った？　死霊術師ネクロマンサーはこの町にはいないんですか？」
「死霊術師ネクロマンサーはさらに北の村にいる。その村は〝死人の村〟と言われていて、アンデッドしかいない、アンデッドの村だよ」
「えぇ…… やだ……」
　悪寒しかしなかった。
　〝アンデッド〟が生きる屍のようなものだという事は、ライトも本で読んだことがある。イルのお母さんはまさにアンデッドだ。 
　だがアンデッドだろうと、この世でたった一人の母親と寄り添って生きていられるのなら、それは幸せな事なのかもしれない。一人の寂しさは、ライトも嫌という程味わった。今はルシファーが側にいる、寂しくはない。アンデッドの中身が悪魔であったとしても、イルが寂しい思いをするのなら、このままそっとしておいてあげた方がいいのかもしれない――
「君は悩んでるんだね。祓魔師エクソシストとして母親の中にいる悪魔を祓うのか、情をかけてこのまま死んだ母親の屍を晒しておくのか」
　ライトの身なりを見れば祓魔師エクソシストだという事くらい察しがつくだろう。黒い聖職着に身を包む人間は珍しいが、腰に聖剣を下げているのであれば祓魔師エクソシストだと思われて当然だ。ライトはファウストの言葉に違和感を感じる事もなく言葉を返した。
「アンデッドだとしても、イルがそれを望むなら僕は祓う事はしません。何も知らないフリをして、明日この町を出ます」
「そう、君は優しいんだ。でも大丈夫かな？　アンデッドの母親の中身は恐ろしい悪魔だ。この世の中で、果たしてあの親子は今のまま幸せでいられるだろうか」
　ファウストがなぜそんな事を聞くのか、ライトには分からなかった。
「きっと大丈夫ですよ。イルはきっと優しい。あの親子を引き離そうとする人なんて僕はいないと思う」
　この世は黒い。だがそれでも人間はまだ綺麗な心を捨てきれていないとライトは信じている。母親がアンデッドだとしても、それを知った人間は二人を引き離したりはしないと信じてやまない。
　ライトはそれほど優しい人間だ。

「優しさだけじゃ、誰も守ることはできないよ。君も、近いうちにそれを目の当たりにする」
「……えぇ？」
「いやなんでもないんだ。僕は変わりものだから、気にしないで。じゃぁ、僕はこれで」
　ファウストの言葉はライトの耳に残った。守りたいと思うものがあるのなら、強くならなければ守る事はできない。まるでそれを教えてくれたような言葉だ。ライトをよく知っているような、これから何が起こるのかわかっているような言い方には、疑問が残る。
　男の背中を見送るライトは、最後に声をかけようかと一歩踏み出すが――
「じゃぁ、またね。ライト君」
　またすぐに会える―― そう思うようなファウストの言葉を聞いて、声をかけなかった。
「僕名前言ったっけなぁ？　変な人。 ……あぁ！　そんなことよりイルーナは見つかったかな、港に行ってみよう！」

　港に向かうライトは、召喚書に新たな印章が刻まれた事に、まだ、気がついてはいなかった――
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　教会を出たライトは、目の前の宿に目を向けて足を止めた。イルと母親が、宿の周りを囲む花に水を撒いていたのだ。
「あんなに優しそうなお母さんがアンデッドだなんて……」
　瞳に映るものは、仲睦まじく寄り添う幸せな親子の姿。イルはせっせと水を汲みに行き、母親はその姿を見つめている。重いバケツを持つイルを手伝おうと母親は駆け寄るが、イルは笑顔を返すだけで、バケツは決して母親には持たせない。
　ライトはいつになく優しい目を向けていたが、一つ思う事もあった。
「お母さんの中身は悪魔なのに、あそこまで仲良くなれるものなのかな……」
　宿でイルと母親の表情を見たときから、仲のいい親子だとは思った。イルは母親を気遣い、母親はそんなイルに感謝の念が耐えないといった様子はひしひしと伝わる。
　だが母親の中身は悪魔なのだ。今、目の前で見ている光景は、イルと悪魔が仲睦まじく花に水を撒いている姿。その姿は親子というよりは、まるで恋人だと思うほど愛情に満ちている。
　死霊術師ネクロマンサーが死体に悪魔を降霊させたとして、果たして悪魔はあの母親の様に人間に笑うのだろうか―― ライトの頭の中には疑問が浮かんだ。
「ルシファーに聞いてみよう。きっとどんな本にも答えは書いてない」
　その答えは、悪魔なら知っているのかもしれない。ライトはイルと母親から目を離し、急ぎ足で港へと向かう。


　傷みが激しい小舟に揺られ、海に流されてしまったイルーナは、大海原、かなり沖まで冒険をしていた。
「ちょっとなんなの！　どうしたらいいの！」
　成す術がない事には腹も立つ。船が転覆する前に、別の船にでも出会いたかった。まさに、そう思った時――
「――あぁッ！　船！　おぉーい！　ここだよー！」
　船がこちらに向かってくるのが見えた。全貌は明らかではないが、遠目からでもかなり大きな船だということは分かる。イルーナは揺れる小舟に立ち、なんとか見つけてもらおうと、聖職着の上着を脱いで振り回した。
「おいおい、あそこに誰かいるぞ？　きっとエフェソスから流されたんだ」
「人か？　……ホントだ。乗せてあげようか」
「……でも怖がられたりしないか？　俺たちこんなだし」
「そういえばそうだなぁ…… まぁでも助けてあげなきゃ。声をかけてみよう」
　白い聖職着を着ているイルーナの姿は、近づく大きな船からもよく見える。乗船している船員はイルーナに手を差し伸べてくれる様だ。
　そして、イルーナを探していたベリアルも、空の上からイルーナの姿を見つけた。
「ルシファー、イルーナがいましたよ」
「あぁ？　船に手を振ってるぞ」
「あの船が助けてくれる様です。俺がイルーナと一緒に船に乗ります。ライトの元に戻って下さい。ライトに何かあれば、ルシファーもただでは済まないのですから」
　失った信用を取り戻すため、ベリアルはイルーナが立つ小舟に向かい羽ばたいた。大きな船が助けてくれるのであれば、あとは船員にイルーナを任せておける。名誉挽回を期すベリアルの後ろ姿には、もはや一切の信用を置いてはいなかったが、ルシファーはイルーナが乗る小舟に舞い降りたベリアルを見ると、ライトの元に向かった。
「あぁ！　ベリアル来てくれたの？」
「目を離してすまなかった」
「大丈夫だよ、あの船に乗せてもらおう。船乗りさんが驚くといけないから、ウサギさんになってね」
（は〜〜い）
　ベリアルは黒ウサギに姿を変え、再び聖地へとたどり着く。胸元から顔を出し、向かってくる船をイルーナと二人で待ち構えたが―― イルーナの表情は徐々に歪み始める。
「あれ…… さっきまであんなにいいお天気だったのに……」

　先ほどまで陽が輝き、青い空に見下ろされていたにもかかわらず、気がつけば辺りは濃い霧に包まれ薄暗い。こちらに向かって来ているであろう船は容赦なく荒波を立て、イルーナを小舟に座らせた。
「ねぇベリアル、なんかあの船変じゃない……？」
「確かに、随分と古い」
「それに…… 真っ黒だよ……？」
　霧の中、間近に迫る巨大な船体は、その姿を闇の色に染めていた。船首には祈りを捧げる女神をあしらい、逆向きの十字架を掲げ、異様な空気を漂わせている。見上げるイルーナの前には、ロープを組んだ梯子のようなものが投げられた。
「おぉーい！　登って来れるかー？」
　船員が声をかけてくれた。だがその表情は遠く見えない。言葉を聞く限り、やはり助けてくれると察したイルーナは、梯子に足をかけてみる。
「ありがとう！　登れそう！」
　黒い船は大きい。女の子が登るには少し大変だが、船の上を目指し、イルーナは梯子を登り始めた。
　深い霧のせいで視界は良くない。手が滑り、足を踏み外せば海に投げ出される。少し震えはしたが、イルーナはなんとか梯子を登りきった。船の中に足をつけたイルーナは、聖職着の汚れを払い、初めて顔を上げる。
「どうもありがとう、エフェソスから流され…… ん？　――ッ！　何この人たちッ！」
（――キモッ！）
　礼儀正しいイルーナは、お礼の言葉言い切る前に身を引いてしまった。胸から顔を出していたベリアルも、思わず身を隠してしまうほど、黒い船の船員たちは変わり者が多かったのだ。
「あれぇ、やっぱりビックリさせちゃったなぁ」
「ごめんごめん。ちょっと皮膚が腐ってたり目がぶら下がったりしてるけど、問題ないから安心してよ」
　――完全なるアンデッドの集まりであった。
　今の世では珍しくなった黒い木造船は、三本の大柱に黒いマストを広げ、波が立つと黒船が軋み、怪音を響かせていた。乗組員を見渡すが、人間と言える者は一人もおらず、ひどい者は骨しかない状態だ。皆破れた白い聖職着に身を包んでおり、それはイルーナの聖職着と良く似たシルエット。
「ちょっとどうなってるのッ！　まるで幽霊船じゃないのこれ！」
「なんだ知ってたの？」
「えぇ！」
「幽霊船なんだもんこの船は。人魚のウェパルさんが用意してくれたんだよ〜」
「知らないからッ！　怖い怖いッ！　おろしてー！」
　ゾンビしかいない船内。イルーナは身を固めていたが、ベリアルは悪魔だ。目の前のアンデッドに慣れるのも早い。そして、ベリアルは人魚のウェパルの事もよく知っていた。
「イルーナ、ウェパルは幽霊船を生み出すことが出来る人魚の悪魔だ。おそらくこのアンデッド達も中身は皆悪魔だろう」
「……悪魔？　森で見た悪魔の方がよっぽど可愛いじゃない……」
「死霊術師ネクロマンサーが人間の死体に悪魔を降霊させたんだ。外見は腐っているが、中身は悪魔だ」
「死霊術師ネクロマンサーが……？」
　目を凝らしてよく見てみたが、吐き気をもよおすだけだった。これ以上の凝視は困難を極める。イルーナは目を細め、ぼやける視界の中で辺りを見回した。乗組員は七名。船内には大量の花が積まれている。
「この花をエフェソスに売りに行くつもり？　そんな姿で？」
「違うんだな〜。　この花はウェパルさんにあげる花だもん。俺たちはアンデッドの村から週に一回、ウェパルさんに花を届けに行くんだ」
「アンデッドの村…… ウェパルさんに花……」
「そうだよ、その代わりウェパルさんは村で食べる食べ物を俺たちにくれるってわけ」
「お腹はすくんだね……？」
「あったりまえじゃん〜」
　少し調子に乗るアンデッドにはイルーナもどこか冷たい。そうこうしているうちに、エフェソスの港もすぐそこに迫ってきた。霧に包まれた幽霊船はあからさまに港には入れない。アンデッド達は人目につかない岸壁に船をつけるのだ。
　アンデッドを運ぶ霧の塊は、海沿いを歩くライトも視界に捉えている。
「ライト、イルーナが見つかったぞ」
「ルシファー！　イルーナは無事だったんだ、よかったぁ！　……でも見て、なんだろうあの霧の塊は」
「霧……？　あれはウェパルの幽霊船だ。イルーナを助けた船かもしれない」
「幽霊船？　港には来ないみたい、あっちに行ってみよう！」
　ライトはカラスを肩に乗せ、霧を追う。
　岸壁に黒船をつけた頃、すぐそこの砂浜にはイルと母親の姿があった。積み荷を下ろすアンデッドを手伝うのはイルだ。ライトはその姿を見ていた。
「黒い船だ。イルとお母さんもいる」
「母親に降霊したのがウェパルなんじゃないか？」
「会って確かめよう！　イルーナもいるかもしれない！」
　駆け出したライトは砂浜に近づくと、乗組員の姿を見て驚愕する。腐ったアンデッドがこの世に存在しているとは思っていなかった。
「キモ…… あッ！　イルーナがいた！」
　積み荷を下ろし終え、船から出て来たのはイルーナだ。梯子からゆっくりと岸壁に身を移し、ライトの姿を視界に入れた。
「ライトー！　アンデッドが助けてくれたよー！」
「気の毒だったねー！　でも無事でよかった！」
　幽霊船には腐ったアンデッドしかいないのだ。気の毒でしかない。
　黒船から出てきたイルーナと、浜で待つライトの姿を見たイルは、当然驚いた。偽りの親子関係を知られたに違いない――アンデッドと接しているところを見られたのだから、イルの心臓が高鳴るのは必然だ。人間に知らられば、イルも罪人扱いを受ける事になる。母親を蘇らせて欲しいと死霊術師ネクロマンサーに頼んだのは、イルなのだから。
　アンデッドの母親と同じ聖剣を腰に下げるライトが祓魔師エクソシストであるなら、母親の中から悪魔を追い出しに来たと頭に浮かんでしまう。イルは悲しく俯き、黙ってその時を待つ覚悟を決めた。
　しかし、アンデッドの母親の笑顔は絶えない。ライトを見て笑っているのだ。
「ねぇイル、あの子はイルと同じだよ」
「同じ……？」
「そう。あの子の肩に乗っているカラスは悪魔なの。悪魔の頂点に君臨する、ルシファーなんだよ」
「ルシファー？」
「とても仲良しみたいだね？　まるで私たちと同じじゃない」
　悪魔と共存する人間がいる事は珍しい事。イルは今までそんな人間と出会った事などない。だがライトは、腐ったアンデッドを見ても笑っている。誰が見てもアンデッドにしか見えない船乗りに、優しく声をかけてお礼をしているのだ。
「ちょっと腐ってて気持ち悪いけど、ありがとうございます」
　お礼の仕方には問題がある。だがこれしきの事、アンデッドの方も言われ慣れていた。
「いいっていいって。それよりそのカラス、ルシファーさんなんだね？　一二年前は一緒に人間と戦いましたよね？」
「俺はこんな腐った奴らは知らない。全く身に覚えがない」
「いやいや！　この姿は当時戦場で息絶えた人間の姿ですから！　本当はもっとカッコいいですよ！」
　目の前にいるアンデッド達は皆、一二年前に戦死した人間に死霊術師ネクロマンサーが降霊させた悪魔。ライトはそれを知り、アンデッドに一つ聞いた。
「アンデッドの村には、一二年前に戦場で命を落とした聖軍隊の隊員しかいないの？」
「そうだよ？　死霊術師ネクロマンサーのムルムルさんが、戦場に転がる沢山の死体に悪魔を降霊させて作った村だもん」
「もしかしたら…… 僕のお父さんとお母さんもいるのかな……」
　一二年前、戦場で命を落とした両親の亡骸は、ライトの元に帰って来ていない。ならば目の前のアンデッドのように、死霊術師ネクロマンサーが両親の亡骸に悪魔を降霊させ、アンデッドの村でアンデッドとして生きているかもしれない。もしくは、それが出来ないほど原型を留めていない状態で晒されたか―― そんな事も頭に浮かぶ。
「ライトはアンデッドの村に行ってみたいの？」
　声をかけたのはイルーナだ。眉毛を下げて、優しくライトの顔を覗き込む。亡くなった両親に会いたいと願う気持ちは、イルーにもよくわかっているのだ。
「少しだけ行ってみたいけど―― え？」

　言葉を返すライトの顔を何かが掠かすめた――

「――イテッ！　熱ッ！」
「あれッ！　アンデッドが燃えてるッ！」
　ライトの顔を掠めたものは、炎を纏った一本の矢。その矢はライトを通り越し、黒船の乗組員の胸に刺さった。放たれた矢に撃ち抜かれたアンデッドは炎に包まれ、入れ物である死体は灰になってしまう。だが強靭な肉体を持つ悪魔は、ただの炎では焼かれない。
　人間の皮を無くした悪魔は炎を纏い、美しい白い翼を広げた。胸に矢を受けて一点を睨む悪魔は、双頭のドラゴンに跨りその姿を晒す。
　イルーナの胸から顔を出したベリアルもよく知っている悪魔だ。
「やはりアンデッドの中身は悪魔だった。あれは〝ウァラク〟という悪魔だ」
「ウァラク？　まだ子供のように見えるけど……」
　双頭のドラゴンに跨る悪魔は、少年のような姿をしていた。
　ベリアルとルシファーは姿を変え、空から矢を射った主を探す。ライトとイルーナの前には、姿を露わにしたウァラクが立ちはだかり、黒船の乗組員達はイルと母親の壁となり見えない敵から二人を守るつもりだ。
　上空にいるベリアルとルシファーは、人間が立入れる場所に目を向けるが、そこに人影はない。だが矢を受けたウァラクは全く別の方角に目を向けて、主を視界に入れた。
「船から矢を射ったな。あの白い船は、〝聖軍隊の聖シモン騎士団〟の船だ。幽霊船をつけてきたのかも」

　紺碧の海に白い船体―― 船首に十字架を掲げた女神を掲げ、聖軍隊聖シモン騎士団は、アンデッドを抹消する為、エフェソスに上陸するつもりなのだ。

「ウァラク、陸に上がられたら厄介だよ。ベリアルとルシファーの姿を晒すわけにはいかない」
「ならば海上で迎え撃つ。ウェパルの黒船は、何があっても沈まない」
「うん、行こう。イルーナはイルとお母さんをお願いね、ここで待ってて！」
　黒船に乗船するライトとアンデッドたちの側にはルシファーがいる。ベリアルは上空で大剣に黒炎を纏わせた。

　――迎え撃つのは、聖軍隊聖シモン騎士団の、巨大な白船だ。


　　２


　黒船に乗船したライトはすぐに聖剣を抜く。闇に染まった聖剣は、ベリアルの大剣と同様に黒炎を纏っている。罪のないアンデッドを排除しようと放たれた矢は、ライトの心臓を刺激する餌となったのだ。餌があるのなら、ライトの思考は闇のように黒くなる。
「何も悪い事なんかしていないのに、なぜアンデッドを排除しようとするんだろう」
「アンデッドを生み出す死霊術師ネクロマンサーは、悪魔と契約を結んだ罪人かもしれない。このアンデッドを捕まえて、死霊術師ネクロマンサーの元に案内でもさせるんだろ」
「捕まえるって…… でも人間は悪魔を捕まえられるの？」
「人間も馬鹿じゃない。術すべがあるからここに来たんだろ」
　人間は愚かであって馬鹿ではない。
　聖軍隊聖シモン騎士団は、悪魔と正対する術すべを持っていたのだ。
「――危ねッ！　矢が飛んできたぞッ！」
　白船からは容赦無く炎を纏った矢が射られる。狙われたアンデッドたちは炎に包まれ、本来の姿を露わにした。聖なる矢の威力は凄まじく、俊速であるが故、避ける事は出来ない。とても人間が放つ矢の速さとは思えない。
　ライトは船首から、まだ遠い白船を視界に入れた。
「おかしい……これだけ距離があるのに、ここまで矢を飛ばせるなんて……」
　獲物を狙えられる程白船近くない。だがライトが乗る黒船には、確実に俊速の矢が打ち込まれている。狙い通りに、何十本もの矢がアンデッドの胸を貫いているのだ。
「あの船に乗ってるのは普通の人間じゃないって事だ。特別な力を得た人間である事は間違いない」
「例えば……？」
「一二の騎士団の騎士団長は昔、守護天使に守られていた。今もそれは変わっていないはずだ」
「あの船には、聖シモン騎士団の騎士団長がいる……」
　まさにその通り。白船には、聖軍隊聖シモン騎士団の騎士団長ヒルキヤ・モーセが乗船していたのだ。
　黒船にいるライトとルシファーがその姿を目にするのに時間はかからなかった。闇の幽霊船は白船を目指し、着実にその距離を縮めている。その勢いは、凄まじいものがある。
「このまま白船に突っ込めばいい。矢を放っているのは恐らく守護天使の力を得た騎士団長だ。先手を打って先に騎士団長の首を取る」
　姿を露わにした悪魔を率いるのはベリアルだ。もはやアンデッドではなくなった黒船の乗組員は、その能力を存分に見せつける時を待っている。
　これは人間と悪魔の戦いだ。ルシファーは黒船が白船に接触する前に、聖剣を握るライトに声をかけた。
「ライトはその辺に隠れてろ」
「ヤダよ！　僕も聖剣を持ってるよ！」
「扱い方も知らない聖剣を振り回したところで無駄死にするだけだ。やめておけ」
「……僕だって男なのに」
「いじけないで今はベリアルの剣の扱い方でも見とけよ」
　遊びではない。生身の人間の体しか持ち合わせないライトにとっては、死と隣り合わせとなる戦場なのだ。剣の扱い方を知らなければ、戦う事も、自分の身を守る事も出来ない。それは即ち、足手まといであるという事だ。
　優しさと慈悲深さを兼ね備えたライトは、どんなに憎んだ相手であろうと殺す事はないだろう。その優しさは、自らの身を滅ぼす事にもなりかねないのだ。
「僕…… 船に乗らない方が良かったね……」
「そんな事ない。ライトにしか出来ない事もある」
「僕にしか出来ない事……？」
「もし、戦況が聖軍隊に傾いた時は、問答無用で悪魔を召喚しろ。その時が来たら、その心臓がライトに知らせる」
　悪魔を召喚する事が出来るのは、召喚師の血を受け継ぎ、胸に悪魔を宿したライトにしか出来ない事。この黒船に、ライトは必要なのだ。
　役割が与えられたライトは元気を取り戻したものの、再び白船を視界に入れると表情を引き締めた。ルシファーの言葉から察するに〝戦況の予測がつかない〟という事くらい容易に頭に浮かぶ。守護天使の存在は、人間を悪魔と対等に戦わせる事が出来るほど、悪魔にとっては厄介なものなのだ。
「――うわッ！　矢が飛んできたよッ！」
「危ないなぁ、早くどっかに隠れろよ。間違って心臓に刺さったらどうすんだ」
「ごめんごめん…… あっちに隠れるから……」
　ルシファーは召喚書を抱きしめて走るライトの背中を見て笑っていたが、間近に迫る白船のマストの上に目を向けると、その美しい顔を、悪魔に変える。
「もはや人と悪魔の区別もつかないほど人間は落ちぶれたか」
　そこには聖軍隊聖シモン騎士団の騎士団長、ヒルキヤ・モーセがいる。マストの上の見張り台から矢を射っているのは他でもないヒルキヤだ。
　俊速の矢は確実にライトに向かって放たれたと見ていい。それは、目に見えるもの全てを標的にしているという、聖軍隊からの宣戦布告と受け取った。


「――あぁッ！　幽霊船が聖軍隊の船にぶつかったよッ！　大丈夫かなぁ……」
　砂浜で戦況を見守っていたイルーナも気が気ではなかった。巨船と巨船が激しく衝突した衝撃音は凄まじい。それが狼煙となり、悪魔と人間の殺し合いが始まる事は予想できる。
　不安げな表情を浮かべ祈るように海を見つめるイルーナに対し、イルの母親であるアンデッドは、にっこりと笑って言葉を返した。
「大丈夫、私の黒船は絶対に沈まない」
「私の黒船？　イルのお母さんはアンデッドなの？　ウェパルって……」
「そうだよ、私は人魚の悪魔、ウェパルっていうの。宜しくね、イルーナ」
「やだ可愛い……」
　ウェパルは滅多に人を襲うことがない大人しい人魚の悪魔だ。ウェパルが生み出す悪魔を乗せるための幽霊船は、大砲を打ち込まれたとしても沈まない。なぜならその船は幽霊船、死んでいる船だからだ。
　海の戦況は、イルも固唾を飲んで見守っていた。悪魔と暮らすイルにとって、アンデッドを抹消するためにこのエフェソスに上陸しようとする聖軍隊は敵。腰に下げた短剣を握りしめ、抜くことができない非力な自分を恨んだ。
「俺は母さんを守る事が出来ない……」
「大丈夫だよイル。あの黒い幽霊船には、ルシファーが乗ってる。ルシファーはきっと、聖軍隊にこの町の地を踏ませたりはしない」
「ルシファーが……」
「そうだよ。私だって悪魔だから、なにがあってもイルを守るよ」
「母さん……」
　悪魔は皆〝正〟を貫いて堕天したかつての天使たち。正しいものを守り、黒いものは一切の妥協なく排除する。今は優しく笑い、イルの不安を取り除くウェパルも、その胸の内は怒りで満ちている。鋭い眼光を射る先には、白船に乗り上げる愛しい幽霊船があった。


「おい！　船を黒船から離せッ！」
　黒い巨船は一切の妥協をせず白船に衝突した。この一撃は白船の船内に動揺を生む。ルシファーとベリアルは、隙をつき、大柱の上にいる者をめがけて羽ばたいた。その人間は、見る限り褐色の短髪に金縁の眼鏡の男。弓を持ってはいるが、今は両船の衝突の衝撃で態勢を崩している。
「ベリアル、やはりあいつが騎士団長だ。胸の十字架は金色に輝いている」
　白い聖職着に掲げられた十字架は、聖軍隊の階級を示している。金色に輝く十字架は、最上位である〝騎士ナイト〟の称号だ。
「わかりやすい称号を掲げて…… 動揺しているうちに首を――」
「――あそこには行かせない。悪魔は悪いもの。捕らえてアイル様に差し出さなくちゃ」
　見張り台まであと少し―― だがここに来て、不測の事態が起こった。

「――――ザキエル」

　振り返ったベリアルの瞳は、白い聖職着に身を包み、金色の短髪を横に流した美しい天使の姿を捉える。手にぶら下がる物は十字架をあしらった鎖。聖なる鎖は在ろう事か、ルシファーの左手に繋がれていた。
　その鎖が何を意味するのか、ベリアルにはわかっている。
「ベリアル、お久しぶりです。ルシファーの黒い力は恐ろしいので、まずは封印させてもらいましたよ」
「それが誰だかわかっているのか。ハデスの最高権力者であるルシファーだぞ」
　騎士団長の守護天使、ザキエル。ザキエルの鎖で繋がれた悪魔は、黒い力を使えない。聖なる鎖は、悪魔を捕えることが出来る唯一の手段だ。
　ザキエルはまだ少年のように幼い容姿をした天使。その声や仕草、表情も、カカにいるキーコとマーコと同じ一三歳ほどの子供にか見えない。だがその中身は聡明であり、優秀な策士。先手を打って騎士団長の首を取りに行くベリアルよりも、ザキエルが一枚上手だったのだ。
　――黒い人間たちは愚かだが、やはり馬鹿ではなかった。
「悪魔の頂点に君臨するルシファーを捉えてしまえば怖いものはない。ベリアルくらいなら、片手でだって勝てる自信あるよ」
　ザキエルの挑発乗るほど、ベリアルは愚かではない。船の中ではアンデッドだった悪魔たちが、マストの上から放たれる俊速の矢を受けながら聖軍隊と対峙している。策を考える――しかしザキエルは、考える暇など与えてはくれない。左手には聖なる鎖、右手には清らかな長剣を携え、美しい天使は躊躇いなく愛剣を振り下ろす。
　だがベリアルは剣術に優れていた。聖なる一撃に屈するような堕天使ではない。その目は鎖に繋がれたルシファーを捉えているが、ザキエルの長剣は、闇の愛剣が受け止めた。
　歯を軋ませ、天使らしくなく顔を歪ませたザキエルを見上げたルシファーにも、我慢の限界がある。
「――随分性格が歪んでるな、ザキエル。人間に悪知恵を吹き込んでいるのは優秀な策士か。俺を晒し者にした代償を支払う覚悟は出来てるか？」
「性格が歪んでいるのはお互い様だよ。船をぶつけちゃったりして」
「ベリアルが鎖を切れば、お前は死ぬぞ」
「切れないよ。この鎖は祓魔師エクソシストにしか切れない。悪魔と一番仲が悪い祓魔師エクソシスト。どうする？」
「へぇ。お前の死は確定した」
「負け惜しみだ。この場に祓魔師エクソシストはいない！」

　剣と剣が重なり合う金属音は、ライトの耳にも入った。思わず立ち上がり上空を見上げる。ライトの目に映ったものは、美しい白い聖職着の天使と、黒い聖職着で身を包んだベリアルが剣を交える姿。そして――
「――ルシファー」
　美しい天使が聖なる鎖で繋いでいるものは、ライトが愛してやまないルシファーだ。ライトの胸は、鎖に繋がれるルシファーを想い、痛んだ。怒り悲しみ――その瞳は一層黒さを増してしまう。

　天使が捕らえている悪魔は――バケモノの親だ。

　目線を正面に向けると、目の前ではアンデッドとして生きていた悪魔たちが、降り注ぐ矢を受けながら攻防を続けている。強靭な肉体を持つ悪魔だとしても、守護天使の力を得た人間から放たれる矢を受けながらの戦いでは、苦戦を強いられた。
「一匹捕まえたぞー！」
「こっちもだ！　船に運べ！」
　上空でベリアルが守護天使ザキエルに手間取っている間に、人間たちは次々に聖なる鎖で悪魔を捕らえていく。
　ライトは召喚書を抱きしめて考える。

　今ここで悪魔を召喚して、果たして戦況はこちらに傾くか――

　マストの上から放たれる俊速の矢が降り注いでいる以上、悪魔を召喚したとしても戦況が傾くとは思えない。
「何とかして、あの騎士団長の弓を落とさなくちゃ！」
　ライトは騎士団長ヒルキヤ・モーセを視界に入れ、聖剣を握ったが――次に放たれた矢の行き先を追い、胸を押さえた。
「――まさか」
　放たれた俊速の矢は三本。目で追ったライトの視線の先にいたのは、砂浜で無事を祈るイルーナたちの姿だった。

「――母さんッ！」
　母親はイルを庇い、灼熱の炎に焼かれる。白船から放たれた矢からイルとイルーナを守る為、ウェパルは二人を抱きしめて、三本に矢を体で受け止めたのだ。
「ウェパル……」
　イルとイルーナの目には涙が浮かんだ。取り戻した死んだ母親の姿は、イルの目の前で灰になってしまったのだ。イルが母親の姿を見られることは、もう二度とない――
「イル、大丈夫？」
　代わりに目の前に現れた者は、人魚だ。その下半身は艶のある黒い鱗で覆われ、黒い髪は地につくほど長い。美しい人魚の姿を見たイルは驚き、思わず、流れた涙もとまった。
「君が…… 人魚の悪魔なの？」
「そう、私がウェパル。イル、怪我はないね？」
「うん…… けどウェパルの背中に矢が……」
「取って取って」
　美しい笑顔を見せるウェパルは悪魔だ。矢の二本や三本背中に突き刺さったところで死ぬような事はない。
　イルは恐る恐るウェパルの背中から矢を抜くと、綺麗な背中についてしまった傷跡を見て怒りがこみ上げた。
「人間はどうして罪のない者にこんな事を……」
「イルが怒る事ない」
　ウェパルは優しさを秘めた美しい人魚の悪魔だ。イルーナとイルはウェパルの可愛らしい笑顔を見て、少し落ち着きを取り戻したが――
「腐った人間など、私がブチ殺してやる―― 一匹残らずだ」
　ウェパルは怒ると人が変わったように邪悪な言葉を吐き捨てるようだ。美しい顔は、不気味な笑みに変わっている。
　視界に捉えたのは白船の大柱、その上にある見張り台。そこには白い聖職着に身を包む、褐色の髪の人間がいる。
「あいつが私の大切なイルに矢を射った人間か」
「あんな遠くから！　私も届くかな……」
　イルーナは白船の見張り台に狙いを定め、一本の矢を放つ。しかし当然、その矢は力なく海の藻屑となった。狙いはいい、勢いさえあれば届くかもしれない。上手くいけば弓を落とし、矢を射ることを不可能にすることができる。
「もっと矢が飛べばいいんだけど……」
「では私と小さな契約を結ぼうか。イルーナに魔力を授けてもいい。代償は、金色に輝くその髪だ」
「私の…… 髪……？」
「そう。私もイルーナのような、美しい金髪の髪が欲しい」
　悪魔の力を得られれば、イルーナの矢は白船の見張り台まで届くかもしれない。その力を得るためにウェパルに支払う代償は、イルーナの金髪の髪だ。
　黒船ではライトたちが〝正〟を貫き、天使を相手に戦っている。あの邪魔な矢を射ることさえ出来なくなれば、戦いは有利になる――迷いはなかった。

「――いいよ、契約を結ぼう」

　イルーナはイルの腰にぶら下がる短剣を掴み、腰まである長い髪に向けた。一本にまとめた髪は、一振りで肩に届くほどの長さになる。ずっと伸ばしていた大切な髪を、イルーナは悪魔に手渡した。
　ウェパルは差し出された金髪の髪を見て笑い、短くなったイルーナの髪を撫でる。
「イルーナはもう、黒い人間と対等に戦える」

　――契約は、成立した。

　一口でイルーナの髪をたいらげたウェパルの髪は、美しい金髪へと変わってゆく。イルーナの髪と同じように眩いほど輝き、麗しい人魚の姿は、イルの目を釘付けにした。
　だがイルーナに変わった様子はない。
「私も、何か変わったのかな……」
「矢を射ってみろ。心の中で、黒い人間への恨みや憎しみを呼び起こせ。イルーナにも、黒い人間に向けた黒い思考があるはず」
「恨みや憎しみ……」
　それはイルーナの黒い力を覚醒させる原動力。弓を引き、青い瞳を閉じたイルーナは、闇の中で黒い人間への恨みを募らせる。ライトと同じように、イルーナにも黒い人間を恨む理由があったのだ。
　誰にも話したことがない、胸にしまっていた辛い出来事――今まで我慢してきた寂しい思いや恨みの念、憎しみ悲しみもろとも全てを乗せて、目を開けた黒い瞳のイルーナは、漆黒の矢を放った――
「届いて――」
　俊速の矢は黒炎を纏い、黒船を超えて白船を目指す。〝正〟を貫き放たれた黒い矢は、白船から矢を放つ騎士団長、ヒルキヤ・モーセの右腕を撃ち抜いた。
「――黒い矢……！」
　ヒルキヤは使い物にならなくなった右手に持っていた弓を落とし、もはや見張り台から矢を射る事は出来ない。イルーナはそれでもまだ飽き足らず、次に狙うものは守護天使ザキエルの翼だ。
「イルーナ、確実に翼の根元を狙え。海に落ちたザキエルは、私が深海に引きずり込む」
「わかった、右翼を狙う！」

　――イルーナの思考は今、悪魔だ。

　手に触れた純白の弓も矢も、その思考を悪魔に変えれば闇の凶器に姿を変える。黒炎を纏う第二の矢は、確実にザキエルの右翼を狙い放たれた。
　ベリアルと剣を交える守護天使ザキエルの目は、風をきる俊速の矢を捉える。だがその時にはもう、避けられる余裕はなかった――
「――なにッ！」
　狙われたのは予想に反し、美しい右翼の付け根。黒い瞳を手に入れたイルーナが放つ矢は、ザキエルの体から右翼を断った。
　腕を抑え崩れ落ちるヒルキヤは、右翼を失い、紺碧の海に落ちる天使を見ると、目を見開き腰を落とす。
　――海の中では悪魔が、翼を失った天使を待っている。
　ウェパルは海に落下する哀れなザキエルに向け、海中から巨大な矛を突き立てた。三叉の矛先を持つ漆黒の矛は、守護天使ザキエルの胸を待っている。
「ザキエル――翼を失い私の海に堕ちたお前は、二度と天を仰げないぞ」
「――ッ！」

　三叉の矛を胸に突き刺されたザキエルに見えたものは、無情にも離れ行く白い巨船。
　聖軍隊聖シモン騎士団の騎士団長ヒルキヤ・モーセは、翼を失った守護天使に見切りをつけ、使い物にならなくなったザキエルを悪魔の餌にすると、その隙に戦場を去る。
　ザキエルの胸には、初めて黒い感情が宿った――だが堕天するにはもう遅い。哀れなザキエルは、黒い人間への恨みと憎しみを抱きながら、ウェパルにより深海に沈められたが――

「お願いウェパル、ザキエルを殺さないで――」
　バケモノだけは、哀れな天使に涙を流した。


　　３


　ライトは紺碧の海に沈む天使から目を逸らし、離れ行く白船を睨み唇を噛む。その瞳は黒さを増し、鋭く、怒りに満ちている。守護天使ザキエルの恨みは、ライトが全て受け取った。
　上空ではベリアルが、離れ行く白船に鋭い眼光を射る。まだ終わっていない。白船には、鎖に繋がれたルシファーがいるのだ。
　体中に矢を受けた悪魔たちは今も、崩れ落ちる事なく地に足をついてる。血を流し、どんなに傷ついたとしても、ルシファーがいる白船から目を離す事はない。
　だかライトの側にいる悪魔は少なかった。
　双頭のドラゴンに跨る〝ウァラク〟グリフォンの翼を持ち、獅子の姿をしている〝ウァプラ〟鉄の胸あてを身につけた兵士〝キメリエス〟――七体いた黒船の乗組員は今、三体しかいない。
　鎖に繋がれているのはルシファーだけではない。アンデッドの村で暮らす四体の仲間も乗せられている。
　悪魔は決して仲間を見捨てたりはしない。
　傷つきながらも仲間を想い、体に突き刺さる矢を抜き、血を流して歯を食いしばる。
　離れ行く白船の姿は、ライトの闇を覚醒させる原動力。白船に怒りの眼差しを向ける悪魔たちの想いを込め、ライトは自らの指を噛み、血を流した――
「ベリアル！　白船を追う！　ルシファーの鎖は僕が切る！」
　空から舞い降りたベリアルが見たライトの瞳は、ルシファーの瞳と重なった。闇の瞳を手に入れたライトは、ルシファーの思考を兼ね備え、その心臓は悪魔を召喚しろと言っている。
「何を召喚するつもりだ」
「わからない。開いたところにある印章が、ルシファーの心臓が選んだ悪魔の印章だよ」
「ならばライトに任せる」

　ライトは黒い瞳を閉じ、召喚書を開く――黒船の暴露甲板に、迷うことなく血が流れた手を付いた。

　闇の魔法円は瞬時に広がり、先を行く聖軍隊聖シモン騎士団の白船をも飲み込んだ。
「――悪魔がくるぞ。何があっても聖なる白船に悪魔を立ち入らせるな」
　ライトが生み出す闇が迫る白船では、右腕から血を流した騎士団長、ヒルキヤ・モーセが指揮をとる。褐色の髪を後ろに流し、金縁の眼鏡をかけたヒルキヤは、黒い海面を見て細い目をさらに細めた。
　巨大な魔法円を目の前にしても動揺する事のないヒルキヤは、耳元に美しい悪魔の声を聞く。
「この船は、沈むぞ――」
　冷静を貫くヒルキヤに声をかけたのはルシファーだ。堕天使に繋がれた鎖を握り、ヒルキヤは眉間にしわを寄せ、ルシファーに細い目を向けた。
「聖なる白船は何があっても沈まない。この船は、守護天使ザキエルの力を得た船だぞ」
「ついさっき見捨てた天使の力を当てにするのか。人間はどこまでも愚かだ。そもそも、こんな鎖で俺を繋いで安心している時点で愚かだぞ」
　後方から迫る黒船に悪魔を召喚する人間がいる事は、海面に広がった黒い魔法円の出現により分明となった。騎士団長ヒルキヤは、召喚される悪魔が誰であろうと、守護天使の力を得た白船は無敵であり、海の藻屑になる事はないと確信しているが――
「――召喚される悪魔は、俺なんかよりずっと怖い」
　確かに天使の力は悪魔と同様に凄まじい。それでも、海面に浮かぶ印章を見つめたルシファーは、美しい笑みを絶やす事はなかった。

　黒い印章は巨大化し、辺りは闇に包まれる。黒船の暴露甲板から手を離したライトは立ち上がり、ゆっくりと船首に向けて顔を上げた。

　――船首の先端には、悪魔がいる。

「――誰だ」
　目の前に召喚された悪魔の背中を見て、思わず声が出たのはベリアルだった。それは悪魔でも知らない悪魔。見覚えはない。
　しかし左手に持つ黒い槍は、間違いなく闇を好む者の証。槍を見た悪魔たちは目を見開き、身を引いた。
「ロンギヌスの槍――」
　その槍を知らない悪魔など、この世にはいない。その槍こそ―― 一二年前の黒い日、人間たちが神と崇めるアステラ王国の国王と王妃を突き殺した、ロンギヌスの槍。その槍の持ち主は他でもない、ルシファーだ。
　見覚えがない悪魔が携えるロンギヌスの槍。身を固める黒船の悪魔たちだったが、ライトだけはその悪魔を知っていた。
「ファウスト……？　ファウストは悪魔だったの……？」
　闇の色に染まるタキシードに身を包み、黒いハットを手で押さえる高長身のシルエット――左手に黒い槍を持つその悪魔は、間違いなく教会で会ったファウストだ。
「その心臓は僕を呼んだ。さっき会ったばかりなのにね。ルシファーは君を待っている。あの鎖は、祓魔師エクソシストにしか切れない」
　その姿はまるで人間だ。翼はなく、手も足も顔も、人間そのもの。まるで、ライトと同じバケモノ――
「うん、行こう。僕がみんなの鎖を切るから、僕をあそこに連れていって」

　一二年前、あの戦場に果たして彼はいただろうか――悪魔たちが思う事は皆同じだった。だがどんなに記憶をたどっても、目の前の悪魔を目にした事がある者はいない。
　ファウストの目は、黒い瞳を向けるライトから、後ろに立ち尽くす悪魔に向く。傷ついた悪魔たちを見て笑い、目が止まった先にいるのは傷がないベリアルだ。
「ベリアル、ライト君を援護して欲しいんだけど。一緒に行ってくれる？」
「行くって…… どうやって……」
　ファウストはまだ遠い白船に目を向けると、タキシードの内側から赤い本を取り出した。
　闇の槍で手を傷つけ、血を流す。ライトと同じように、黒船の暴露甲板に手をついた。
「ファウストの赤い本は召喚書？」
「そうだよ、僕は君と同じ。悪魔を召喚する」
「悪魔？　――ぅわぁッ！」
　再び海面に浮かび上がる黒い魔法円。ファウストが召喚した悪魔は、海底から空を目指し、全身に闇の炎を纏い羽ばたいた巨大な〝フェニックス〟だ。
「おぉ、大きい鳥……」
「君、この子は鳥じゃない。フェニックスだ」
「あぁごめん、大きいフェニックス……」
　その大きさは、翼を広げれば黒船の全長とそう変わらない程大きい。巨大にも程がある。
「この子に乗ればすぐに追いつける」
「うん！　行こう！」
　再び白船を視界に入れたファウストは、フェニックスの背中にライトとベリアルを乗せる。黒炎を纏った悪魔は、巨大な体を浮上させ上空に羽ばたいた。

　白船からもその悪魔がよく見える。黒炎に包まれたフェニックスは、凄まじい速さで白船に迫っていた。
「来るぞ。鎖をありったけ用意しとけ」
「その眼鏡は度が合ってるのか？　あのデカい鳥はそんな鎖じゃ捕まらないぞ？」
　ヒルキヤはそれでも人間は悪魔に屈しないと信じている。この世の〝正〟は、人間であり悪魔ではない。聖軍隊の名にかけて、ここで悪魔に屈する事などあってはならないのだ。
　しかし白船に乗る聖軍隊の隊員たちは、真上に迫ったフェニックスを見て足がすくんでいた。その大きさは尋常ではない。白船を全て覆ってしまうほど大きいのだ。
「ねぇ！　あそこにルシファーがいた！」
「では降りよう」
　白船の暴露甲板を見下ろしたライトとベリアルは、顔を見合わせると、同時にフェニックスから飛び降りた。ライトの目はルシファーを捉えている。そして、騎士団長ヒルキヤの目は、真っ直ぐに黒い聖職着の祓魔師エクソシストに向けられた。

　白船に足をついたライトとベリアルの前には、白い聖職着に身を包む人間が壁を作っている。その壁は、足が震えようが、任務を遂行しなければどんな扱いを受けるかわからない、哀れな人間で出来た壁だ。もはや善悪など関係なく、その命令に従うだけの人形と化した人間の数は、六〇程。白船に乗る聖シモン騎士団の騎士たちは、総力を挙げて悪魔を迎え撃つ。
　対して巨大な黒鳥から姿を現したのは二体と一人。騎士団長ヒルキヤは、騎士たちの後ろから、今は余裕の笑みを浮かべていた。
「ここで悪魔に屈することがあれば、どっちみち生きてはいられない。死ぬ気で悪魔を捕まえてこい」
　その言葉は騎士の戦意を最高に掻き立てた。目の前の悪魔に恐れ退けば、待っているのは死だ。ならば前に進み、悪魔に聖なる鎖と聖剣をかざし、一斉に殺しにかかって来る。そんな騎士たちの姿は、ライトの目にはやはり哀れに映った。
「ベリアル、なるべく殺さないで。この人たちは自分の意思で僕たちに向かってくるわけじゃない」
「やったことはないが気をつけてはみる」
　ベリアルは〝殺さないように〟人間に剣を向けたことなどない。ライトの優しい言葉は頭の片隅に置き、大剣に黒炎を纏わせた。ライトも闇に染まる聖剣を抜き、黒炎を纏う。
「ベリアル行こう！」
　向かって来るのは六〇人の聖なる人間。それでもベリアルは怯むことなくライトの前に立ち剣先を向ける。黒い炎を纏った大剣は、人間を傷つけることなく、扱い方もままならない不釣り合いな武器だけを地に落とした。
　ベリアルはライトが殺すなと言うのなら、自分が傷ついたとしても殺さない。それはルシファーの心臓を秘めたライトの言葉。確実にその言葉とライトの身を守る。だが悪魔を捕える術を持ち合わせた聖シモン騎士団は、容赦無く聖なる鎖をベリアル向けて投じた。
「――ベリアルッ！」
　四方から一斉に放たれた鎖はベリアルの美しい翼も、黒炎を纏った大剣も無残な姿に変えてしまう。鎖が巻きついた大剣から黒炎は消え、美しい翼からは純白の輝きも消え失せた。
「――そのまま海に投げ捨ててもいい。二度と海上に上がらないように誰か一緒に沈んでやれ」
　悪魔を捕えた人間は優越に浸る。その残虐さは、もはや悪魔以上のものがある。騎士団長ヒルキヤは、同じ仲間を重石にして、ベリアルを海底に沈める気なのだ。
　――だがこの状況でも、ベリアルとライトには余裕があった。
「あいつはクズだ。ライト、鎖を切れ」
「うん！」
　ライトは闇の瞳を持ち、その胸に悪魔の心臓を秘めた祓魔師エクソシストの血を受け継いだバケモノだ。
　四方からベリアルに繋がれた鎖に、黒炎を纏った剣先を立て、まずは一つ、翼にまとわりつく鎖を切った。
「やった、切れた――」
　ライトにより砕かれた聖なる鎖は、灰となり潮風が海へと運ぶ。ベリアルの翼には純白の輝きが戻り、ライトが次に剣先を向けるのは、大剣に絡む鎖だ。守護天使の力を得て悪魔を捕える人間の唯一の術は、ライトがことごとく粉砕した。
　ライトはベリアルに守られ、ベリアルを捕えればライトが解放する。もはや人間に成す術はない。騎士たちの戦意は喪失し、自ら武器を捨て、悪魔に道を譲る。
　ベリアルとライトはその道を進み、視界の捉えたのは、騎士団長ヒルキヤ・モーセと最愛のルシファーだ。
「ルシファー！」
「ライト、カッコよかったな」
「うん！」
　ここまでの経緯いきさつを黙って見ていたファウストは一人、誰もいない大柱の見張り台で笑っている。
「みんな優しいんだなぁ……」
　誰も傷つくことなく、この戦場は終わりを迎える事ができる。囚われたルシファーと悪魔たちを開放できれば、ライトはそれでいい。誰かを殺す事はない。
　ヒルキヤの手から鎖は落ちていた。もはやヒルキヤに戦意は無いと見て取れる。ライトはヒルキヤから目を離し、ルシファーの鎖を砕くと、目に涙を浮かべて抱きしめる。
「よかった……」
「ライトを泣かせるなんて酷い人間だ。許さんぞ俺は」
「もういいよ、早く他のみんなを連れて帰ろう」
「そうか？　なら仕方がない、今回だけは目を瞑る。他の悪魔はあっちに転がってるぞ」
「あっちに…… あ！　なんて酷い！　扱いが全然違うじゃない！」
　白船の片隅にゴミのように捨てられた四体の悪魔たち。ライトは急いで駆け寄り鎖を切ると、体に突き刺さった矢を抜いた。自由の身になった悪魔たちを見て、嬉しそうに笑うライトから目を離し、ルシファーはベリアルに忠告する。
「急いであいつらをフェニックスに乗せろ。早くこの船から降りたほうがいい」
「ん？」
　落胆するヒルキヤが何かしてくる様子はない。ベリアルにはその言葉の意味は分からなかった。だがルシファーの目は白船の大柱、その上にある見張り台に向いている。
「ファウスト……変な人」
　そこには召喚されたにもかかわらず、今まで何も働いていないファウストがいる。ベリアルはファウストを気にしながらも、ライトに駆け寄り、四人の悪魔とライトをフェニックスに乗せた。
　三対六枚の翼を広げ、最後に騎士団長ヒルキヤを見下ろした堕天使は、ルシファーだ。
「この船は沈む。運が良ければ生きて岸に上がれるかもな。ザキエルはまだ死んでない。土下座して助けてもらったほうがいいぞ」
「船が沈む…… ザキエルは死んでない……？」
「ライトはザキエルが死ぬことは望まない。悪魔はライトが望まない事はしない。一人を除いては、だけど」
「お前が沈めるのか……」
　ルシファーの心臓を持つライトの言葉は絶対だ。悪魔はライトが望まない事は決してしない。ザキエルを海底に沈めたウェパルも同じだ。優しく慈悲深いライトの想いは、ウェパルにとどめを刺す事をさせなかったのだ。
　ザキエルは海中を漂い、生きている。
「おい！　ザキエルを探せ！　見つけ出せ！」
　騎士団長ヒルキヤは、船から身を乗り出しザキエルを探す。早く見つけ出さなければ、目の前のルシファーに船が沈められると解釈したのだ。身の危険を感じた人間たちは、恥を捨て、一度捨てた守護天使にも縋りつく。
　必死になる人間たちの姿ほど愚かなものはない。その姿を見て笑ったルシファーは、翼を羽ばたかせ、ライトの元へ向かった。

　海面に目を凝らす必死のヒルキヤはそのうち、とても柔らかい声を耳にする事になる――

「ザキエルは見つかったかな――」
「あぁ？」

　振り向けばそこには、見覚えのない黒いタキシードの人間の姿がある。その姿を見て悪魔とは思わないが、左手に持つ槍を見たヒルキヤは、息を飲んだ。
「ロンギヌスの槍――」
　その槍は、自らが神として崇めるものの命を奪った、ルシファーの槍。聖軍隊の隊員であれば、誰が見ても分かるほど恐ろしいものだ。
　ルシファーは、ファウストを連れて帰ってはいない。
「ライト君は優しいからすぐに帰ってしまったけど、僕はまだ帰らない」
「なんだ…… 何がしたいんだよ……」
「しばらくその愚かな姿を遠くから見ていてもよかったんだけどね、もう飽きたんだ」
「飽きた……？」
　ファウストは血が流れた指で、白船の暴露甲板に小さな魔法円を描く。白い甲板に描かれた赤い魔法円は、際立って美しかった。
　ヒルキヤが思わずその美しい魔法円に目を向けた瞬間、聖なる白船は―― 地獄と化した。
「――騎士団長ッ！　船が――燃えてますッ！」
「――なにッ！」
　悪魔が扱うものは武器だけではない。ファウストは魔法円を描き、黒い魔術を人間に見せたのだ。
「これは黒い炎をプレゼントする魔法円だ。真っ白い船には、黒い炎がよく似合う。お洒落だよ」
「なにやってくれたんだお前は！　何しに来たんだッ！」
「聞いてない？　――船を沈めるために、来たんだよ」

　悪魔でも知らない、ルシファーの心臓が呼んだ悪魔。
　その思考は黒く、優しさなど一切兼ね備えていない。

「――僕は、メフィスト・フェレス。宜しくね、もう会う事はないけれど」

　その悪魔はルシファーと同じ力を携え、同じ権力を持つ、ルシファーの影の代行役。
　悪魔にも人間にも、その姿を見せることは滅多にない。

「あれ、そういえばファウストを置いてきちゃったよ？」
「あいつはいい。勝手にどっかに消えるんだ」
　フェニックスの上で、ルシファーが言葉を返した時だった――
「――わぁッ！」
　激しい爆音とともに黒煙を上げ、黒い炎に包まれる白船は、中心部から真っ二つに両断された。船首と船尾を海面から浮かせた聖なる白船は、見るも無残な姿となり海に飲み込まれる。
「――なんでッ！　まだ沢山人が乗ってるよッ！」
「その情けは今はかけるな」
「どうしてッ！　だってみんなが悪いわけじゃないじゃないッ！」
「今は自分が助かって、仲間が無事でいた事の方が大事だ。敵味方の区別くらいは、この先つけられるようにしといた方が身のためだぞ」
　とても生きてあの船から出られそうもない光景を目の当たりにした。これが悪魔を敵にした人間の末路であり、ライトがこの先進む〝正しい道〟に訪れる試練だ。

　今はまだライトには、酷い人間の死がわからない。
　優しく慈悲深いライトが、敵に情をかけ生かしておけば、自分の大切なものを失う事になりかねないのだ。今は分かるわけもない。

　――それは失って、初めて気がつく事だった。
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　砂浜にいるイルーナとイルの目にも、白船の無残な姿は見えている。黒煙を上げて海に消えようとしている白船に背を向ける幽霊船が近づくと、二人は不安げな表情を浮かべ、全員の無事を祈った。
　黒船から降りたライトは沖に目を向け、複雑な心境を顔に出し、考える。
　この争いで何を得たのか―― 得られたものなど何もない。
　多くの死と、負傷した悪魔を生んだだけだった。
「ライト、イルーナの雰囲気が随分変わってるぞ」
「ん？　――あぁッ！　髪が短くなってる！」
　イルーナは腰まであった金髪の髪を肩まで短くして、ライトの無事を祈り待っていた。傷のないライトを見て笑ったイルーナは、今までと少し雰囲気も違う。驚いたライトはすぐに駆け寄り、イルーナの髪に触れた。
「どうしたのイルーナ…… 髪がなくなちゃった……」
「うん、見張り台まで矢を飛ばしたくて、ウェパルと契約を結んだの。代償は、髪だった」
「弓を落としたのはイルーナだったの…… ザキエルの翼も……？」
「そうだよ、みんなを守れるなら髪の毛くらいあげちゃう。ライトに傷が無くてよかったよ」
　ライトの整った綺麗な顔に手を当てて、傷が無い事がわかると、イルーナは眉毛を下げて笑う。大切なものを守る為に強くなったのは、イルーナだ。その強さは、ライトにはないものだった。
「あれ！　傷がある子がいるね！　可哀想に…… 手当をしてあげなくちゃ！」
　イルーナは短くなった髪を揺らし、傷ついた悪魔の元に走る。
「僕は…… 何をしてあげられたかな」
　綺麗な髪を失わせてしまったという事は、ライトがイルーナを守れなかったという事。ライトはそれが、心に刺さった。
「僕は何も…… ん？　あれ…… ベリアルがいない」
「ベリアルならウサギになって、イルーナの胸の谷間に飛び込んで行ったぞ」
「イルーナの胸の谷間に…… それが聖地…… そこは秘境…… クソッ……」
　少しだけ殺意を抱いたライト。今ならベリアルを殺せそうだった。

　悪魔の手当てが終わると、イルはライトとイルーナを連れて宿に戻る。アンデッドの母親を失ったイルは、きっと悲しみでいっぱいだろうと察したが、イルの表情は予想に反し、明るかった。
　時は夕刻。部屋に食事を運んできたイルは、出会った時よりもすっきりとした顔を向け、テーブルに色鮮やかな食事を並べる。その顔は、どこか嬉しそうにも見えた。
「ねぇイル、お母さんにはもう会えないのに、随分明るいんだね？」
「きっと踏ん切りがついたんですよ。それに、ウェパルは悪い子じゃない。もう一二年も一緒に過ごしてきたから、これからもウェパルと一緒に暮らそうと思って」
「ウェパルは可愛い人魚だったね。でもどこで暮らすの？　ここで悪魔と一緒には暮らせないよ？」
「アンデッドの村で暮らそうと。行った事は無いけど、明日黒船が帰るから、一緒に乗せてもらうんです」
　アンデッドの母親は本当の母親ではない。この一二年間一緒に暮らしてきた大切な人は、母親ではなく悪魔だ。イルを優しく見守り、寂しさを取り除いてくれた最も大切に想う人は、母親ではないという事にやっと気がついた。
　イルは母親にしがみつくことをやめて、これからもウェパルと一緒に暮らすことを決めていたのだ。 
「ライト、私たちも一緒に船に乗せてもらおうよ。アンデッドの村に行こう」
「そうだね、そこにはきっと、沢山の悪魔もいるだろうし」
「確か、アンデッドの村にいる死霊術師ネクロマンサーは〝ムルムルさん〟て言ってたかな……」
「〝ムルムルさん〟？　変なの……」
　人間が知らないアンデッドの村。そこは一二年前の黒い日、酷むごい死を遂げた人間の皮を被った悪魔が暮らす村。ライトはそこに、最愛の両親の姿があると期待して、今日はルシファーと一緒に眠った。
　そしてウサギの姿から戻ろうとしないベリアルは、お風呂上がりのいい匂いがするイルーナと一緒に眠った。

　――深い眠りについていたライトは、ドアが閉まる小さな音を聞き、目を覚ます。まず目に入ったのは、一緒に眠るルシファーの綺麗な顔。体を起こしたライトは目をこすり、暗い中隣のベッドに目を向ける。
「イルーナ……？」
　いたのは黒いモフモフの小さなウサギだけだった。
　外はまだ暗い。夜が明けるにはまだ時間がかかる。夜の闇は人間の心も黒くする。人が多いこのエフェソスの夜を、女の子が一人で歩くには余りにも危険が多かった。
　イルーナが部屋を出たと察したライトは上着を羽織り、一人部屋を出る。
「もしかして、傷がある悪魔を心配したのかな……」
　ライトは黒船が停泊している砂浜へと足を向けた。宿からは遠くない。程なくして砂浜が視界に入るが、そこにイルーナがいる様子はない。
「あれ？　誰か海から上がってきた……こんな夜中に？」
　代わりに目にしたのは二人の人間の姿。明らかにイルーナではない事はすぐにわかったが、目を離そうとしたライトは、動きを止めた。
「おかしい…… 人、じゃない……？」
　海を出た一人は立ち上がり、もう一人を引きずり浜にあげている。その背中には、翼があった。しかし――
「右翼がない…… ザキエルだ」
　ザキエルはやはり生きていた――
　人間を救おうと、必死になる姿はライトの胸を打つ。迷う事なく、ライトはザキエルの元に駆け寄った。
　黒船を遠ざけ、人の目につかない林の中に身を潜めたザキエルは、安堵する前に黒い聖職着を目にする事になる。それはルシファーの心臓を持つライト。表情は険しく変わり、ザキエルは腰に下がる長剣を握る。
　だがライトは表情を変えず、聖剣に触れる事もない。無くした右翼に哀れんだ目を向けて、後ろに横たわる人間に目を移した。
「ヒルキヤを助けたの……？」
　その人間は、間違いなく聖シモン騎士団の騎士団長、ヒルキヤ・モーセ。傷を負い、立派な聖職着は汚れ、所々破れている。気を失ってはいるが、生きているようだ。
　ファウストが生み出したであろう黒い業火の中、沈みゆく両断された白船から、ザキエルはヒルキヤだけは救ったのだ。
「守護天使は何があろうと、命をかけて守護する」
「でも…… ヒルキヤはザキエルを救わなかった」
「だからと言って僕に他に生きる道はない。生かされたのなら、どんな扱いを受けようとこいつを守護しなければならない」
「そんな……」

　――あの時、とどめを刺しておけばよかった。

　哀れな天使を生かしておく事は、命がある間、酷い扱いを受け続ける事になるという事だ。その命を繋いでしまったライトは〝終わらなければならない命もある〟という事を初めて知る。
　本当に優しいのなら、勇敢に戦い、戦場で立派な死を遂げさせたかもしれない――生きている事が幸せだとは限らない。
「僕は優しさを履き違えていたのかもしれない。ザキエルは、勇敢に戦って死ぬべきだった」
「もう遅い。遅く気がついたが故に、失うものが大きい事を思い知れ」
「失うものが……」
　ザキエルは茂みにヒルキヤを寝かせ、ヒルキヤの元を去る。一度裏切られた憎しみを抱えながら、これから先側にいる事は選ばなかった。
　右翼を無くし、それでも死ぬ事を許されなかった。神と崇める国王がいる、天空の城に帰る事が出来なくなった守護天使の末路は、人間と悪魔が対立する地で、身を隠して生きる他なかった。
　美しい天使は、その美しさを誰にも見せる事なく、もう空を舞う事も出来ない。それはザキエルにとって、死ぬ事よりも辛い生きる道となった。

　情けはかけるな――今ならルシファーの言葉の意味もよくわかる。
　優しさは、誰かを救うとは限らない。

「ライト？」
「えぇ……？」
　俯いて林の中から出たライトに声をかけたのは、イルーナだった。過ちに気がついたライトは落ち込んだが、イルーナの顔を見ると元気が出る。
「ライト…… どうしたの？　眠れなかったの？」
「イルーナが一人で部屋を出たから探しにきたんだよ。どこに行ってたの？」
「あぁ、昼に船で流された時ね、金貨が入った籠を置いてきちゃったの。どうしても気になって見に行ったら、ちゃんとあった」
　薬を売って手に入れた十枚の金貨が気になって仕方がなかったイルーナ。眠れないほど気になっていた。
「そうだったの…… でも一人は危ないよ？」
「優しいね、ライトは。じゃぁ手を繋いで帰ろう？　そしたら誰も声をかけないよ」
「うん」
　共に幼い頃に両親を亡くし、寂しさと憎しみに耐え、生き抜いてきた二人。共に支え合い横にいる事は、それだけで救いになった。
　しかしライトは、イルーナが孤児だという事は知らなかった。思い返してみても、ルシファーと出会いエインの町を出る時までは、イルーナの両親は確かに生きていた。
「ねぇ、イルーナはどうして孤児になったの？」
「うん、お父さんはライトが町を出てすぐに病気で亡くなったの。お母さんは…… 殺されちゃった」
「――殺された？」

　全く予想していない言葉が返ってきた。
　イルーナの両親は優秀な薬師であり、このエノク王国の国王に薬を献上するほどであった。王族はこの薬しか使わず、これまで安泰を貫いていた。
　どれほど記憶をたどっても、人の怨みを買うような母親ではない。親切な母親は、両親を失ったライトを気にかけ、食べ物を与え救ってくれた恩人でもあるのだ。
「五年前、一二歳の頃、お母さんと薬草を摘みに森に行ったの。そしたらエノク王国の二番目の王子様が怪我をして泣いていて、お母さんが手当をしたんだけど……」
「二番目の王子様……？　確か亡くなったんじゃ……」
「そう。二番目の王子様は翌月に亡くなったの。死因は病だったけど、あの日、怪我の手当をしたお母さんのせいだと責められた」
　この南の大地〝エノク王国〟の現在の国王はナグ・マハディ。ナグの弟であるバルク・マハディは五年前、病を患い死んだ。
　当時の国王であった父親は、悲しみのやりどころを求め、森で傷の手当をしたイルーナの母親である、リサ・エレミヤが病を運んだとして、処刑をしたのだ。
　これまで献上していた薬を全て燃やし、エノク王国はエレミヤ家との関係を断ち切った。
　母親の亡骸は帰ってくる事もなく、イルーナは最愛の母親と余りにも突然で、理不尽な別れをする事になってしまった。
　悲しみくれるイルーナはこの五年間、この国を恨み、憎んだ。だがそれでも腐らずに、たった一人で強く生きてきたのだ。
　胸に思うのはいつもライトの事だった。たまに届くライトからの手紙は、イルーナにとって唯一の心の支えとなり、それはライトにとっても同じ事。
　足を止めたイルーナは初めて胸の内を明かし、目に涙を溜めた。今まで溜め込んだ寂しさも悲しみも、ライトの優しさに、この時は全て救ってもらいたかった。
　ライトはイルーナの悲しみも憎しみも全て受け止める。その痛みが誰よりもよくわかっている。
　今日だけは男らしくイルーナを抱きしめて、短くなった綺麗な髪を撫でた。
「沢山我慢したね。でも大丈夫。僕はもう、優しさを履き違えない」
「えぇ……？　なぁに？」
「僕はイルーナを一人ぼっちにしないよ。僕は強くなって、何があっても、イルーナを守るからね」

　時が流れ、成長した今、お互いの存在はお互いの胸に大切な人として刻まれる。
　死ぬまで一緒にいてもいいと思うほど、大切な人。

　ライトは悲しさを見せない強いイルーナを優しく抱きしめて、〝必ず守る〟そう約束した――
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「ベリアル、ライトとイルーナがいない」
「んー、ん？　……あれ、お散歩ですかね？」
「もしかしたらベリアルの聖地はライトの手に落ちたかもしれない。二人でいなくなるなんてそうとしか思えない」
「ライトがそんな大胆な奴だったとは…… 今まで聖地を知らずに生きてきたのですか…… だからこんな無茶を……」
「まさか…… 一七歳だぞ。知り尽くしてるだろ」
「やだそんな…… 知り尽くしてるだなんて……」

　――翌朝、目を覚ましたルシファーとベリアルの横には、ライトとイルーナがちゃんと寝ていた。
　アンデッドの村に帰る黒船が出港する時間は早い。ルシファーはライトを起こし、いつものように向かい合わせに座り、綺麗な白い髪を梳かした。
「ねぇルシファー、僕のお父さんとお母さんはアンデッドの村にいるかなぁ」
「そんなに会いたいのか」
「うん…… もう一度会いたいよ」
　死んだ人間が蘇る事はない。だがその姿を見られるのなら、たとえアンデッドだったとしても、縋りつき思い出に浸りたい―― 最愛の両親の姿が見られる事を期待したライトは、逸る気持ちを抑え、まだ横になっているイルーナに目を向ける。
「イルーナも起こしてあげないと。女の子は準備に時間がかかるから…… あれ、なんでベリアルは僕を睨むの？」
「うるさい。聖地を知り尽くしている悪党め」
「何の事？　よくわからないけど、今後イルーナと一緒に寝るのやめてよね。僕だってまだ一緒に寝たことないのに……」
「イルーナとは、だろ。ライトとは絶対に一緒に寝かせないぞ。全く信じられん奴だ、この堕天人間が」
「えぇ？　なに怒ってるの？　……まぁいいよ、僕なんか小さい頃、よくイルーナと一緒にお風呂に入ったし」
「――ッ！」
　夜中に不意に放たれたルシファーの一言はベリアルにあらぬ妄想を与えてしまった。その結果、ベリアルの中でライトはとてつもなく嫌な奴となり、たった今、ライトに負けて泣いた。






悪魔と契約を結んで祓魔師になった僕の旅


　If I Became To Devil,I Love You.


　小屋の扉を開けたライトの目に入ったものは、考え込むイルーナの姿。会いたくて仕方がなかった母親に会えるという吉報を受け取ったにもかかわらず、素直に喜べないイルーナの顔は、ライトが予想した通り今にも泣き出しそうな面持ちだ。
（綺麗な顔が台無しだなぁ……）
　最愛の母親がいるエノクの城に行くことに、不安や遠慮があるのなら、ライトは迷わず優しく取り除く。

「もしかして、僕に気を使ってる？」
「ライト……」
「悩む事ないよ？　僕はハデスに行く。イルーナはエノクの城に行っていいんだよ」

　ライトはイルーナがアンデッドの母親に出会ったとしても、綺麗な心を失わないと確信している。






悪魔と契約を結んで祓魔師になった僕の旅
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――南の大地、エノク王国。

　決して大きくはないこの大陸。中心に位置するエノクの城と城下町は、城の背面に当たる北側から城下町を含めて、沢山の緑で囲まれている。
　大きな町の入り口は常に堅く閉ざされており、高い石積みの塀と鋼鉄の扉が守っているものは、多くの町人と、国王であるナグ・マハディだ。ナグは警戒心が強く、安易にこの城下町に他所者よそものを入れる事はない。
　なぜなら城には、いてはならないモノがいるからだ。

　この日、城下町には白い聖職着の人間が多かった。聖なるものを信仰し、神と崇める人間を崇拝する白い人間たち。
　それは今や、誰が見てもわかるようにまでなった、聖軍隊の隊員だ。
　堅く閉ざされているはずのその扉は開け放たれ、数多くの聖軍隊の隊員を迎え入れていた。

「――アガリアレプト大変だ！　騎士団長に呼び出しをくらったぞ！　お前の事がバレたんじゃないか！」
「……違うぞゼロ、それはいつもの事だ。お前が仕事ですぐミスるから騎士団長が怒っているだけだぞ」
「……おぉ、そうかな…… ならいいんだけど……」
「気がついているとは思うが、お前には騎士団など向いてない。やめた方がいい」
　集まった聖軍隊の中には、聖ユダ騎士団の隊員、アガリアレプトに取り憑かれた、ゼロ・バルカスの姿があった。
　旅に出るライトと別れ、アガリアレプトと共に騎士団に戻っていたゼロは、今もまだ聖軍隊の動向を探っている。
　堂々とアガリアレプトを連れ回して歩いてはいるが、アガリアレプトの姿は人間には見えてない。敵陣の内部に潜入し、機密を明らかにする事が出来るのは、その姿を消すことができる力を有しているからだ。
「あぁ〜あ、今日もお説教か。嫌だなぁ…… 俺なんて戦うのが仕事じゃないのに、何を毎日怒られてるんだか……」
「そういえば、ゼロが武器を持っている姿など一度も見たことがない。お前給料泥棒だろ」
「嫌なこと言うなよ。俺は戦えるような階級じゃないんだ。騎士団には三つの階級があるけど、俺一番下っ端だし」
　聖軍隊は一二騎士団から成り立ち、四つ国をそれぞれ三騎士団が管轄している。志願者は簡単な試験を受けると、肉体を作り上げ、戦術を学びながら下階級から入団する事になる。
　ゼロの階級はまだ〝聖職者プリースト〟。

〝聖職者プリースト〟は三つの階級の最下階級であり、騎士団の僧侶にあたる階級だ。
　白い聖職着の胸に掲げられた十字架は銅の色であり、役割としては宗教的な祈りを捧げたり、書類の作成、伝達業務などの裏方がほとんどだ。

　武器を持ち、戦えるようになった者は〝修道士ブラザー〟へと昇級する。最も一般的な階級であり、人数も多い。
　執事や護衛、従者など、様々な役割を担っており、召喚士や祓魔師エクソシストなどの血を受け継ぐものは、騎士団に入団すると修道士ブラザーとして任務を遂行する。
　胸に掲げる十字架は銀の色だ。

　騎士団の最高階級は〝騎士ナイト〟であり、修道士ブラザーから成り上がった強者だけがその称号を手にすることができる。胸に掲げる十字架は金の色。
　人並外れた信仰心の強さと鍛錬、そして〝受け継がれた血〟が流れている事、騎士ナイトの称号を手に入れる為にはそれが絶対条件だ。

　各騎士団の騎士団長は、騎士ナイトの中でも優秀な人材が抜擢され、もちろん受け継がれる血が流れた人間であると言える。
　その傍らには守護天使の存在があり、聖なる力を得た特別な血は、悪魔と並ぶ力があると言われている。しかし現在、その騎士団長に一人だけ例外がいる。
「聖シモン騎士団の騎士団長、ヒルキヤ・モーセだけは何の血も受け継いでいない人間だ」
「何でそいつだけただの人間なんだよ」
「ヒルキヤは、エノク王国の国王であるナグ・マハディの親友だとか。ナグが国王になった時、騎士ナイトに任命されたんだ」
「えこひいきもいいとこだな」
「まぁ俺には関係ないよ。今後も最も安全な事務職で安泰を貫きたいし、誰が騎士団長になってもそう世の中変わらない」
　一国を管轄する三騎士団を統括してるのは一国の王。〝総長グランドマスター〟とも呼ばれるこの国トップは他でもない、ナグ・マハディだ。
　聖軍隊聖シモン騎士団の騎士団長ヒルキヤ・モーセと、エノク王国の現国王ナグ・マハディには深い縁があるとされる。
　その騎士団長とライトに何があったのか、ゼロはまだ知らない。そんな呑気なゼロに上を目指す心得は皆無だ。
　少し呆れながらもこの一二ヶ月、アガリアレプトは陽気に笑うゼロの側を離れたことは一度もなかった。

　一二ヶ月―― 
　あの小さな小屋でライトに世界地図を手渡してから、一二ヶ月の月日が経っていた。

　城下町からエノクの城に足を踏み入れたゼロは、この国の国王に会いに来たわけではない。所属する聖ユダ騎士団の騎士団長、ラビ・ゼカリアに呼び出されたのだ。
　アガリアレプトがエノクの城に入るのは初めての事。だがゼロは、中に入るなり現れる十字の通路を迷う事なく右へ進む。通路の一番奥には、騎士たちの訓練場があるのだ。
「ゼロはこの城にゆかりがあるのか」
「何度も来てるよ、まぁ〝昔〟は、だけど。以前は聖ユダ騎士団がこの町を管轄してたんだ。国王が変わってから、高い塀と頑丈な扉が作られて、俺たちはお役御免になった」
「人間は高い塀と扉があれば、悪魔から身を守れるとでも思っているのか」
「さぁ、どうだか。案外ここの国王は、人間の方が怖かったりするんじゃないかな」
「へぇ、〝腐った人間の臭い〟はゼロにもわかるんだな」
「城に入ってから異臭がすごい。俺はすぐにわかったけど、みんな気がつかないのかな……」
　この城に住まう、いてはならない者の存在―― それにはすぐに気がついた。それが誰なのか知る時、ゼロは全く予想していなかった再会を果たす事になる。

「失礼しまーす。おじゃましまーす」
ドアを開けたゼロが目にしたものは、聖ユダ騎士団の騎士団長、ラビ・ゼカリアの呆れ顔。
（なんだあの顔。せっかく来てやったのに……）
　仕事ができないゼロが、いつまでも聖軍隊の隊員として給料がもらえているのは、騎士団長のおかげと言ってもいいほど、ラビは温厚で人がいい。
　しかしそのラビを度々怒らせ、こうして呆れた顔を向けさせることができるゼロは、正に聖軍隊のお荷物と言っても過言ではないのだ。
「ゼロ君…… 騎士団長がいる部屋に入るのに〝おじゃましまーす〟はダメだよって、僕もう五〇回くらい言ったと思ったんだけどなぁ」
「え、そうでした？　ごめんなさーい。で、今日は何のお説教ですか？」
「自らお説教と…… さては何か思い当たる節があるのかな？」
「いいえ。何が間違っているかも自分にはさっぱりわかりませんから」
「おぉ…… まずは座ろうか」
　ラビは温厚である。最下階級である聖職者プリーストが、騎士団長ともあろうラビと二人きりで話をすることなど、本来であればあまりない事だ。
　しかしラビの顔は優しく、階級が低いゼロを見下す様子も全くない。開き直る失礼極まりない出来損ないの聖職者プリーストを前にしても眉毛を下げ、瞳が見えなくなるほど目を細めて優しく笑うことができる。それが、いつものラビの顔だ。
　綺麗な銀髪は長く、いつも眠る時以外は、頭の上でお団子を作っている。後れ毛が少しだけ垂れ下がるうなじや、白い肌、優しく笑う瞳を見ていると、まるで女性のように見える事があると話す者も少なくなかった。
「ゼロ君、今日はお説教じゃないんだよ。僕がゼロ君に話したい事があったんだ」
「え、そうなんですか？　騎士団長がお説教以外に、出来損ないの自分に何の用があるんでしょうか」
「おぉ…… 僕はゼロ君を出来損ないだなんて思った事はないよ。今日はね、一つゼロ君に任せたい任務があったんだよ」
「わざわざ聖職者プリーストの自分に、ですか？　他の隊員の方が仕事ができると思いますが」
　仕事ができない愚か者だという事に自覚はある。それなのに、騎士団長直々に任務を与えるという事は、余程面倒な内容なのだろうと察したゼロ。あからさまに嫌な顔を向けている。
「いやいやそう言わずに…… この任務を全うした暁には、ゼロ君を修道士ブラザーに昇級させてもいいと思ってるんだ。聖剣を握ってカッコよく戦うんだぞ？　いいだろ〜」
「嫌です。自分は事務職が好きです。命をかけて危ない戦場には行きたくありません。他を当たってください、失礼しまーす」
「あー待って！　なんて向上心のない奴…… 何でこの仕事選んだの、勿体無い……〝特別な血〟を受け継いでいるのに……」

「――え？」

　ゼロには一つだけ、誰にも話していない隠し事がある。
　騎士団長ラビ・ゼカリアは、それを見抜いていた。
「僕はずっとゼロ君を見てたから、わかるんだ」
「バレた……」
〝受け継がれる血〟の継承者は今、聖軍隊にとって喉から手が出るほど欲しい人材。普通の人間には流れる事がないその血が、召喚師や祓魔師エクソシストを生むのだ。
「さぁゼロ君、何の血を継承したか、自分の口から言いたまえ」
「嫌です」
　受け継がれる血を継承した隊員となれば、階級も変わり、報酬も変わる。優遇されると分かれば、血の継承者は自らこぞって聖軍隊に志願する世が、今だ。
「お給料跳ね上がるよ？　可愛い奥さんは大喜びだ」
「奥さんが大喜び？」

　少し惹かれる。

「あぁそうだとも。お給料が上がって悲しむ嫁はいない。今よりいっぱいキスしてくれるよきっと」
「えぇ…… キスいっぱい……」

　だいぶ惹かれた。

「ほら見て？　この金色の十字架。カッコいいでしょ？　特別な血を継承したゼロ君は、騎士団長になることも夢じゃないんだ。やればできる」
「金色の十字架…… 自分も騎士団長に……」

　限界が近い。

「そうだよほら、この胸の十字架、特別に触っていいよ」
「えぇ…… じゃぁちょっとだけ……」

　騎士団長ラビ・ゼカリアの胸には、騎士ナイトの称号である金色の十字架が輝いている。それは聖軍隊の隊員であれば誰もが憧れる輝かしい称号だ。
　すば抜けた向上心の無さが売りのゼロだとしても、その胸に輝く金色の十字架には触ってみたいもの。
「綺麗だなぁ…… 金色に輝いてる……」

　手を伸ばし―― 触れた――

「わぁ、すごく…… 柔らかいんですね？　……むぎゅむぎゅできるなぁ」
「ゼロ君、おっぱいをむぎゅむぎゅしていいとは言ってないぞ？」
「えぇ？　コレなんですか？　なぜ騎士団長におっぱいが……」
「ゼロ君、それは僕が、女だからだよ」
「――ッ！」
　知らなかった。まさか金色に輝く十字架のありかが秘境であるとは思ってもみない事。実にラッキーである。
　しかし――
「ゼロ君おっぱいむぎゅむぎゅしちゃったから、僕のお願い聞いてよね」
「えぇ……」
　お粗末な話だが、女の武器を使われては仕方がない。これには一本取られたとゼロも苦笑いを返し、騎士団長ラビの任務を受けた。

　部屋から出たゼロを待っていたのはアガリアレプトだ。アガリアレプトは守護天使を警戒し、部屋には入らない。それはいつもの事。
「あいつ女だったな」
「あぁ。おっぱい触っちゃったよ」
「でも怒られなかったよな」
「触って欲しかったんじゃないか？」
「怒られるぞ」
　ゼロの足は城の出口には向いていない。部屋の隣にある訓練場に向いていた。
　扉を開けた先は、砂埃が舞う野外。城の中ではあるが、騎士訓練場は、中庭のような作りになっていた。
「よしよし、誰もいないぞ」
「珍しい…… なにを訓練するんだ？」
「うん、騎士団長から直々に任務を任された手前、絶対に失敗できないだろ？　だから少しだけ体を慣らしておこうと思って」
「慣らす…… ゼロの血は祓魔師エクソシストの血か？」
「ちがーう」
「じゃぁ召喚師か」
「ちがーう」
「はぁ？」
　聖軍隊の落ちこぼれ、ゼロ・バルカスは、普通の人間には持ち合わせない特別な血を継承した者。アガリアレプトに向けたその顔は、依然呑気に笑っているが、両手は地につけられていた。
「何してる？」
「一つ人形を作ってみよう」
「人形……？」
　ゼロは瞳を閉じる―― 意識は両手に向けられ、変化はすぐに現れた。
「土……？」
　ごく小さな範囲ではあるが、手をついた地はまるで生きているかのように動き出し、小さな人の形を作る。それは地面と同じ物質で作られた、土の人形だ。
　手のひらに土の人形を置いたゼロは、その出来に納得の表情を向ける。
「ふぅ…… なんとか出来たみたい」
「なんだお前、錬金術師か」
「そうだよ、俺には錬金術師の血が流れてる」
「へぇ…… 割とすごいな」
　目の前にある物質を別の物に生まれ変わらせる力を持つ者―― それが〝錬金術師〟だ。
　その人口は、召喚師や祓魔師エクソシストよりもはるかに少なく、聖軍隊の隊員にも錬金術師の血を継承した者は、一人しかいない。
　それが、聖軍隊聖ユダ騎士団の騎士団長、ラビ・ゼカリアだ。
「騎士団長が錬金術を扱えるだなんて知らなかったなぁ。なんか親近感が湧いたから、今回ばかりは責任持って任務を遂行しなきゃ」
「ちょうどいい。特別な任務に機密事項はつきものだ。何かわかれば、ライトに手紙が書ける」
「書いたって、旅してるのにどこにいるかわかんないだろ？」
「俺には〝使い魔〟がいる。そいつに持たせれば必ずルシファーの元に行く」
「パシリだな！　じゃぁ何としても報告したい事が早速ある！　手紙を書こう！」
　アガリアレプトは地面に小さな魔法円を描いた。その魔法円から現れたモノは、カラスほどの大きさの黒いうさぎのような、コウモリの翼を持つ黒い塊。
「えぇ…… これが使い魔？　小さいなぁ」
「小さいがれっきとした悪魔だ。ちゃんとお願いしないと喰われるぞ」
「えぇ！　……あぁ、手紙を書くから、ルシファーと一緒にいるライトさんに渡して下さい…… お願いします……」
ゼロは小さな黒い塊に向かい、土下座した。
「わかりまちたよー！」
「可愛い……」
　落ちこぼれ隊員ゼロが、騎士団長から直々に命を受けた任務は、一ヶ月後に行われるエノク王国百年目の建国祭における〝国王陛下ナグ・マハディの護衛〟だ。
　なぜその重要な任務をゼロが任されたのか、呑気なゼロには疑問すら浮かばない。頭に浮かんでいるものは、別のものだった。

　この国を管轄している聖軍隊の三騎士団は、建国祭に向けて徐々にこのエノクの城に集まっている。そのおめでたい日、このエノクの城に姿を見せる大物が、一人いるのだ。
　頭は、その人物の情報で満たされている。

　ゼロは部屋に帰ると嬉しそうに筆を走らせた。
　宛名は〝ライト・リンダム〟―― 一ヶ月後に行われる建国祭に、アステラ王国の国王、アイル・リザードバーグが訪れる事を、記した。


　　２


　――エノクの城、騎士訓練場。

「ゼロ君、あと百回くらい土の壁を作れたら今日は帰ってもいいよ〜」
「はぁ…… 百回…… 自分もう集中力切れたんですけど……」
　聖軍隊聖ユダ騎士団所属、ゼロ・バルカス。 
　騎士団長ラビの命を受けた後、かれこれ一週間ほど朝から晩までマンツーマンで錬金術の指導を受けている。
　最下階級である聖職者プリーストの隊員が、騎士団長に直接指導を受けられるという事は異例と言ってもいい程であり、ありがたい事である。
　だがヘタレのゼロはやる気がなく、退職を考えるほど追い込まれていた。
「ドドーンッ！　と大きな壁くらい作れないと国王陛下はお守りできないでしょ」
「デカい壁なんて…… いくら錬金術師でもそんな大きな壁は作れませんよ？　自分そんなの見たことがないです」
　任務はエノク王国の国王陛下、ナグ・マハディの護衛だ。任された以上どこの誰であっても、どんな相手であろうと、近づく者から身を呈してナグを守らなければならない。
　ゼロは戦うことは出来なくても、錬金術を操り守ることが出来る。
「錬金術は材料となる物質の量が多ければ多いほど作り上げられるものも大きくなる。即ち、この騎士訓練場の地に広がる〝土〟の分量と同じ分量の壁を作れるという事だ」
「そんなの騎士団長できるんですか……？」
「僕？　さぁ、できるかなぁ……？」
（できないのに……）
　ラビは今日もにこやかに笑っている。厳しくはないが、この訓練場から決してゼロを逃さない。目的が達成できなければ、優しく笑いながら出来るまでやらせる。それがラビの指導方法だ。
　だがゼロは言われた事をやるだけであり、それ以上の努力はしない。ラビがどれほどの錬金術を扱う事が出来るのか、その目で見たことがない故、何を言われても話半分で聞き流してしまう。おそらくラビは大したことがないのでは、そんな事も頭を過っていた。
「騎士団長ができない事を俺が出来るわけありませんよ。もし出来るなら、俺も頑張らないことはないですけどー」
「あ、そう？　それじゃぁ一つ僕も土の壁を作ってみようかな」
　ラビは相変わらず笑っている。頭の上のお団子を揺らしながら訓練場の中央に立ち、ゼロに向けて陽気に手を振った。
（呑気なもんだ…… あれですごい奴だったらそれこそ尊敬する……）
「ゼロ君〜、見ててよ〜」
「はいはーい」
　ラビは袖をまくり、初めて腕を露わにした。女性らしい美しい右手は、地につけられる。
　いつも優しく笑う瞳は一瞬、柔らかさが消えたようにも見えたが―― その瞬間、ゼロはバランスを崩し倒れた。
「――ッ！　ちょっとッ！　どうなってんすかコレッ！」
　訓練場の地は海のように波を打つ。とても足をついて立っている事は出来なかった。土は命を宿したように蠢うごめき、ラビの元に集まると、瞬時に壁を形成する。
「早い…… 嘘だろ……」
　とても信じられない早さなのだ。
　ゼロは錬金術師としての自分の力量はわきまえている。だが今まで比べることが出来なかった。錬金術を自在に操る人間と初めて出会い、その力の差を見せつけられたのだ。
　ゼロが操る錬金術と比べると格段の差は明らか。騎士団長ラビは、右手の一本だけで巨大な土の壁を作り上げた。
「ゼロ君、僕の壁は鉄壁だよ。君にも是非、これだけの物を作り上げられるようになってほしい。建国祭の前日までに、だ」
「はぁ…… バケモンだ騎士団長は……」

　ラビ・ゼカリアは女でありながらその美しさを隠し、聖軍隊入隊六年後、二四歳で騎士団長に成り上がったかなりの強者だ。歴代騎士団長の誰よりも早く、誰よりも若くしてその称号を手に入れている。

「あの騎士団長は厄介だ。 あんな壁作られたら何も出来ないじゃないか」
　ラビが鉄壁の壁を生み出す光景は、城の片隅からアガリアレプトも見ていた。
　そしてもう一人――

「――ラビは強いよ。優しくて強い女の子だ。もっと近くで見てみなよ、綺麗な顔してる」

　アガリアレプトが耳にしたのは、若い男の声。
「ナグ・マハディ」
　目を向けた先にいるのは、高貴な容姿の若き王だ。
「正解、僕がナグだ。君は守護天使にはとても見えないけど、どっから入ってきたのかな」
　城の中にいてはならない厄介者―― ナグの目の前にいるのは、胸に逆向きの十字架を掲げ闇を放つ悪魔だ。
　ラビの錬金術を目の当たりにしたアガリアレプトは姿を消すことすらしていない。とっさに目はナグの腰に向く。武器を持っているのなら殺すことも考えた。
　しかし国王陛下ともあろうナグは丸腰であり、たった一人―― いや、もう一人いた。
「アガリアレプト？――」
　ナグの後ろから名前を呼び、顔を覗かせる若い女が見える。
　どこか見覚えのある顔―― しかし見た所ナグが連れて歩くだけあり、その容姿から城下町に暮らす町人には見えなかった。
　王女や女王と言うには控えめだが、明らかに綺麗すぎる洋服に身を包んでいる。アガリアレプトは城の関係者に姿を見せた事はない。女には、鋭い眼光を向けた。
「誰だ」
「……イルーナ。ライトの小屋で、一度だけアガリアレプトに会ったことがあるよ」
「イルーナ……？　ライトの小屋……」
　ライトに召喚されたあの日、ライトの背中にひっそりと身を潜めて目を向けていた若い女。
　美しい金髪の髪は少し長さが足りないが、あの日と同じように背中に張り付いて悪魔と目を合わせる仕草は、アガリアレプトの記憶と重なった。
　それは間違いなく、イルーナ。
「もしかして、ゼロもここにいるの？」
「ゼロは騎士団長と共に訓練場にいる」
　その言葉を聞いた瞬間、イルーナは騎士訓練場に走った。ゼロにはどうしても聞きたい事がある。
　残されたナグは目の前の悪魔と目を合わせ、言葉を出す事はない。先に口を開いたのは、アガリアレプトだ。
「悪魔を厄介払いしなくていいのか」
「僕は悪魔が嫌いじゃないよ。ムルムルには世話になってるから」
「ムルムル？　……なんて悪趣味な奴。どおりで死臭が充満してるわけだ。死体を人形にして城を徘徊させてるのか」
「まぁ最近まではね、それより今日はもう城を出たほうがいい。守護天使が来るよ」
「あの騎士団長の守護天使は誰だ」
　守護天使は姿を見せてはいなかった。ゼロもアガリアレプトも、その存在を確かめられなかったのだ。
「ラビの守護天使は〝サリエル〟だ。大鎌を扱うサリエルは〝邪視〟を持つ。その目で睨まれれば、隠し事は出来ないよ」
「サリエルは俺が最も嫌いな天使だ。最悪」
　あからさまに嫌な顔を向けるアガリアレプトは、少しゼロと似ている。
　騎士団長ラビ・ゼカリアの守護天使サリエルは、死を司る大鎌の持ち主。その大鎌で狩るものは肉体ではなく、魂そのものだ。斬られれば人間も悪魔も即死する。
　〝邪視〟と呼ばれる目は、真実を見抜く力を潜在的に持ち、不正や虚偽、裏切りを行おうとする者を見極める。
　アガリアレプトとゼロは今、何があっても守護天使サリエルに睨まれてはならない。生き残るためには、サリエルに目をつけられないようひっそりとやり過ごさなければならなくなった。
　守護天使の名前を聞くと、アガリアレプトは城を出ようとナグに背中を向ける。
「今日はイルーナを連れてムルムルの村に行く。北の森だよ。あのゼロという子も連れて一緒に行こう」
「へぇ。俺はムルムルが好きじゃないが、ゼロが行くなら行ってもいい。お前には聞きたいことも山ほどある」
「じゃぁ決まり。訓練は僕がラビに上手いこと言って終わらせよう。森で待ってて」
　ナグ・マハディはエノク王国の国王であり、聖軍隊の三騎士団のトップ〝総長グランドマスター〟だ。
　その言葉を信じるか否か―― アガリアレプトは思考を凝らし考えなければならない。
　守護天使を警戒し、一旦森に身を潜めたアガリアレプトは、ゼロが帰ってくる時を今は静かに待つ。

　騎士訓練場のドアを少しだけ開けて、イルーナは地面に手をつくゼロの姿を見守った。二人の姿はすぐに目に入ったが、声をかけるには場違いだという事は伝わる。
　同じ日に小屋を出たゼロが目の間にいる事に喜びは感じたが、すぐに声をかけられないことには歯がゆさがあった。イルーナは唇噛み、時間が経つのを待つしかない。

「僕が騎士団長と話をする。あのゼロ君、アンデッドの村に連れて行こうと思って」
「国王様…… いいの？　ゼロも一緒に連れて行ってくれるの？」
「その方がイルーナの元気が出そうだから」
　この一二ヶ月、イルーナの顔からは笑顔が減った。綺麗な洋服を与えても、美味しい食事を用意しても、母親のアンデッドと過ごしていても、その顔に満面の笑みが戻る事は一度もなかった。
　今日、たった今、イルーナは満面の笑みを見せて笑っている。この笑みを取り戻すためなら、ナグは悪魔を連れて歩く聖軍隊の裏切り者にでも頼る。

　イルーナの笑顔は、決して絶やしてはならない。
　それがあの日、ナグがライトと交わした契約だ――

　訓練場の扉を開け、ナグは騎士団長ラビの元へ向かう。死んだ弟がアンデッドの村にいる事は、ナグとイルーナしか知らない事。他の者に知られるような事があれば、悪魔である死霊術師ネクロマンサームルムルとの関わりが明らかになり、一国の王であったとしても罪を問われる事になる。ゼロを連れ出すための言い訳を考えるのも必死だ。
　イルーナの母親、そのアンデッドに至っては城にいるのだ。今まで無事に過ごせていたという事は、城の関係者は死臭に気がついていないという事。もちろん中身が悪魔だとも思っていない。
　しかし建国祭が行われる日が近い今、ナグは流石に母親のアンデッドを城には置いていなかった。ムルムルや弟のアンデッドがいる村に連れていったのだ。
　この国を管轄する聖軍隊の三騎士団は徐々にこの城に集まってくる。そうなれば、三人の騎士団長とともに守護天使もこの城に来るのだ。ナグはそれを警戒した。
　最も警戒すべき守護天使は他でもない、騎士団長ラビ・ゼカリアの守護天使、サリエルだ。サリエルの邪視に睨まれれば、国王であるナグであっても〝神に対する裏切り〟は見抜かれてしまう。
　サリエルに目をつけられる前に、なんとかゼロを連れ出したい。

　しかし守護天使は今、城に掲げられた国旗の下で美しい純白の翼を休め、罪深い人間たちを見下ろしている―― その目は、国王であるナグの姿を捉えていた。

「ラビ」
「国王陛下…… いかがなさいましたか？」
　いつも優しく笑うラビも、国王の前では表情を引き締め膝をついた。
　ゼロが国王を目にしたのは初めての事。予期せぬ出来事に動揺したものの、遅れて同じように膝をつく。
「ちょっと出かけたいから護衛を一人付けたいんだ。彼、連れて行きたいんだけど」
「彼…… ゼロ君をですか？　お言葉ですが、ゼロ君はまだ満足に国王陛下を護衛出来るとは思えません。僕がご一緒致します」
「え？　やだ」
「は？」
　あからさまに〝それは困る〟という顔をしてしまった。不器用な自分を呪ったが、騎士団長ラビの冷ややかな目は明らかにナグに向けられている。なんとか言い訳をしたい。
「……ラビは女の子だから何かあったら大変だよ」
「僕に何か？　どのような事があるのでしょうか」
「魔が差しておっぱいむぎゅむぎゅとかね」
「嫌ではありません。ありがたい事です」
「え、いいの……」
　目の前で膝をついて真顔を向けている者は、誰よりも若くして騎士団長に成り上がった強者だ。若き国王に胸をむぎゅむぎゅされたくらいで忠誠心は揺るがない。むしろ光栄とさえ思っている。
　しかし、ラビは目線を上げナグの顔を見る。そしてすぐに放った言葉を訂正した。
「失礼致しました。国王陛下のお言葉通り、ゼロ君を護衛につかせます」
「え！　やったー！　……あぁいや、日が暮れるまでには戻る」
「彼は聖職者プリーストです。少々人懐っこいところがありますがあしからず」
「いいよ、気にしない」
「なるべく早く、城を出たほうがよいかと」
「ん？　そう？　まぁわかったよ」
　ラビは笑っているが、それは忠告だった。国王の遥か上空では、美しい天使が目を向けている。

　ゼロは何故自分が国王から直々に命を受けたのかわからず、ラビの顔に不安げな目を向けてただ黙ってナグについて歩く。
　訓練場を出るナグとゼロを見ていたラビにも、ゼロの戸惑いはその背中を見て伝わった。
　二人が訓練場の扉を閉めるとラビの目は上に向き、視線の先には守護天使の姿がある。ラビはそれに気がついていた。
　サリエルの美しい銀髪はラビと同じように輝き、その顔も優しく微笑んでいる。白い聖書着に身を包み、正に女性らしい、純白の天使に相応しい容姿を兼ね備えていた。
　翼を羽ばたかせラビの元に舞い降りた天使は、その美しい容姿に不釣り合いと言える錆びた大鎌を携える。
「あの子は悪魔に取り憑かれてる。国王は悪魔を愛する裏切り者だ」
　得意げに言葉を放つサリエルの邪視は、確実に裏切り者を捉えている。聖軍隊の隊員であるゼロ、さらには総長グランドマスターである国王までもが悪魔を侍らせているなど、あってはならない醜態だ。

　だがラビは、今はまだ動かない。

「サリエルの邪視では決して見えないものもある。人間の心理は奥深いものだよ」
「……どういう事？」
「僕はゼロ君も国王陛下も咎める事はしない。何も咎めない。本当の裏切り者は、〝別にいる〟という事だ」
「……？　私の邪視には見えない裏切り者がいると？」
「僕にしかわからない裏切り者が、いるんだよ」
　ラビは邪視を持ち合わせない人間だ。だが柔らかく優しい瞳は〝本当の裏切り者〟を誰よりもよく知っている。

　聖軍隊聖ユダ騎士団の〝裏切りのユダ〟―― 
　その裏切り者は、守護天使サリエルの邪視では決して見抜けない、賢い裏切り者だ。
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「ゼロ！　イルーナだよ、覚えてる？」
「イルーナって……？」
「ライトの小屋にいたイルーナだよ！　ねぇ、あれからライトに会ってないの？」
「 ……あの子か。俺を殺そうとした女の子だな……」
　初対面でいきなり矢を射られそうになった思い出は決して忘れることができない嫌な思い出である。その為ゼロが記憶の奥底からイルーナの顔を引き出す事は簡単だ。 
　まずは再会を喜ばず、国王に警戒するように背を向けて、イルーナの顔を記憶と照らし合わせる。
　ライトの名前は出来れば出したくない。ゼロからしてみれば国王はただの国王ではない。総長グランドマスターだ。
　聖軍隊が悪魔と契約を結んだ祓魔師エクソシストを敵としている以上、ライトの名前は国王に知られたくなかった。 それがゼロの心情である。
　国王に背を向けて考え込んでいるのは、最下階級である聖職者プリーストだ。信じられない無礼者、通常であればどんな国王でも対象者を罰するだろう。 しかし、ナグは少し変わっている。
「まぁライト君の話は歩きながらゆっくりしたらいい。とりあえずアガリアレプトを待たせているから、先を急ぐ」
「国王陛下……」
　ナグはライトを知っていて、アガリアレプトを知ってる。想定外の事態は受け入れたが、頭の整理は追いつかない。 
　事情が飲み込めないまま、とりあえずは聖軍隊の聖職者プリーストとして国王であるナグに従った。

　城の裏側に広がる森の中、ひっそりと身を潜めていたアガリアレプトは、国王ナグの姿を視界に入れる。 側にはゼロとイルーナの姿もある。
　ナグは事情を掴むことができず首をかしげるゼロに、笑いながら言葉をかけた。
「ゼロ君、アガリアレプトの側にいる女の子がムルムルだ。これからムルムルが作ったアンデッドの村に行く。そこには悪魔しかいない」
「ムルムル……？　悪魔の村……？　変な事を言いますが、正気ですか？」
「僕の頭は正常だよ、まぁ、歩きながら話そう」
「ムルムルって…… あの女の子が悪魔？」
　確かにアガリアレプトの横には白いクマを抱いた女の子の姿があった。 
「はぅッ！　ああ、新たなる男の人、がいる…… クマちゃん……」
「あいつがゼロだ。俺が取り憑いてる」
「あれがゼゼゼ、ゼロ、そうですか…… ライト、からきき、聞いています…… ねぇ、クマちゃん」
「ムルムルはライトを知っているのか。今はどこにいる」
「たた、旅に出ています。たまにハデス、に帰ってきます…… でもイルーナ、には決して言わないで、くださいね……」
「喧嘩したのか？」
「ああ、愛です〜ああ、愛なのです〜。悲恋…… 人間と悪魔、は結ばれません。恋い焦がれた幼馴染を影、から見守る…… そして願わくば永遠、に幸せであるよう、毎日祈り、を捧げるのです。ふわぁ〜…… し、刺激的ッ！」
「くだらない、俺はすぐ言うぞ」
「むぎゅッ！ いい、言えば…… ルシファー様、に殺されます」
「言えないな」
　アガリアレプトとムルムルを連れて森に入り、ゼロは初めてアンデッドの村にナグの死んだ弟と、イルーナの死んだ母親がいる事を聞かされる。そして一二ヶ月前、何があったのかも初めて知る事になった。
　ゼロはライトとは会っていない。それを知ったイルーナの顔は悲しみにくれた。もう二度と会う事が出来ないと過ぎっただろう。

　なぜライトは国王にイルーナを預けたのか――

　考えるゼロに答えが出るわけもなく、足はアンデッドの村に進む。
　今は元気がないイルーナと首をかしげるゼロはその村に着いた時、一つ真実を知る事になる。

　アンデッドの村に初めて足を踏み入れたゼロ。一通り見える範囲を見渡したが、そこに悪魔らしき存在は確認できない。ゼロはまだ、アンデッドをよく理解していなかったのだ。
「イルーナのお母さんはどこにいるんだよ」
「私のお母さんはほら、薄いピンク色の洋服を着ている人だよ」
　目を向けると確かに、優しく微笑んでいる女性が立っている。イルーナと同じ金髪の髪をまとめ、その顔はイルーナによく似ていた。横には若い男の姿もある。おそらく国王であるナグの死んだ弟だろうと予想はつく。
　ナグが弟であるバルクの元に足を進めると、ゼロは護衛の為、ピッタリとその後に着く。 
「ここでは護衛はいらない。悪魔しかいないんだから」
　この言葉から察するに、ナグが王位を継承してすぐに、城と城下町を囲う高く頑丈な壁と、鋼鉄の扉を作ったのは〝悪魔〟ではなく〝人間〟を警戒してのことと読み取った。
　ナグは悪魔より、人間を恐れている。アンデッドの存在も、ムルムルの存在も、全てを隠し通さなければならない。
　最愛の弟の人形に哀れんだ目を向ける国王に、ゼロは小さな声で言葉をかけた。
「辛くはならないのですか」
　哀れんだ目が慈しみの目に変わる。 
　だがその目を見たゼロには、 悔恨の情にかられているように思えた。
　ナグは顔を向けない。答えは『辛い、限界だ』、これに尽きる。言葉は返さなかった。
　ゼロは母親の手を握るイルーナを見た。笑っている。死んだ母親を取り戻した喜びは大きいだろうとは察した。しかしイルーナもどこか悲しみを帯びているようにも見える。
　この場で本心から笑っているのは、死霊術師ネクロマンサーただ一人だけだ。
「死してなお…… 生かされた人間に縋り付くと…… くく、苦しみが待って、います」
「苦しみが……？」
　珍しく口角を上げて笑いをこらえる死霊術師ネクロマンサーは、どうしてもその喜びをゼロに教えてあげたかった。
「ここ、後悔の念はひしひしと訪れます…… ひひ、ひしひしと……」
（……何この子、怖い）
「一目愛する弟、の姿を見たいだけだった…… 国王様はそう、仰いました。ですが『依存』、に犯され離れられ、ないのです……プッ……」
（そりゃ依存もするだろうなぁ……）
「そろそろ…… 死にたくなったのでは……？　ねぇ……クマちゃん」
「死ぬ……？」
　生きる死体を授かったがために訪れる闇は、消える事はない。死んだ人間の面影を手に入れれば、隠し通さなければならないのだ。 
　城を壁で覆い、鋼鉄の扉を作り上げても、『いつか見つかってしまう』という沸き起こる脅迫観念から逃れる事はできない。逃れるためには、自らの手で、蘇った愛する者を始末するしかないのだ。
　蘇えらせるのも自分であり、殺すのも自分。殺せないのなら死んで楽になるか、悪魔に身を売るか、それしか道はない。
「あぁ…… 今の国王様の顔はブブ、ブロマイドにしたいです…… 後悔の念、に押し潰されそうな…… しし、死にますかね」
　ムルムルは人間の感情を弄び、死体を弄ぶ。その顔は、実に嬉しそうだった。
　ゼロには理解ができない気持ち悪さがあったが、国王ナグにはまだ、生きる希望がある。
　イルーナを呼びつけてナグが手にしたものは、一枚の紙だ。ナグはゼロとイルーナに、その紙を見せる。
　文字が書いてあるところを見ると、それが手紙だという事は明らかだ。ゼロとイルーナはその手紙の一番下の文字を見て、驚くこととなる。
　思わず声が出たのはイルーナだ。
「ライト…… リンダム……？」
「そうだよ、読んでごらん」
　手紙を書いたのは、ライト。それはイルーナと別れたあの日、ライトがナグに宛てた手紙だ。
　長くはないその文章を読む二人は〝ライトが今何をしているのか〟ようやく知ることができた。
「〝フルシシエレ〟……？　ライトはフルシシエレという人を探してるの……？」

　――僕がフルシシエレを必ず見つけるから、 どうかイルーナの笑顔を絶やさないでください

「うん、この世にたった一人だけ、死者を蘇らせる事が出来る人がいる。その人は弟を生き返らせる事ができるんだよ」

　――何年かかっても、必ず見つけます

「人間が…… 生き返る……」

　国王と悪魔に守られたイルーナは、まさに鉄壁の壁の中にいる。その壁を作ったのは、ライトだ。ライトにしか作ることが出来ない、強い壁だった。
　イルーナの幸せを願うライトは、『城』という守られた環境にイルーナを置き、笑顔を絶やさないと約束するのなら、ナグの願いを叶えるため、フルシシエレを探しだすという契約を結んだ。
　死んだ人間を蘇らせるモノ―― それを見つけ出した者は、いない。それでもライトは、ナグとの約束を守る。フルシシエレを探している。
「ライトはそんな事を…… 私だって一緒に行ったのに……」
　ライトがどうしているのかを知れば、イルーナは笑うと思ったが、ナグはイルーナを泣かせてしまった。
　死んだ母親の面影よりも、今はライトの顔が見たい。ライトからの手紙が欲しい。城で守られるよりも、ライトの側にいたかった。
　母親のアンデッドはイルーナの涙を優しく拭う。本当の母親のように、優しく。
「リリト、ありがとう……」

『お母さん』ではなく『リリト』――

　イルーナはアンデッドの母親を、『お母さん』と呼んだことは一度もない。それが母親ではなく悪魔だということは受け入れている。 母親の中にいるのは、リリトと名乗る悪魔だ。
　リリトがイルーナに声をかける事は少ない。今はただ黙って、イルーナを抱きしめた。 
　この一二ヶ月、イルーナは悪魔であるリリトと共存して絆を深めてきたのだ。とても美しい、ライトとルシファーのような深い絆。
　泣き顔をリリトの胸に埋めたイルーナの顔を覗き込んだゼロは珍しく顔を引き締め、一つ、いい事を教えた。
「建国祭には、ライトさんが来るかも知れない」
「建国祭に……？」
「建国祭にはアステラ王国の国王、アイル・リザードバーグが来る」

　アイル・リザードバーグ―― それはライトの両親を死に追いやった『神』の血の継承者。

　ゼロは使い魔にライトへの手紙を託している。エノク王国建国百年を盛大に祝う建国祭。歓喜に浸る人々に紛れ、闇を秘めた青年は必ず現れると、ゼロは確信している。


　エノクの城の城下町には、騎士団長ラビ・ゼカリアの姿がある。 町人の視線が集まる先には、守護天使であるサリエルがいた。
　すれ違う若者も、店先に立つ老人も、親に抱かれている子供でさえ『天使』という存在に特別な『何か』を感じている。
　人間よりも神に近い、神に仕えている天使―― 序列にすればやはり人間よりは上になるだろう。神に近いのだから。
　人間はそれを頭に浮かべながら、尊い目を騎士団長ラビに向ける。神に使える天使を持つ騎士団長の存在もまた、神との距離が最も近い人間。町人にとっては特別だ。 
　そんな町人を嘲笑い、上から見下ろすように翼を広げたサリエルは、高い位置からラビについて行く。人間を小馬鹿にしているサリエルはいつもそうだ。
　サリエルを見上げたラビは呆れながらも、憂いのある顔を向けていた。
「サリエル、アイル様はお元気だった？」
「元気だったよ、体調は良くなった。もうすっかりいいみたい」
　この世の『神』として君臨しているアステラ王国の国王アイル・リザードバーグ。現在は一三歳だ。
　アイルはここ一年ほど体調を崩したため静養し、その間、サリエルを近くに置いていた。 サリエルがラビに会うのも、一年ぶりのことだった。
　ふと顎に手をついて、サリエルは考え込むように止まった。 
「アイル様はルシファーの名前を聞いたら体調が悪くなるのかな？ 」
「なぜ」
「黒い祓魔師エクソシストが心臓を交換した悪魔はルシファーなんだって。それを聞いた途端、倒れてしまったみたいだよ」
「悪魔を召喚する子の事か。ルシファーと契約を結んだなんて、すごい子がいたもんだ」
　ラビは笑っていたが、サリエルは呑気なラビに少し苛立ちを見せる。
「呑気なこと言ってるとクビが飛ぶよ」
　黒い祓魔師エクソシスト―― 聖軍隊でライトはそう呼ばれている。
　その存在は、聖軍隊聖シモン騎士団の騎士団長、ヒルキヤ・モーセが乗る白船が、海に沈められた事により明らかとなった。
　船を沈めたのは正体不明の悪魔であり、悪魔の頂点であるルシファーを捕らえた聖なる鎖は、黒い聖職着の青年により砕かれた―― その事実はすぐにアイルの耳に入った。
　アイルは産まれたその日、両親をロンギヌスの槍で突き殺したルシファーを憎んでやまない。 いつかその首を切り落とす事を心に決め、這い上がったのだ。
「ラビ、これから聖軍隊は大きく動く。アイル様は国をまわり、自ら騎士団に命を下しに行かれる」
　からかうように笑うサリエルの表情とは対照的に、ラビの優しい表情は少し強張った。 
　静養中のアイルがベッドから出て玉座に座った事で、悪魔を召喚する黒い祓魔師エクソシストに何かしらの制裁を与える事が出来るようになる。命令を下す事が出来るのは、アイルだけだ。
「悪魔になりきれないバケモノか…… 生かしておいても悪さをするような事はなさそうだけど？」
「バケモノはバケモノだ。そんなもの、生きていたっていい事もない。美しくもない。悪魔と同じだ―― って、アイル様は仰った」

　罪は罪、悪魔はバケモノであり最大の『悪』――
『正』とは『神』であり、神に仕える『天使』であり、神を信仰する『人間』のためのもの。 
　心優しいバケモノなど、いなくなればいい。憎い悪魔を宿したバケモノをこの世から抹消するため、この世の神は、動き出している。




　　　　それぞれの旅　Episode　ＫＭ


　――アンデッドの村。
　エノク王国の建国祭にライトが姿を現わすかどうか、それはわからない。しかしイルーナは少しだけ明るさを取り戻した。
　涙は止まり、手紙に向ける顔は、ライトに会えるその日を想い少しだけ明るくなったように見える。その顔を見て安心しているのはナグだ。
「僕はライト君から『イルーナの笑顔を絶やすな』と言われたけど、契約の内容を明かすなとは言われていない。僕が生きてるという事は契約違反ではないという事だ、よかったよ」
　ライトは悪魔と契約を結んだバケモノだ。イルーナの笑顔を絶やせば、ライトとの契約を破ったとされナグは破滅する。
　一二ヶ月前の記憶を辿れば、ライトから『イルーナに契約内容を明かすな』とは言われていない。しかしイルーナの笑顔を取り戻すためとはいえ、その契約内容を明かす事は、ナグにとっては賭けだった。
「国王様はそんな危険な契約をライトと結んだの？」
「僕はそれほど弟を愛していたから。たった一人の弟だからね。どうしても生き返らせてほしい」
　死んだ弟を取り戻すために命を賭けたナグ・マハディは、醜い人間の象徴のように思える。悪魔はナグのような人間が大好きだ。思わず笑みを浮かべたムルムルは、横にいるゼロに言葉をかけた。
「ララ、ライトは賢い、ですね……」
「賢い？」
「イルーナを幸せ、に導き守るため、国王様を、利用した、のですよ……」

　悪魔はそう考える。
　しかし人間のゼロは、違う。

「イルーナは幸せじゃない。側にはライトさんがいないとダメなんだよ」
「むぎゅッ！　ああ、愛……」
「愛だなぁ……」
「愛…… あぁッ！　わわ、私も…… 愛する先輩に、ああ、会いに、行かねば……」
「は？」
　ムルムルは一冊の薄い本を抱え、クマの人形の背中に収納した。実はクマの背中にはファスナーがある。
「先輩に…… 頼まれごとをされて、おります故…… 出かけます。おお、お帰りはどうぞ…… お気をつけて…… 死んでもいいですが」
　村を出るムルムルの肩には、蝿が乗っていた。背中は、どこか浮かれているようにも見えた。

　――ベルゼブブとジーンが暮らす農村カカ。
　この村の村人は、今も変わらずベルゼブブという神を崇め、平和に暮らしてはいたが――
「んもぅ〜ッ！　普通の召喚師になるなんてつまんな〜い！」
「ホント〜ッ！　精霊を召喚するって言っても、実体がないんだからなんか地味〜！」
　白い本を投げ捨ててわがままを言っているのは双子の姉妹、キーコとマーコだ。目の前には呆れ顔のジーン・マッカーの姿がある。
　カカで暮らせば可愛い子供達の笑顔見ながら、ゆっくりと余生を過ごせると思っていたが、そう甘くはなかった。
　ジーンはカカに来てから一二ヶ月、二人に召喚師としてつきっきりで訓練をしているのだ。キーコとマーコの両親は召喚師なのだ。
　しかし二人はその血を受け継いでいるにもかかわらず、まだ一度も精霊を召喚したことはない。なぜなら――
「実態のない精霊なんて召喚したってつまんない」
「実態のない精霊なんて召喚したって地味じゃない」
　自らを傷つけ、血を流し地に手をつけば、白く美しい魔法円が現れる。しかし召喚されるものは実体があるものではなく、美しい精霊のエネルギーのみ。実に地味である。
「キーコもマーコももう今日で一四歳。召喚師は一五歳までに精霊を召喚出来なければ、その力が無くなる、もう時間がない。頑張んなさい」
　今日は二人の誕生日。今日で一四歳になる。
「水とか火を召喚して祓魔師エクソシストを守るだけの地味な仕事、私好きじゃない」
「風とか土を召喚して祓魔師エクソシストを守るだけの地味な仕事、私似合わない」
　ジーンは二人にかなり手を焼いている。召喚師の血は、一五歳までに覚醒させなければ、受け継いだ血を途絶えさせる事になるのだ。
　平和ボケしている人間たちは、召喚師の血を継承させる事をやめ、その数が確実に減っているのが今の世だ。
「召喚師の血を絶やすんじゃない。派手好きな召喚師なんてこの世のどこを探してもいないの！」
「いるじゃない。私知ってるんだから！」
「いるじゃない。私だって知ってるもん！」
　おじいちゃんは「そんな奴がいるわけない」と笑ったが―― いるのだ。この世にはたった一人だけ、派手に悪魔を召喚する人間がいる。キーコとマーコもよく知る人物だ。
「私もライトのように悪魔を召喚したい！」
「私もライトのように悪魔と友達になりたい！」
「何を言いだすかと思えば最近のギャルは…… 発育ばかりがいいだけではなくバカな事を……」
　黒い聖職着に身を包み、悪魔と心臓を交換した祓魔師エクソシスト。召喚師の血も受け継ぐライトがルシファーを召喚した話はジーンから聞かされている。
　地味な召喚師になど一切の興味を示さないキーコとマーコはまだ若い。その大切な血を継承した事の重大さより、見た目の華やかさを重要視しているようだ。
　二人はまだ、悪魔の恐ろしさを目の当たりにはしていない。側にいる悪魔は余りにも優しく、美しい蝿。二人は蝿の悪魔しか知らなかった。
「あ！　ベルゼブブさんが芋掘りのお手伝いから帰って来た！」
「あ！　ベルゼブブさんがおやつの焼き芋をもらって帰って来た！」
　キーコとマーコは呆れるジーンをそっちのけで、大好きなベルゼブブの元に走った。
　今日は糞ではなく、焼き芋を食べながら牛小屋に向かい歩くベルゼブブ。黒い礼服は一切汚れていない。一体どうやって農作業を手伝っているのか疑問が残る。
　無表情で焼き芋を食べるベルゼブブに駆け寄った可愛らしい双子は、蝿の前に満面の笑みで現れた。
　右腕はキーコが、焼き芋を持つ左腕にはマーコがしがみつく。その様子は、依然呆れ顔を絶やさないジーンも牛小屋から見ている。
「ねぇベルゼブブさん、お願いがあるの」
「ねぇベルゼブブさん、お願いをきいてくれる？」
　可愛い笑顔を必死に作り上げるキーコとマーコだったが、ベルゼブブは村人にそうやすやすとは笑わない。喜怒哀楽は表に出さないクールビューティーを貫いている。
「私になにか」
　あまりいいお願いをされそうにないという事は察したが、無表情のベルゼブブは足を止め、二人の顔に向けて目線だけを下げる。
　まずはキーコが目を輝かせてすり寄った。
「お願い！　私達と心臓を交換して？　悪魔と契約を結びたいの！」
　そしてマーコもおねだりを。
「派手に悪魔を召喚したいの！　心臓を交換して！」
　はしゃいですり寄った二人であったが、見上げたところにある悪魔の顔は、明らかにいい顔はしていなかった。
　今まで見たことがない少し怖い顔。今のベルゼブブは無表情ではなかった。
「悪魔と心臓を交換したいなど、二度と言わない事です」
　鋭い目は、二人の心臓に突き刺さった。思わず息を飲む。珍しく怒られてしまったキーコとマーコは少しだけ怖い思いをした。
　悪魔と心臓を交換してしまえば、キーコとマーコは今のようにわがままも言えなくなる。可愛らしい思考は黒く染まり、手に余る程の力を授かった頃には、もう人の心を失っているだろう。
　失えるのならまだいい。ライトはそれを失えなかったが為に、自分を狩りに来る人間すら殺せず苦しむ事になったのだ。
　両親を死に追いやり、寂しさをもたらした恨み憎んだ人間。人間を嫌い悪魔に身を売ったにもかかわらず、人の心を残したライトは、それでも人間を殺せず、悲しみすら忘れる事ができない酷いバケモノだ。
「ライトは身を守る為に悪魔を召喚しているのです」
　冴えない顔で俯く二人。
　ベルゼブブはもう一言、付け加えた。
「今日は誕生日でしたね」
　二人の目は反省を忘れ、すぐに輝く。
「誕生日！」
「覚えててくれた！」
　浮かれてはしゃぐ二人を見たベルゼブブは、人知れず薄っすらと笑った。二人が可愛いからではない。

　この蝿は悪魔だ。愚かな人間を見て笑っているのだ。

「召喚師が嫌なら、魔獣師はどうですか」
「魔獣師……？」
「聞いた事ない……」

　そう言葉を返した時――

「べべ…… ベルゼブブ先輩…… 私、来ました、よ」
「これはどうも、お久しぶりです。わざわざご苦労でしたね」
　死霊術師ネクロマンサームルムルが、農村カカにやって来た――

「ゼゼ、ゼロ・バルカスからの、手紙、は届きました、か……」
「届きました。建国祭にアイル・リザードバーグが訪れるとか」
「行かれるのです、か……」
「もちろん。その為にムルムルにお願いしたんですから」
「むぎゅ…… 私もベルゼブブ先輩、と一緒に行き、ますぅ〜」
　黒いローブのフードを被った白いクマの人形を抱く、可愛らしくも美しい女性は、照れながらベルゼブブにスリスリしている。少し離れた所から横目で見ていたキーコとマーコは考える。
　今までベルゼブブに会うため、カカを訪れた人間の女性など一人もいなかった。明からかに違和感がある。
「あの女の人は誰だろう。綺麗な人だね」
「うん、瑠璃色の髪。派手でいいね」
　ベルゼブブに向いていたムルムルの目は、双子の姉妹キーコとマーコに向いた。頭の上から足のつま先までじっくりと目を凝らしながら、ムルムルは二人の目の前まで歩いてくる。
　そして両手を伸ばし、二人の胸をむぎゅむぎゅした。
「むぎゅ…… 正真正銘女の子、であり、ます……」
「見てわからないの？　スカートだって短いし、金髪の髪は可愛らしくツインテールじゃない」
「おっぱいはまだベルゼブブさんにだって触らせてないのに」
　まだ一四歳。未完成の聖地はムルムルにより汚された。
　少しほんわかしながらその様子を伺うジーンの目の前にも、ムルムルはゆっくりと現れる。
「じじ、じじぃに興味、はない、のです」
「なんなんだベルゼブブ！　このイカれた女の子は！」
　さすがのジーンもガッカリしたが、その美しい女性は死体であり、中身が悪魔だと知ると吐き気をもよおした。
　ムルムルはアンデッドの村から二日間という時間を費やし、わざわざベルゼブブに会うため農村カカにやって来た。呼んだのはベルゼブブだ。
　今日この日、キーコとマーコの誕生日を祝うため、ムルムルに一つ、いいものを持って来てもらったのだ。
「ここ、これ…… 愛情を込めて…… つつ、作りました、よ」
　ムルムルがベルゼブブに差し出したものは、クマの人形の背中から取り出された一冊の黒い本。
　これまで数多くの古書を扱ってきたジーンも目を凝らすが、その表紙に赤いインクで書かれた文字は、解読すら不可能な文字だった。
「ベルゼブブ、その本はなんなのだ」
「これは魔獣を召喚する〝魔獣書〟です。黒魔術を自在に扱うムルムルは、自らの血で黒い魔術書を作ることができます」
「〝魔獣〟……？　あまり響きが良くないが……」
「ムルムルの可愛いペットのようなもの。お二人のバースデープレゼントにどうかと」
　嫌な予感がした。ジーンはベルゼブブの手から魔獣書なるものを奪い、開いてみる。思った通り、見開きには逆向きの十字架が掲げられていた。
　ベルゼブブはキーコとマーコを聖なるものを召喚する召喚師ではなく、闇の魔獣を召喚する黒い召喚師に育て上げようとしているのだ。
「何を考えているのだ。こんな可愛らしい子たちの思考を悪魔になど支配させんぞわしは」
「じじぃは黙っていてください。召喚師の血を絶やさない良い方法ですよ。どっちみち、生身の人間が召喚する精霊の力などたかが知れているのですから」
「きーッ！　このうんこバエ！！」
「クソじじぃが…… さっさと死ねばいいのに」
　無表情からはとても想像できない黒い言葉を吐き捨てるベルゼブブは、取り乱すジーンの手から魔獣書を奪い取ると、ムルムルに渡した。
　この魔獣書を受け取るか否か、決めるのはキーコとマーコ自身だ。ムルムルは魔獣書の表紙をめくり、赤いインクの万年筆を取り出すと、薄ら笑いを浮かべた美しい顔をキーコとマーコに向ける。
「ここにあなた方、の名前を書けば、けけ、契約成立、です……」
「名前を……？」
「私たちは誰と契約を結ぶの？」
「あぁ、そそ、そうでしたね。ではお見せ、しましょうか……」
　ムルムルは万年筆を使い、地にすらすらと赤い魔法円を描く。二人が黒い獣を召喚する魔獣師となるために契約を結ぶ悪魔は、ムルムルでもベルゼブブでもなかった。
　赤い魔法円から現れたものは、小さくて黒い二体の使い魔だ。アガリアレプトの使い魔と同様、つぶらな瞳をパチクリさせた小さな黒いうさぎに、コウモリの翼が生えている。
　その姿を見たキーコとマーコは、思わず両手を頬に当てて喜んだ。
「可愛い！」
「小さいね！」
　二人が契約を結ぶ悪魔は、この小さな使い魔だ。
「ここ、この使い魔は人間の血、を吸血し、万年筆に姿を変え、ます。黒い魔術、を授かる為の代償は、自らの血、というわけです……」
　使い魔に支払う代償は、自身に流れる赤い血だ。万年筆に姿を変えた使い魔で地に魔法円を描けば、ムルムルの血で魔獣書に書かれた印章を持つ魔獣が召喚される。
「これが…… ベルゼブブ先輩からの…… バースデープレゼント、です……」
　この村の神は、悪魔の頂点に君臨するルシファーに次ぐ権力者――
「なぜ二人に黒い魔術を授ける必要がある。わしにはさっぱり理解できん」
　その思考は、ジーンが思った以上に黒い。
「建国祭には二人を連れて行きます。そこにアイル・リザードバーグがいるのなら、我々の戦力は多い方がいいですから」
「なんだと？　建国祭で何をする気だ？」
「ルシファーが来るのなら、腕の一本くらいは取りに行くはずです」
「なんという事を…… 悪魔はまだ一四歳のこの子らを…… ルシファーの援護に使う気か……」
「当然。それが、悪魔の思考ですから」

　人間誰しも欲を持つものだ。
　悪魔は欲に侵される人間を見つけては、言葉を囁き誘惑する。
　清く美しい特別な血を継承した人間が、潜在する力を黒く染める事を望むのなら、優しく笑いその言葉を聞き入れる。
　黒い力を得た人間の存在は、これから起ころうとしている神と悪魔の戦いの戦力となり、悪魔の頂点に君臨するルシファーの足となる。

　息を飲んだジーンは、祈るようにキーコとマーコを見守った。その心配とは裏腹に、二人は満面の笑みをベルゼブブに向けた。
「ベルゼブブさん、私たちは立派な魔獣師になる」
「魔獣師になって、一緒にライトに会いに行く」
「契約は、成立です」
　これにはムルムルも大いに喜び、魔獣書に二人の名前を書き上げる。双子の姉妹キーコとマーコの頭を撫でるベルゼブブは、まるで我が子でも見るような目を向けた。
「ではジーンに、召喚術を学びましょうか。クソじじぃが死ぬ前に、根こそぎその技術を得るのです」
「わかった！」
「そうだね！」
　頭を抱えたジーン・マッカーとて黒い力の継承者だ。その力はキーコとマーコを守る為に使う事を心に決めた。
　キーコとマーコはムルムルから受け取った黒い魔獣書に目を向ける。そこには三つの印章があった。召喚できるものは、この世のものとは思えない三体の魔獣である。

〝ベヘモット〟
　カバの姿をした人喰いであり、機嫌が悪くなると狂ったように人間を殺戮する。その皮膚は鉄のように固く、剣と槍は一切通さない。しかし弓にだけは弱く、突き刺さり毒の血が流れる。

〝ドラゴン〟
　黒い鱗に覆われたドラゴンであり、頭の上には毒を持つ三つの角がある、生身の人間がそれに触れれば、皮膚が溶け、治ることはないが死ぬこともできない。口からは灼熱の黒炎と氷の息を吐く。

 〝レビヤタン〟
　巨大な蛇であるレビヤタンは、鼻から高温の湯気を出し、喉に燃える石炭を詰めている。体は鋼鉄の鱗で覆われ、その口は地獄の入り口となっており、喰われれば生きたままハデスに産み落とされ、悪魔の餌となる。

　建国祭まで後十日程――
　この日からキーコとマーコは生まれ変わったように訓練に励んだ。
　ベルゼブブはキーコとマーコという人間の魔獣師を育てあげ、アイル・リザードバーグの前に出る日を待っている――




　　　　それぞれの旅　Episode　罪


　黒い夜。
　深い森の中、道なき道を迷いもなく進む人間の姿があった。大きな黒い布袋を担ぎ、顎まで伸ばした白い髪を揺らして、人間が恐れるはずの夜の森を平然と北へ邁進する。
　向かう先は〝ハデス〟―― 南の大地エノク王国、北の最果て。大地の北側半分を占める森の遥か北だ。
　見上げれば純白の翼を広げ、上空を舞う堕天使の姿もある。旅の一区切り。二人はハデスに帰ってきたところ。

「あぁ―― 〝罪つみ〟が帰ってきた――」

〝罪〟――その人間は、ハデスの悪魔たちからそう呼ばれている。
　悪魔の頂点に君臨するルシファーと心臓を交換した罪深い人間であるから。
　悪魔と心臓を交換したにもかかわらず、人の心を残し、優しさと慈悲深さを兼ね備え、悪魔になりきれない罪深い人間であるから。
〝罪〟はルシファーと心臓を交換して契約を結んだ人間のバケモノだ。ルシファーが慈しみ育ててきた、ルシファーの子。
　それはライト・リンダム―― ハデスでは最大の愛を込め〝罪〟と呼ばれていた。

「ただいま、今日は〝ザガン〟が迎えにきてくれたんだね」
　森の終わりでライトを出迎えた者は、グリフォンの翼を持ち、牡牛の姿をした〝ザガン〟という悪魔。
「そうだ。罪はまた、悪魔を連れて帰ってきたの」
「うん、東の海で人間にイタズラをしてたから、悪魔祓いをして連れて帰ってきたよ」
　ザガンはライトが連れて帰ってきた悪魔に目を向けながら、肩に背負う大きな黒い布袋を代わりに背負う。ライトはハデスの悪魔たちからも可愛がられている。
「〝フォカロル〟か？」
「そうだよ、海で人間の船を沈めてしまうから、漁師さんたちが困っていたんだ。悪魔祓いをしたらたくさん金貨をくれたよ」
　人の姿をしてはいるが、ザガンと同じようにグリフォンの翼を持つ悪魔が見える。ライトが連れて帰ってきた悪魔は〝フォカロル〟だ。
「その金貨でまた洋服や宝石を沢山買ってきたのか？」
　ザガンが背負った布袋は重い。
「そうだよ、洋服や宝石を選ぶのはとっても楽しいよ」
「罪は嬉しそうだ。それなら文句はない」

　ライトはエノク王国の国王、ナグ・マハディの願いを叶える為、『フルシシエレ』を探す旅をしている。その旅で行き着いた村や町で悪魔を見つけては悪魔祓いを行い、手に入れた金貨を全て使って、いつも沢山の洋服や宝石を買ってくる。

「あぁ―― 罪が帰ってきた――」

　森を抜けた先には、ちらほらと悪魔の姿があった。木槌を使い地面に打ち付けているものは、六六六の逆向きの十字架だ。まるで墓のような光景だが、そこに庭を作っている。
「こんなところに十字架を突き刺したらお城に帰れないよ？」
「罪はそう言う。でもルシファーは気に入る」
「そう？　それならいいけどね」
　まるでハデスの城に続く一本道を塞ぐように、悪魔たちは陽気に六六六の逆向きの十字架を打ち付けて遊んでいる。
　ライトは十字架を倒さないように身を細め、城へと足を進めた。
　逆向きの十字架で埋め尽くされる庭を行くと、目の前には城へと続く六六六段の石の階段が待っている。大人二人がようやく並んで歩けるほどの幅で、いつ朽ち果てるかもわからない古い石の階段だ。
　左右には何もない。断崖絶壁、足を踏み外せば終わりのない谷底へと落ちることになる。蛇のように畝る六六六段の階段の道の先に、ようやくハデスの城の門があるのだ。
「さぁ、あと一息」
　怖くて一人では進めなかったこの六六六段の階段も、今では脇見しながら一人で進めるようにまでなった。
「ザガン、門の前でルシファーが待ってる。競争しよう」
「いいよ、罪が負けたら今日のおやつはヤギの生肉」
「残すのは、ダメだよ？」
「わかってる」
　六六六段の階段を駆け上がる事が出来る人間は、この世に一人しかいない。
　悪魔から〝罪〟と呼ばれ慕われる人間のバケモノは、今でも変わる事なく、人間にも悪魔にも優しい顔を向けていた――

　ハデスの城は北の森を抜けた先、深い谷がぽっかり口を開けている中心に聳えている。城が収まる範囲だけの地に建てられている事もあり、城から顔を出して下を覗けば、奈落の底が待っている。
　六六六段の階段を上がると、六六六キロの鋼鉄の扉が現れる。その扉を開けられればようやく城内に入る事が出来るのだ。
「ルシファーお待たせ。今日の競争は僕が勝ちだった」
「そうなのか？　なら今日のおやつはテーブルに野菜がならぶのか。俄然やる気が無くなるな」
「みんな肉ばかり食べてると体を壊しちゃうよ。たまには野菜も食べなくちゃ」
　六六六段の競争で本日のおやつが決定する。悪魔が勝った日はヤギの生肉。ライトが勝った日は家庭菜園で収穫した野菜。
　その菜園は、六六六の逆向きの十字架が突き刺さる庭の中にある。今まで食べ続けた人肉の残飯が埋まるその庭は、作物がよく育ついい場所だった。
　早速収穫を終えたライトは、テーブルに六八個のトマトを並べた。それが六八体の悪魔のおやつだ。
「罪が帰ってきた――」
「でもおやつは野菜……」
　元気が出ない悪魔たちに、ライトは満足げに笑顔を振りまき、黒い布袋を背負った。
「残すのはダメだよ。僕は荷物を片付けてくるからね」
　仕方なくトマトを食べる元気がない悪魔たちに手を振り、ライトはルシファーと共に部屋を出た。

　ハデスの城は石を積み作られているが、その壁には至る所に赤い魔法円が描かれている。この城は黒魔術で作られた城だ。
　三六もの塔が連なり、その塔は高く、人間では作り上げることができないだろう。
　いつ朽ち果ててもおかしくない程古く見えるが、魔法円が消えない限り果てることはない。
　城の中は複雑ではなく、扉の向こう側、遥か奥に、ポツンと玉座があるだけ。その玉座を見守るように六つの扉があり、扉を開けるとさらに六つの扉がある。部屋にたどり着くには六六六段の螺旋階段を登らなければならないが、これにもライトはもう慣れた。
　嬉しそうに階段を駆け上がるライトは、部屋に入るなり、ベットの上で黒い布袋をひっくり返す。
「なんだ今回は大量だな」
　ルシファーも驚くほどの爆買いだ。
「漁師さんたちが金貨を沢山くれたから。ねぇ見て、このネックレス。この青い宝石はサファイアっていうんだって。きっと似合うと思うんだ」
「イルーナは目が青いから、よく似合うよ」
「うん」
　旅の途中、かき集めた金貨で買う洋服や宝石は、全てイルーナへの贈り物。自分のものは一切買うことはない。
　買い集めたイルーナへの贈り物は、アンデットたちに渡され、ナグが村に来た時に持ち帰る。城の中でイルーナが身につける洋服も、靴も、装飾品も、ナグは一切買い与えたことはない。それは全て、ライトが旅先でイルーナを想い買ったものだったのだ。
　もちろんイルーナはそれを知らない。手が届きそうなほど近くにいるライトの存在は、イルーナにとって今は一番遠いもの。

　ライトは買い集めた洋服を綺麗にたたみ、宝石は一つ一つ立派な宝石箱へ。今度はルシファーが大きな木の箱を取り出すと、イルーナへの想いを込めて丁寧に蓋を閉めた。
「これは建国祭が終わってから届けてもらおうか」
「その方がいい。明日は忙しい」
　ライトの元には確かに、ゼロからの手紙が届いていた。
「アイル・リザードバーグ。どんな子かな」
「可愛いとは言えないだろうな」
「可愛いかもしれないよ？　それも行けばわかるよ」
「俺は顔を見るだけじゃ済まないぞ」
「大丈夫。そうなったら僕がルシファーを止めてあげるよ」

　エノク王国の建国祭は明日。悪魔たちは訪れるアイル・リザードバーグの顔を一目見るため、ハデスに集まっている。
　その顔を見られるのなら、ライトとルシファーが行かないわけがなかった。

　歓喜に沸く人間に紛れ、闇に生きる〝罪〟という名のバケモノとルシファーは、神の顔を目に焼き付けるため、六八体の悪魔を率いて建国祭に出向く――










悪魔と契約を結んで祓魔師になった僕の旅


　一章　南の大地　エノク王国の僕の旅
　十話　裏切りのユダ
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　――エノクの城、城下町。
　早朝から町人は外に出て、子供から大人までどこかそわそわしている今日、城下町は建国百年を祝うため、華やかに飾られている。この大地にある村や町からは多くの人々が訪れ、町の中は人で溢れかえっているが、鋼鉄の扉を開けた白い騎士団を目にすると、左右に分かれ道を作った。
　祝福の目を向けられた聖なる騎士団の先頭を歩くのは、褐色の髪を靡なびかせる聖軍隊聖シモン騎士団の騎士団長、ヒルキヤ・モーセだ。
「うわぁ！　綺麗な飾りだねヒルキヤ！　お祭りみたい！」
　はしゃいでいるのは空を舞う美しい守護天使。天から舞い降りることが滅多にないこの天使は、人間が飾り付けた町を物珍しそうに見渡した。
　どこかあどけなさもある守護天使は無邪気だが、ヒルキヤは目を細め、一喝する。
「もう少し守護天使らしくしなさい。今日はアイル様もお見えになる」
　金縁眼鏡がよく似合うインテリ騎士団長ヒルキヤの守護天使は、右翼を無くしたザキエルではない。その天使は二枚の翼を持つ〝シザヤゼル〟だ。
「そうだった。今日はアイル様もお見えになるからしたたかに過ごそう。僕は黄道十二宮こうどうじゅうにきゅうの特別な天使だしね」
「ザキエルよりも頼もしい事は確かだな」
「ザキエルなんかと一緒にしないで」
　聖軍隊聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセの新たな守護天使は〝黄道十二宮の天使〟と呼ばれる特別な存在。

　黄道十二宮の天使とは、
〝白羊宮はくようきゅう〟〝金牛宮きんぎゅうきゅう〟〝双児宮そうじきゅう〟〝巨蟹宮きょかいきゅう〟〝獅子宮ししきゅう〟〝処女宮しょじょきゅう〟
〝天秤宮てんびんきゅう〟〝天蝎宮てんかつきゅう〟〝人馬宮じんばきゅう〟〝磨羯宮まかつきゅう〟〝宝瓶宮ほうべいきゅう〟〝双魚宮そうぎょきゅう〟
　これらの宮を守護する十二人の天使。神の御前に立つ四人の四大天使に次いで、神の側で仕えている特別な天使だ。それぞれが罪を罰する〝聖具〟を持つ。
　ヒルキヤの守護天使シザヤゼルは人馬宮じんばきゅうを守護し、聖具はつま先から頭までの長さとほぼ同等の純白の弓だ。
『サジタリウス』と名付けられたその巨大な弓は、純白であり清く、美しい。しかし射られた矢を受けた者は、体に傷は付かないが深い眠りについてしまう、聖具とは名ばかりの恐ろしい凶器だ。
　神に背く罪深い者を眠らせ、誰からも目を向けられることのない、老いぼれた姿に変わり果てた頃に目を覚まし、その日は死の前日に訪れると言われている。サジタリウスは罪人にやり直す機会など与えない。犯した罪を悔いても悔やみきれない、死を前提とした罰を与える弓だ。
　それでも町人は、やはり美しい天使に尊い目を向けている。
「見て、みんな僕に祈りを捧げてるよ」
「特別な天使様など普通は目にする事がないからだろ。護符でも配ってまわれよ」
「神を崇めて崇拝し、僕に尊い目を向ける〝人馬宮〟と結びついた人間は、僕がちゃんと愛してあげるよ」
「どうだか」
　黄道十二宮の天使はそれぞれが守護する〝宮〟を持つ。人間は生まれた日時により黄道十二宮と深く結びつき、自らの宮を司る天使を愛してやまない。
　人間が持つ神への愛も、天使への愛も、とても深い。この国に集まる人々は今日、胸に抱く深い愛を込め信仰する本当の神の姿を、初めて崇める事になる。

　守護天使シザヤゼルと聖軍隊聖シモン騎士団の隊員を率いてヒルキヤが向かう先は、エノクの城、騎士訓練場だ。そこには既にゼロが所属する聖軍隊聖ユダ騎士団と、聖軍隊聖タダイ騎士団が集まっている。
　その場所には、総長グランドマスターであるナグ・マハディの姿もあった。ヒルキヤの目は何よりも先に、ナグに向く。
「国王陛下、お久しぶりです」
「あぁヒルキヤ、久しぶりだね。元気だった？」
　エノク王国の国王ナグ・マハディと、聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセには深い縁があるされ、特別な血を継承していないにもかかわらずヒルキヤが騎士団長に成り上がったのはナグのおかげだとも言われている。
　仲がいいから、国王に優遇された―― 誰もがヒルキヤに対し、嫉妬を抱く。
　しかしこの場で一人だけ、嫉妬ではなく疑惑の目を向けているのは、この日、国王の護衛を任されたゼロ・バルカスだ。
（生身の人間を仲がいいからって騎士団長にしちゃったりして…… お咎めは無かったのかよ……）
　十二の騎士団から成り立つ聖軍隊は、神を守り、悪と対峙する聖なる者の集まり。その十二騎士団の騎士団長たる者を身勝手な事情で騎士団長に任命する行為を、アイル・リザードバーグが咎めない事には疑問が残る。
　三つの紅茶を運ぶ落ちこぼれ隊員ゼロ・バルカスは、ナグに目を向けながら足を進めるが――
「ゼロ君、お茶を運ぶ時はちゃんと前を見なさいって、僕もう八五回くらい言ったと思ったんだけどなぁ……」
　聖軍隊聖ユダ騎士団、騎士団長ラビ・ゼカリアの声で我に返る。
「えぇ？　――ってヤバッ！」
　運んでいた紅茶は、何故かヒルキヤの聖職着を汚していた。顔を覗き込むと鬼の形相で睨まれるゼロ。
「なんだこの出来損ないは。なんで聖職者プリーストごときが堂々とこの場にいる。アイル様に会えるのは騎士ナイトだけだぞ」
　ヒルキヤはラビのように優しくはない。ゼロはすぐにナグの後ろに身を隠し、助けを求めた。
「彼は今日僕の護衛をしてくれる子だよ。聖職者プリーストだけど、ラビが認めたれっきとした錬金術師だよ」
「錬金術師？　ったくこんな使えない奴を甘やかして可愛がる騎士団長もどうかしてる」
「うっせーバーカ」
「誰だ」
　その場にいた全員がヒルキヤから目を逸らす。ただ一人だけ、ゼロだけは笑いをこらえてラビを見ていた。言ったのはラビだ。ヒルキヤも予想はつく。
　お祝いムードは一気に冷め、冷たくなった場の空気は誰もが感じていた。
「もうアイル様もみえる…… ヒルキヤは僕の聖職着を着なよ……」
「ったく…… 聖ユダ騎士団はクズの集まりだな」
　仕方なく苛立ちを抑え、ヒルキヤはナグとともに訓練場をあとにした。

　おめでたい建国祭ではあるが、この日、部屋から一歩も出るなとナグに念を押されて言われているのは、イルーナだ。
「はぁ…… ここから出ないとライトがいるのかいないのかわからないのに……」
　警戒心が強いナグは、ヒルキヤとイルーナが顔を合わせることを避けたかった。一年前、海上の戦いで悪魔であるウェパルと契約を結び、見張り台の上にいるヒルキヤの右腕を撃ち抜いたのは他でもない、イルーナだ。それだけではない。守護天使ザキエルの右翼までもを絶ったのだ。
　イルーナの姿をヒルキヤがはっきりと見ているとは思えない。しかし万が一、アイル・リザードバーグの耳に入るような事があれば―― そこまで考えるほど、この世の神の力は壮絶なものがある。アイルの耳に入る事は避けたい―― その理由があった。
「暇だな…… お祭り行きたいのに…… ちょっとドアから覗いてみようかな……」
　ダメだとはわかっているが好奇心は抑えられない。部屋のドアを少しだけ開けて、廊下をのぞいてみる。しかし――
「こら。ドアを開けちゃダメって言ったじゃない」
「国王様！　ビックリした……」
　ドアを開けるとすぐそこにナグの顔があった。そしてゼロの顔もある。
　ヒルキヤが着替えをしている間、護衛と称して自分につきまとっているゼロを連れ、ナグは国王であるにもかかわらず、イルーナにメイドのように食事を運んできた。
　少し恐縮しながらもその優しさに感謝したイルーナからは、思わず笑みもこぼれる。
　場も和んだところで、ゼロはナグに一つ聞いた。
「国王陛下とヒルキヤ・モーセは縁が深いと伺いましたが、騎士団長に任命後、アイル様から咎められなかったのですか？」
　――ナグは、意外な言葉を返した。
「ヒルキヤを騎士団長に任命したのは僕じゃない。アイル様だよ」
「えぇ？　なぜ…… ただの人間をアイル様が直々に……」
　答えるか否か、ナグは迷った―― しかし聖軍隊の裏切り者を、信じた。
「ヒルキヤはただの人間じゃない。父親はアイル様のお父上であり、産んだのは僕の母親だ」
「――へ？」
　ゼロとイルーナは思わず顔を見合わせた。
　エノク王国の国王であるナグ・マハディは現在二三歳の若き王だ。聖軍隊聖ユダ騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセは、現在は三三歳である。ナグが産まれる十年前、ヒルキヤを産んだのはエノク王国の王妃、エマ・マハディであり、父親はアイル・リザードバーグの父、アステラ王国の前国王だ。

　即ち、ヒルキヤ・モーセは、神の血の継承者――

「なんだよそれ…… じゃぁ国王陛下とヒルキヤ・モーセは…… 親友じゃなくて兄弟……」
「半分はね。でも笑っていられないんだ。これはこの世の神の罪だから」
　この世の神として君臨していたアステラ王国の前国王、リゼルフ・リザードバーグは、妻であるミィル・リザードバーグを裏切り、ナグの母親であるエマ・マハディを愛したのだ。その事実はアステラ王国の王妃であるミィルの耳に入り、憎悪を抱いた王妃は、エノク王国の第二王子が誕生した翌日、エマを殺した。
　この世に君臨する人間の神は、妻を裏切った父親と、人殺しの母親の子―― しかし両親を失っているアイルは、この世にたった一人、同じ血を継承した兄を想う。その存在は明らかにできないものの、大いに慕っているのだ。
「ヒルキヤ・モーセには、神の後ろ盾がある」
　ナグが最も警戒する人間は、聖軍隊聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセ。ヒルキヤに目をつけられれば、この世の神に抹消される事はまず間違い無い。
　ゼロとイルーナは、思わず息を飲む。
「誰も聞いてないよな…… イルーナなんか顔を合わせたらまずいだろ……」
「やだ…… やめてよちょっと……」
　こっそりとドアを開けてみたが、そこには誰もいない。安堵した二人は、ヒルキヤだけには気をつけなければならいが――
「へぇ、なんだよ。三人は裏切り者か――」
　バルコニーで翼を休める天使には気がついていなかった。
「アイル様に言っちゃえば、僕の手柄になる」
　思わぬ収穫を得たと笑い、美しく羽ばたいた守護天使は、黄道十二宮の天使、シザヤゼル。ヒルキヤの守護天使であった。
　その目は神のごとく天から舞い降りる、この世の支配者を捉えていた――


「ママ、あの赤い光はなんだろう」
「そうだねぇ、花火が上がったのかもしれないね？」
　建国百年を祝う町人は皆空を見上げ、未だ嘗て目にした事がない空を焦がす赤いモノに釘付けになる。その光は幸せをもたらし、この国に今後も豊かな暮らしを与える、神聖なものであると信じて疑わない。
「ベルゼブブさん、赤いモノが空にあるよ？」
「ベルゼブブさん、赤いモノが空で燃えてるよ？」
　エノクの城の南側、城下町の入り口には農村カカから訪れたキーコとマーコの姿があった。お揃い白いブラウスに青いワンピースを揃え、金髪の長い髪は二人揃ってツインテール。ポケットに小さな使い魔を隠し、マーコは黒い魔獣書を持っている。
「さて、あの光はなんでしょうね……」
　キーコの胸に飾られた大きめの蝿のブローチが言葉を返した。悪趣味なお洒落だが、これが姿を変えたベルゼブブだ。側にはキーコとマーコを守るため、黒いローブに身を包むジーンの姿もある。
「なんだよじじぃも来たのかよ」
「アガリアレプト！　キーコとマーコには指一本触れさせんぞ！」
　守護天使を警戒したアガリアレプトは、姿を消して町の入り口でベルゼブブを待っていた。
　ジーンの言葉を聞いたキーコとマーコはアガリアレプトを探すが、その姿が見えない。しかし黒い日にアガリアレプトに代償を支払っているジーンには、アガリアレプトが見えている。
「はぁ…… おお、愚かな人間、がゴミのように群がって…… ひひ、人の臭い、が移りませんか、ね…… くっさ……」
　死臭よりも人間臭さを気にしているのはムルムルだ。あの日以来ベルゼブブの側を離れていない。牛小屋にお泊まりをしていたのだ。
「あの赤いモノが気になります。アガリアレプト、城の近くまで案内を頼みますよ」
　ベルゼブブはルシファーに次ぐ主力権力者であり、アガリアレプトはベルゼブブの配下。生意気なアガリアレプトであっても、ベルゼブブの言葉には素直に従った。
　三人と三体の悪魔は城の目の前で、アイル・リザードバーグが姿を現わす時を待つ。

　城の背面、北の森からは、六八体の悪魔を率いてライトとルシファーが城に向かっていた。今日は珍しく空を舞うこともない。悪魔たちはひっそりと、人間の目につかないよう確実にアイルを目指す。
「〝罪〟は姿を変えられない。どうする」
　ライトに声をかけた悪魔は、美しい天使のような姿をした〝アスタロト〟だ。その翼は二対四枚。顎の下まである髪は薄っすらと赤みがあり、綺麗に整えられている。ハデスではベルゼブブと並ぶ主力権力者である。
「僕はローブを持ってきたよ、フードを被れば髪も隠れるしね」
　ライトは黒い聖職着の上にローブを羽織り、深くフードを被った。行く先には、一年前目の前で顔を合わせた聖軍隊聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセがいることはわかっている。アイルの顔を見るまでは、何としても見つかりたくはない。
　警戒は充分にしているが、ライトの顔に恐怖心は出ていない。後ろを振り返れば、人間離れした数多くの仲間がいるからだ。
「みんな何があっても、人を殺すのはダメだよ。アイル・リザードバーグの顔を見たら帰るからね」
「やった事は一度しかないが、気をつけてはみる」
　真っ先に言葉を返した悪魔は、先頭を歩くベリアルだ。ベリアルはこの一年、ライトに剣の扱いを仕込んできた。そしてムルムルは、ライトがハデスにいる間、魔術をしっかりと仕込んできた。
「何かあれば、ライトは自分の身は自分で守れる。もしもの時は、俺がアイル・リザードバーグの腕の一本くらいお土産に持って帰る」
　もうルシファーは、ライトに〝隠れていろ〟とは言わない。ライトは少し、強くなった。
「もうお城は目の前だよ、行こうか」
　ルシファーの両腕を支えるベルゼブブとアスタロト、二体の悪魔は揃っている。そしてその配下である上位六柱、〝アガリアレプト〟〝サタナキア〟〝ルキフグス〟〝フルーレティ〟〝サルガタナス〟〝ネビロス〟が揃っている。
　ライトとルシファーは、上位の悪魔を全て揃え、この世の神を待ち受ける。

　空に輝く赤い輝きは、聖軍隊の騎士団長と、その傍にいる守護天使の目にも映っていた。空を見上げた聖軍隊聖タダイ騎士団、騎士団長レイミヤ・ヴェッテはすかさずラビに声をかける。
「アイル様がお見えになった。ラビ、一緒に行こう。ボディーガードしてあげるよ」
「僕はか弱くないので一人で行けます」
　差し出された手を気にもしないラビは、聖ユダ騎士団の達を率いて訓練場を後にする。
　取り残された聖タダイ騎士団の騎士ナイト達は、全員が顔を歪めた。ラビが女であることは、騎士団長と守護天使しか知らないのだ。所属する騎士団のトップがクソ男子だと思うとゾッとする。
「ラビにフラれちゃったね。でも、町には可愛い女の子が沢山いるじゃない」
　手を差し出したまま固まるレイミヤを慰めるのは、守護天使である〝ヤエル〟だ。
「黄道十二宮の天使ともあろうヤエルが、そんな野蛮なこと言っちゃいけないよ。したたかに美しく、僕ようであれ」
「あぁ…… そうだね……」
　前向きなレイミヤは、陰で隊員達から『黒髪のキザ野郎』と呼ばれている。明らかな悪口だが、レイミヤはそれを褒め言葉だと信じてやまない。容姿は悪くない。黒い髪はウェーブが美しく、その顔は異常なほど整っている。目鼻立ちもクッキリとしている為か、以前のあだ名は『歌劇団』であった。
「さぁ行こうみんな。アイル様が美しすぎる僕に会いに来られた…… 愛が凄いな……」
　聖タダイ騎士団の隊員達は、この騎士団長にはもう慣れている。この状況でも全員が黙って後について歩く事が出来るのだ。
　変わり者のレイミヤに呆れ顔を向けていた守護天使ヤエルは、訓練場を出る前に振り返る。その場には、聖ユダ騎士団、騎士団長ラビ・ゼカリアの守護天使サリエルが残っていた。
「あれ、使い物にならない死の天使は置いてけぼり？」
　ヤエルは黄道十二宮の天使。宮を持たないサリエルを小馬鹿にしているのだ。
「私はお前のように守護する宮を持たないが、特別な邪視と大鎌を持つ死を司る天使だ。ラビは慕ってくれている」
「サリエルは堕天したかつての仲間を想って夜な夜な血の涙を流してるって…… 噂は怖いね。サリエルは悪魔なんじゃないかって、みんなが言ってるよ」
「――かつての仲間を想って何が悪い！　以前は皆がエデンにいたじゃないか！」
　サリエルは死を司り、邪視を持つ。とても天使とは思えない邪悪なものを全て背負っている天使だ。しかしその心の中は、ラビと同じように優しく、堕天したかつての天使を想わない日はない。その仲間の裏切りの思考を見抜いてしまったのはサリエルの邪視であり、多くの仲間を堕天させたのだ。
　サリエルの邪視は、サリエルの意思とは関係なく見たくないものを見せる。目には、血の涙が滲んだ。
　ヤエルはサリエルの目の前で溢れる血の涙を見つめる。哀れなサリエルの髪を撫で、そして、首を締め上げた――
「――ッ！」
「今流した涙は悪魔を想い流した涙。その罪の重さを僕の秤にかけよう」
　黄道十二宮の天使、ヤエルが守護する宮は〝天秤宮てんびんきゅう〟であり、聖具は手のひらを広げれば現れる金色の天秤。
『ライブラ』と名付けられたその天秤は、罪の重さを秤にかけ、重さに見合った三重罰を与える。

　第一の罰〝永遠の火〟
　神に仕える『セラフィム』に抱擁され、永遠に燃やされる罰

　第二の罰〝友情の玉座〟
　神に仕える『ケルビム』と深い友情が結ばれ、神の玉座の下敷きとなる罰

　第三の罰〝愛情の戦車〟
　神に仕える『オファニム』に愛され、炎の戦車の車輪となる罰

　ヤエルが与える罰は死ぬ事は許されない。神に最も近い三体の一部となる。
「ほら、秤が傾いてきた」
「ヤエル…… やめて……」
　首を掴まれ秤を掲げられたサリエルが抱くものは〝恐怖心〟だ。守護天使は神に最も近い三体をよく知っている。
　ヤエルの天秤はわずかに傾き、動きを止める。ごくわずかだ。しかしヤエルは、そのわずかな罪の重さを決して許すことはない。
「サリエルの罪の重さは計られた。第三の罰〝愛の戦車〟を与えよう」
「――嫌だ…… ラビの元へ……」
　――サリエルの罰は、確定した。
　血の涙を流す死を司る美しい天使の前には、純白の棺が現れる。その棺の中にあるものは二四本の鉄針だ。棺の蓋が閉まれば、その美しい身体に二四本の鉄針は容赦なく突き刺さる。
　サリエルは棺の蓋が開けられると、最後の抵抗に出る。首を掴まれ締め上げられながらも、大鎌をヤエルに振り下ろした。
「なんだよ。僕の審判が不服なの」
「そんな……」
　サリエルの美しい顔は絶望に満ちた。
　力を込めて振り下ろした大鎌は、いとも簡単にヤエルの片手で弾かれたのだ。投げ捨てられた大鎌を拾うことは出来ない。サリエルの動きはヤエルが封じている。
「さぁサリエル、棺に入って僕と一緒にアイル様のお側に行こう――」
　これが、神に仕える天使の正義であり、宿命――
「――ラビ…… ごめんなさい……」
　サリエルになす術はなく、再び血の涙を流した。黄道十二宮の天使の前では、魂を狩る大鎌も無力。
　哀れむ事がないヤエルは純白の棺を立て、笑ったが―― 
「――誰」
　サリエルの首から、手は離れた。
「――僕の守護天使を虐めないでくれるかな。あまり、僕を怒らせないでほしい」
　サリエルを救ったのは、聖ユダ騎士団、騎士団長ラビ・ゼカリア。地に手をつき、冷たい眼光をヤエルに射る。
　自由の身になったサリエルとは相反し、今度はヤエルが身動きがとれない。ヤエルは凶器で囲まれている。ラビの錬金術により姿を変えた、無数の土の凶器が矛先を向けていた。
「ちょっと遊んでただけだよ」
「その天秤はおもちゃじゃない。罪のない者を秤にかけて感情を弄ぶのなら、それは悪魔よりもタチが悪い」
　いい顔を返さないヤエルの天秤と棺は跡形もなく消え去った。そして、土の凶器も土に戻る。
「なんだよ、つまんないの」
　ため息をついたヤエルは、聖タダイ騎士団、騎士団長レイミヤ・ヴェッテの元へと向かい、その姿が見えなくなると、ラビはサリエルの髪を撫でた。
　その顔は、とても優しい。
「一人にして悪かったね。僕がサリエルの側にいればよかった」
「私は守護天使。守るのは私だ。ラビは悪くない」
「僕だってサリエルを守るよ。かつての仲間を想い涙を流すサリエルを、僕だって知ってる。僕は仲間想いのサリエルが好きだよ」
　守護天使は命をかけて人間を守護する者。しかし同じように命がある。ならば同じように命をかけて、ラビはサリエルの身を守る。それが出来るほどラビは強い騎士団長だ。
「――あれ？　ラビもサリエルもまだここにいたの？　アイル様はもうすぐそこまで来てる。一緒に行こう」
「国王陛下とご一緒出来るとは光栄です」
「じゃぁ手を繋いで行こうか？」
「ありがたい事です」
「冗談だよ……」
　最強の騎士団長に冗談は一切通じない。ラビはナグに笑い、今日はサリエルと手を繋いだ。
　サリエルの邪視には恐怖を感じるが、信頼が厚い愛情を前にすると国王ナグ・マハディも思わず笑う。
「では、向かおうか」
　ナグは聖軍隊聖ユダ騎士団の最強騎士団長ラビと、死を司る邪視の持ち主サリエル、そして聖軍隊の落ちこぼれ隊員ゼロを率いて、この世の神の降臨を待つ。

　エノクの城に行き着くには、南側に位置する城下町の入り口、そこに聳える鋼鉄の扉を開けなければならないが、この世の神にその必要は無かった。
　神は、天から舞い降りる――
　城の二階、城門の真上に位置する場所には、城下町を一望出来る広い露段のような場所がある。国王ナグ・マハディは、この場所にアイルの玉座を用意した。
　突き出した露段に三騎士団の騎士団長と守護天使の姿が見えると、集まった国民は歓声をあげる。そしてナグの姿が見えると、歓声はさらに大きくなる。
「玉座に座ったのがエノク王国の国王、ナグ・マハディだ」
「そうですか。なかなかいい男ですね」
「むぎゅ……」
　ナグの姿はベルゼブブも捉えた。キーコとマーコ、ジーンも、歓声をあげる人々に紛れその姿を視界に入れている。
　露段の入り口ではゼロが空を見上げた。
「な…… なんだよあれ……」
「ゼロ君、膝をつきなさい。アイル様がお見えになった」
　三人の騎士団長と守護天使が一斉に膝をつく。ラビに声をかけられ、出遅れてゼロも膝をついたが、目にしたものは、およそこの世のものとは思えない、バケモノの姿であった――

　赤く燃えるその輝きは、天から神の如く舞い降りる。

　広い露段でなければ入りきらない巨体は、四つの車輪を持ち、その車輪は炎を纏い、無数の眼をあしらっている。用意した玉座はことごとく押しつぶされ、露段に身を収めると、無数の眼が鋭い眼光を射る。
　これが、この世の神であるアイル・リザードバーグを運ぶ戦車〝オファニム〟だ。
　アイルはオファニムから降りることはない。オファニムの上にはアイルが玉座としている〝ケルビム〟がいる。それは人、獅子、牛、鷲、四つの顔を持ち、広げられた一対、体を覆う一対、四枚の翼がある。四方に向いた四つの車輪があり、その身には無数の眼がある。 アイルはこのケルビムの上に座している。 
　さらにアイルの前には〝セラフィム〟が立ち塞がる。セラフィムは三対六枚の赤い翼を持ち、一対は頭、一対は体を隠し、残る一対で飛翔する。神への愛と情熱でその身が燃え、どんな攻撃をも寄せ付けない。常に盾になり、アイルの姿を国民に晒すことは無い。
　ゼロの位置からは、神の姿が見える――
　真っ白い長い髪は、恐らくこの世に生を受けてから切られたことがない程長く、純白のドレスに身を包んでいた。その顔は聖なるものに相応しく、大人びて美しい。
「皆、顔を上げなさい」
　優しさも恐怖も感じないその綺麗な声は、ゼロに女神を連想させた。
　アイルは顔を上げたナグを、バケモノの上から見下ろす。
「ナグ・マハディ、建国百年、おめでとうございます」
「勿体無いお言葉、感謝致します」
　最大の敬意を払う様は、ゼロにもよく伝わった。
　アイルの顔はすぐに、正面に戻る。最小限の言葉でこの場を締めくくると思われたが、次に放った言葉でナグの心臓は抉えぐられる――

「ではまず、アンデッドの村を潰そうか――」

　アイル・リザードバーグ。それはバケモノのような姿をした聖なる者に座している、一四歳の少女。
「今、なんと仰いましたか――」
「この世の神が、何も知らぬと思っておられたのですか」
　アイルは建国百年を祝いに来たわけではない。
　神を裏切り悪魔と関わりを持つ者の、大切なものを奪いに来た――


　　２


　その場にいた全員が表情を変える事なく、言葉をかけることも無く、一歩身を引いた―― アイルの目がナグに向くことも無い。
「今日この日、人間を惑わせる悪の村は聖なる炎により焼かれる。さすればこのエノク王国の建国百年を、ようやく心からから祝えよう」
　人間を惑わせる悪――
「わたくしは、この国の王ナグ・マハディを咎めません。罰は悪魔の村を排除する事で受けるのですから――」
　ナグを惑わせるものが弟の屍を弄ぶ悪魔であるのなら、この世の神は容赦なく悪魔を排除し、欲に負けた国王に最大の罰を与える。標的にされた村には弟の亡骸がある。もちろんイルーナの母親の亡骸も。その村を燃やされれば、死体は瞬時に灰になってしまうだろう。それはナグにとって最大の悲しみとなる。それがナグに与えられた聖罰。弟の蘇りを期待していたナグは、そのために死体を大切にとっておいたのだ。言葉すら返せなかった。
　目の前の戦車と玉座からは、無数の目玉が裏切り者に鋭い眼光を向けている。まるで心の中までもを全て見られているような、恐ろしいバケモノの目であった。

「今の神はとんでもないバケモノをペットにしてるのか。おかげでここからアイル・リザードバーグの姿が何も見えない」
　城から少し距離置いて露段を見上げるアガリアレプトとムルムルは、なんとかアイルの顔を見ようと人混みを掻き分けるが、その視界は全身に炎を纏ったセラフィムが遮っている。そんな中、ベルゼブブだけは別のものを探していた。
「四大天使の姿がありませんね。必ず来ると思っていましたが」
　アイルの守護天使は四人の四大天使、〝ミカエル〟〝ラファエル〟〝ウリエル〟〝ガブリエル〟だ。露段には騎士団長の傍にいる守護天使の姿があるだけであり、アイルの側で仕える四大天使の姿は無い。側にいるものは見た事もないバケモノだ。
　見上げていた国民も皆、現れたバケモノに違和感を感じていた。歓声は徐々に弱まり、静まり始める。目の前に現れた聖なるものは、余りにも異色を放った容姿を晒している。
　そして、神の鉄槌は下された――
「――なにあれッ！」
「眩しいッ！　怖いよベルゼブブさん！」
　突如北の森に巨大な火柱が上がった。キーコとマーコが立つ位置から火柱まではまだかなり距離があるが、その熱風は異常なほど熱く、強烈。
　珍しく目を見開いたムルムルは、その場所を知っていた。
「わわ、私の村を…… 標的にして、いるようで、すね…… 的は外したようです、が。こざかしい…… 死ねば、いいのに……」
　ジーンの目には静まり返る人間の姿が映った。一瞬の出来事ではあったが、キーコとマーコを抱きしめる。ベルゼブブとアガリアレプトはバケモノに目を凝らした。
「何が起こったの！　怖いよ！」
「ベルゼブブさん！　もう魔獣を召喚しよう！」
「まだです。まだライトとルシファーが命令を下していません」
　悪魔に出陣の命令を下せる事が出来るのは、ルシファーとライトだけだ。ベルゼブブは何があってもまだ動かない。
「――悪魔だ！」
「――悪魔がやったんだ！」
　国民は地獄のような光景を目の当たりにして、城下町を出ようと一斉に南に向かい走る。誰もが悪魔を頭に思い描いたが、それは聖なる火柱―― 露段の入り口にいたゼロは見ていた。
「火を吐いた…… 本物のバケモノだ……」
　思わず後ずさりをしたゼロが見たものは、アイルの前に立ち塞がるセラフィムが後頭部を割り、火の光線を吐く姿だ。その瞬間、北の森に巨大な火柱が立ち上がった。
「なんなんだよあいつ…… 前向いてたんじゃないのかよ…… どっちに顔がある……」
　標的を視界に入れずに火を放ったとは考えにくいが、セラフィムは明らかにアイルの前に立ち塞がり、背中を向けている。果たしてその顔はどのような顔か―― ゼロは息を飲み、セラフィムに目を凝らす。
「さぁセラフィム、悪魔の村に神の制裁を与え、この国の王の目を覚ましてあげよう」
　アイル・リザードバーグの命令は絶対だ。それは神を愛するバケモノを動かす原動力――
　セラフィムは赤い翼を羽ばたかせ上空へと舞う。北側に振り返るバケモノの顔を見たゼロは言葉を失った。その顔に目や口はなく顔などない。ただ全身を燃やし続けるだけの恐ろしいバケモノだ。
　全身を大きく反らせたセラフィムは、燃える頭部を縦に割り、北の森、遥か遠くをめがけ巨大な炎球を吐き出した――
　時間にして数秒、城は爆音とともに大きく揺れる。
「ずいぶん派手な花火でも上げてるんだ。いいなぁ、見たかった」
　外では大変な事が起こっているが、この状況でも城内にいるイルーナは平然とベッドで本を読んでいた。
　しかしナグは気が気ではない。思わず露段の端まで駆け寄り、行く末を見守った。
　吐き出された炎球は北の森で火柱を上げている。しかし立ち上がる火柱は二つあった――
　すぐに違和感を感じたのは、聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤだ。露段から身を乗り出し、北の森を視界に入れる。
「――来たぞ、悪魔が」
　上空には、三対六枚の翼を広げた悪魔がいる。空を舞うセラフィムの真正面―― ロンギヌスの槍を掲げ、吐き出された巨大な炎球を両断したのだ。
「黒い槍―― あいつはルシファーだ」
　その悪名を耳にしたアイルの目は、ヒルキヤに向いた――
「悪魔の頂点に、神の制裁を下せ――」
　三人の騎士団長、三人の守護天使はすぐさま露段を後にする。ただ一人、聖ユダ騎士団、騎士団長ラビは、国王であるナグに声をかけた。
「国王陛下はゼロ君と城内へ。姿を晒していては悪魔の餌食になりかねません。僕はサリエルとともに悪魔を排除します」
「ラビ…… 僕は……」
「ご安心下さい。ゼロ君は、命をかけて〝この世の悪から〟国王陛下をお守りします」
　ラビの目はゼロに向く。その目はいつものように優しくはない。
「ゼロ君、何があっても相手が誰であろうと、国王陛下を必ずお守りしろ。僕と君の、男の約束だ」
「騎士団長……」
　その言葉はゼロの心にずっしりと響いた―― 一ヶ月もの間、ラビが何のために自分に錬金術を仕込んで来たのか―― ゼロには、ラビの意思が見えた。
　顔を上げたゼロは、珍しく表情を引き締める。
「任務は必ず全うします」
「僕は君を信じる。是非、また生きて会おう――」
　最後にはゼロの頭を撫でて優しく笑った。聖軍隊聖ユダ騎士団、騎士団長ラビ・ゼカリアは今日、命を賭ける――
「〝生きてまた会おう〟……って ……？」
　聖軍隊の裏切り者、ゼロ・バルカス―― ラビはこの国の王の命をゼロに託し、サリエルとともに悪魔の前に立つ。

　アイルの側から騎士団長と守護天使が姿を消すと、上空を舞うセラフィムはルシファーに背を向ける。赤い翼はゆっくりと広げられ、その大きさはルシファーの翼の倍以上もあり、顔のない炎の塊は人型。悪魔から見ても奇妙でしかない。
「なんだあのバケモノ」
　背中を向けられたルシファーは、アンデッドの村が無事だと分かりセラフィムを追う。城の正面に出たルシファーが目にしたものは、異色を放つバケモノに座す少女だったが、その姿は瞬時にセラフィムにより隠された。
　それが憎い神だと確信したルシファーは一人、セラフィムを目指し羽ばたいたが―― セラフィムは目の前に現れたルシファーに向け、再び巨大な炎球を吐き出した。
「――なんだコイツッ！」
　炎球と共に遥か遠くへ弾き飛ばされるルシファーは、城の南側、城下町の入り口に墜落。その衝撃は相当なものがある。
　ベルゼブブとアガリアレプトは、吹き飛ばされるルシファーをしっかりと目で追っていた。
「おい地面に穴が空いたぞ」
「随分飛ばされましたね。とんでもないバケモノです」
　その時だった――
「――わぁッ！　ベルゼブブさん！　森が！」
「森がまた燃えてる！」
　セラフィムは再度アンデッドの村に向け、巨大な炎球を放った。大きな揺れとともに火柱が上がった場所は、間違いなく村がある場所。その村には仲間の悪魔たちがいる。ムルムルがかき集めた死体がある。
「ムム、ムカついた…… ブッ、殺す……」
「一体あのバケモノはなんなんだ！　長年人間をやっとるが見たことないぞ！」
　ローブの奥底から双眼鏡らしき物を取り出したジーンは、レンズの中にバケモノを捉えた。
「顔もないじゃないか！　気持ち悪！」
「貸せ」
「あら！」
　そしてすぐに双眼鏡は奪われる。ジーンの双眼鏡を奪ったのは、セラフィムの巨大な炎球に吹き飛ばされ、相当な勢いで墜落した衝撃で地面に穴を開け、黒い聖職着をボロクソに焦がしたルシファーだ。
　大丈夫か？　――全員が心配する。
「なんなんだあのバケモノは。アイル・リザードバーグが何も見えないぞ」
　ルシファーはボロクソになったが負傷はしていない。ベルゼブブはすぐに膝をついてルシファーに頭を下げた。
「ルシファー、私はあなたをずっと待っていました」
「そうか、だが俺は再会を待ち望んだ事は一度もない。あいつが何者か今すぐ説明しろ」
「私も全く知りません」
「ったく使えない蝿だ」
　今日も雑な扱いをされたベルゼブブだったが、再会を喜ぶ暇はなかった。
「……なんだ、イルーナは城の中にいるのか」
　ルシファーがレンズの中に見たものは、バケモノがいる露段の右側、広いバルコニーから顔を出すイルーナの姿。
「……花火にしては大きな爆発音だったけど…… お城もだいぶ揺れたし……」
　三度目の爆音と揺れで、ようやく違和感を感じたイルーナは、不安になりバルコニーに出たのだ。
　しかしその瞬間、エノクの城は、地獄と化した――
「わぁッ！　お城が燃えちゃう！」
「ベルゼブブさん！　火が上がったよ！」
　セラフィムは城を囲むように火を放った。一瞬見たイルーナの姿は、立ち上がる巨大な火柱により見えなくなる。
　それはセラフィムが作り上げた神を守る炎の壁。立ち上がる炎は城全体を覆い隠すほどの勢いがある。胸を抑えたジーンも気が気ではない。
「おいルシファー！　イルーナは大丈夫か！　火傷でもしたらどうするんだ！」
「そんな事は俺に言うな。ライトに言え」

「ライト――」

　ジーンは、城に向かい一直線に走る人間の姿を見た。黒いローブのフードをすっぽりと被り、聖剣を掲げて一人、聖なるバケモノに向かっていく人間――
「ライトは黙ってない。イルーナを守ると約束した」
「あれは…… ライトか」
「あれはライト。俺の子だ」
　ライトは城下町の入り口から、街を出ようと必死に走る国民に紛れ見ていた。火柱に囲まれる城の中にイルーナがいるのなら、バケモノがいる城にでも、闇の聖剣掲げ一直線に走る。
　ライトは地上からイルーナを目指す。
　ルシファーは上空から、再びセラフィムの後ろにいる神に向かい飛翔した。
　悪魔はそれに続く。城下町の入り口からは、ハデスの主力権力者の一体であるアスタロトが、六七体の悪魔を率いて城を目指す。
「キーコとマーコも魔獣をどうぞ。人間も戦う気があるようです」
　先頭を走るライトの行く手を阻むように、聖軍隊の三騎士団は、最高階級である騎士ナイトを揃えて待ち受ける。その数約二百人。しかしライトは引かずに進んだ――
　双子の姉妹キーコとマーコは二人で黒い魔獣書を開き、万年筆で三つの魔法円を描く。
「ベルゼブブさん出来た！」
「私たちだってバケモノが好きなんだから！」
　バケモノにはバケモノで対抗しようと闇の世界から召喚した三体は、ベルゼブブからのバースデープレゼント。
　とても可愛いとは言えないカバ〝ベヘモット〟、ただでさえ恐ろしいのに毒の角を持つ〝ドラゴン〟、絶対に食べられてはいけない大蛇〝レビヤタン〟……
　二人はバケモノを手なずけているれっきとした魔獣師だ。
「では二人はじじぃと共にライトを援護して下さい。私はルシファーを追います」
　美しい蝿はルシファーを援護する。
「行こうジーン！　カバに乗って！」
「ジーンは足腰が弱いからカバに！」
「人喰いカバになんて乗れるか！　あぁ、やめなさい！」
　有無を問われずにベヘモットに乗せられたジーンは、キーコとマーコとともに魔獣を率いてライトを追った。

　城に向かい一直線に走るライトの前には、聖軍隊聖タダイ騎士団、騎士団長レイミヤ・ヴェッテと、守護天使ヤエルが立ち塞がる。
「神に背く黒い祓魔師エクソシストは君か。残念だが僕は女の子しか愛せない。相手が男であるなら容赦はしない」
　黒髪のキザ野郎いう悪口を言われているだけあり、かける言葉も少し色が濃い。騎士団長レイミヤが振りかざす剣はライトと同じ聖剣だ。レイミヤは祓魔師エクソシストの血を継承している。騎士団長に成り上がったという事は、それなりに剣術にも優れているはずだが、しかしライトは止まらない。
「僕は神に会いにきたんじゃない。イルーナを救いたいだけだよ――」
「なに？　僕よりカッコつけたな！」
　素早く聖剣を振り下ろし、黒い祓魔師エクソシストに傷をつけたと確信したが、レイミヤに手応えはない。
「――後ろ」
　普段六六六段の階段を駆け上っているライトの脚力は相当なものがある。レイミヤの一振りには見向きもせず躱かわし、先に進む。
　足は止めない。
「クソガキ…… 馬鹿にしやがって……」
「〝罪〟はお前ごときに目は向けない。〝罪〟はルシファーと心臓を交換したハデスの誇り高いバケモノだ」
「誰だ貴様――」
　走り去るライトに代わり、レイミヤの前に現れた赤髪の堕天使。黒く美しい長剣を両手に持つその悪魔は、六七体の悪魔を率いたアスタロトだ。
「人間ごときに〝罪〟の足は止められない。殺す事はできないが、暇つぶしに相手をしてやる」
「ナメるな赤髪のキザ野郎」
　キザにはキザが牙を剥く――
　しかしライトの前には守護天使ヤエルが立ちはだかる。金色の天秤を掲げるヤエルは、ライトの罪の重さを計り始めていた。
「なんだよ黒い祓魔師エクソシストは重罪人だ。計りきれないよ」
「僕は天使にも用はないよ」
「黄道十二宮の天使である僕は無視できない―― 君には三重罰全てを与えよう」
　走るライトの目の前には、二四本の鉄針を見せる棺が現れる。そこに入ってしまえば最後。ライトは神に最も近い三体の一部となってしまう。
「僕は罰を受けもしなければ与えもしない。残念だけど構っていられない」
　足を止めないライトは、闇の聖剣に黒炎を纏わせた。目の前に迫った聖なる棺を一刀両断、自ら道を作る。
「――ッなに！　僕の棺を――」
　ベリアルから剣を仕込まれ続けたライトはもう、母親の聖剣を体の一部としている。二四本の鉄針など恐れない。
　後を追おうと振り返るヤエルが目にしたものは――
「――どこまでも醜い奴らだ！」
　ヤエルの天秤一つでは罪の重さを計りきれないほどの数の悪魔―― ライトの足は止めさせない。
　しかし走るライトには俊足の矢が射られる。目の前には見覚えのある顔があった。
「ヒルキヤ・モーセ、僕はちゃんと覚えてるよ」
「俺は生かされたのなら死ぬまでお前を殺しに行くぞ」
「じゃぁ僕は、死ぬまで逃げる」
　ヒルキヤは向かってくるライトに矢を射るが、俊足の矢はことごとく燃やされ、ライトに届く事はない。
「ヒルキヤ、黒い祓魔師エクソシストの後ろには魔術師がいる！」
「魔術師……？」
　その存在にすぐに気がついたのは、ヒルキヤの守護天使シザヤゼル。走るライトの後ろには、ドラゴンに乗ったムルムルがいた。
「ババ、バレちゃっ、た…… プッ……」
　しかしムルムルはヒルキヤと守護天使シザヤゼルには見向きもせず、ドラゴンから降りるとライトの後ろについた。ヒルキヤは自分を差し置いて走るライトの背中に向け弓を構えたが――
「なんだあのバケモノ！」
　シザヤゼルの声を聞き正面に顔を戻すと、思わず弓を下げた。
「クソ…… とんでもないバケモノ出して来たがって」
「あんただってバケモノ崇拝してるじゃない！」
「この子たちの方があのバケモノより数倍可愛いんだから！」
「こら！　大人をからかっちゃいかん！」
　ムルムルを運んだのはキーコとマーコ。もちろんジーンも一緒だ。双子の姉妹は保護者同伴でライトを援護する――
　足を止めないライトの前には、数多くの聖軍隊の騎士ナイト達が、容赦なく聖剣を掲げて向かってくる。地面にはちらほらと白い魔法円も見えた。
　騎士ナイトは全員が特別な血の継承者であるため、召喚師と祓魔師エクソシストで構成されている。ただの人間ではない。
　精霊の力を味方につけた祓魔師エクソシストの力は侮れないが、ライトは迷う事なく黒炎を纏った聖剣を構える。
「黒い祓魔師エクソシストを殺せ！」
「捕まえてアイル様に差し出せ！」
　人間は悪魔に身を売ったバケモノを捕らえるため、容赦なく牙を剥く。哀れな人間に傷をつけないよう、歩みは止めずに前に進むが、聖剣を振り下ろすライトは力加減を気にしながら、武器だけを確実に地に落とす。数多くの騎士ナイトの前ではさすがに歩みを緩めたが、ライトは一人、着実に城へと距離を縮めた。
「ララ、ライトは先に、どうぞ。わわ、私がストレス、解消を引き受け、ます……」
「ありがとうムルムル！　お礼に新しいクマの人形を買ってあげるよ」
「むぎゅ！」
　これには喜びの表情を向けライトを先に行かせたムルムルは、赤いインクの万年筆でいくつもの魔法円を描いた。
「エエ、エロイムエ、ッサイム〜！　な〜〜んちゃっ、て……」
「――うわッ！」
「――火だ！　いや水も！」
　地には火がつき水が襲いかかる。天、地、風、水、火、ムルムルが扱う黒魔術は多岐にわたり、自然の力を悪用されれば、騎士ナイトと言えども思うようにムルムルには近づけない。
　そして走るライトの前には最後の敵、聖軍隊聖ユダ騎士団、騎士団長ラビ・ゼカリアと、守護天使サリエルが立ち塞がる。
　ラビは微動だにせず、向かってくるライトを黙って受け入れるが――
「――わぁッ！」
　ライトはついにここで初めて倒された――
「黒い祓魔師エクソシスト、ここから先は僕が通さない」
「い、痛い…… 」
　全力で向かってくるライトを受け入れたラビは、聖剣を掲げるバケモノであろうと首を押さえつけ、地面に叩きつける。その勢いがあったからこそ、地面に打ち付けられたライトには相当なダメージがあった。
「やはりラビには敵わぬか。黒いバケモノも所詮は人の子――」
　露段から見下ろしていたアイルも、ラビには絶対の信頼を置いている。ラビは強いのだ。
「君はまだ延びる。殺してしまうには惜しい。だからこの場を去れ」
「僕は神の事はどうでもいい。城にはイルーナがいる。イルーナを火の中から救うまでは帰れない」
「イルーナ……」
　ラビは思考を凝らす。神に背き、神の命を取りに来たのではないとすると、こぞって悪魔を排除する必要はないと考えたのだ。
　しかしサリエルは違う――
「ラビ、ここで殺しておかないと、アイル様はだまっていない。ラビだって罰を受ける」
「サリエルの目にはこの青年がどう見える？」
「私の邪視？」
「そう。その邪視には嘘をついているように見えるか」
　サリエルはライトに目を向ける。その答えは、すぐに出た。
「……見えない。嘘はついてはいない。だけど……」
「ならば殺す必要はない。しかし、助けに行ったところで生きて帰ってはこれないかもしれない」
　ラビはライトに笑った。
「それでも行くか」
「行くに決まってる。僕はイルーナと約束した――」
　その時―― ラビの首には黒い大剣がゆっくりと差し込まれる。触れるか触れないか、際どい距離を保っている。
　その大剣はベリアルの大剣だ。目の前にはアガリアレプトが立ちはだかる。
「お前はいい騎士団長だが所詮は人間だ」
「僕も油断したもんだ。気がつかなかったな」
　ラビはそれでも笑う。ライトから手を離すと、地に手をついた。
　すぐに立ち上がるライトは、サリエルとラビを背中に見て炎に囲まれる城を目指す。しかしその瞬間、ベリアルの大剣はすぐにラビの首から離れる。サリエルの大鎌がラビに剣を向けることを許さなかった。
「――ッ！」
　そしてライトの姿は見えなくなる――
「僕の壁は鉄壁だよ。あの子は行かせたけど、この壁を越えて生きて帰ってこられるかな」
　ラビ・ゼカリアが錬金術で生み出す壁はあまりにも高く、巨大。分厚いその壁は城の出口を塞ぎ、入ることも出ることも許されない。
　それでもライトは振り向かずに、イルーナを目指した。

　ラビが錬金術で作り上げた巨大な壁は、悪魔にも人間にも天使にも見えている。それは城の目の前までライトが来たという証拠。城門まであと少し――
　ライトは足を止めずに、万年筆で紙に赤い魔法円を描く。それはムルムルに習った黒魔術だ。
　立ち上がる巨大な火柱を目の前にすると、魔法円を描いた紙を投げ入れた。
「うまくいくかな」
　火柱は下から徐々に青く色を変え、パキパキと音を立て凍りつく。
「もっと！　頑張れ！」
　少し時間はかかったが、ライトは城を囲う火柱を全て氷に変えた。まるで氷河だ。黒炎を纏った聖剣で城門まで氷を割ると、城の中へと走った。

　上空からアイルを目指していたルシファーにもラビが作り上げた巨大な壁と、氷と化した火柱がもちろん見えている。
「あんな壁俺がぶち壊してやる」
「一体何を？」
　黒い槍を振りかざすルシファーを少し不安な目で見ていたベルゼブブ。思った通りルシファーは全力で槍を投げた。その勢いは凄まじく、風をきる槍は轟音を響かせ、鉄壁の壁を貫いた。
「見ろ、壁を貫通したぞ。さすが俺だ」
「ですが城まで崩れかねません」
　ラビが作り上げた鉄壁の壁も、悪魔の頂点に君臨するルシファーの力には及ばない。しかし、砂埃をたて崩れ落ちる壁と、ライトにより氷と化した火柱を粉砕し、その向こう側に見えたものは、イルーナがいたバルコニーを粉々に破壊して城壁に突き刺さるロンギヌスの槍。
「……俺の槍投げが凄すぎてイルーナがどうなったのかわからんな」
「ライトに怒られますね」
　少し反省したルシファーは再びアイルを目指す。
　崩壊した壁に気を取られていた守護天使シザヤゼルは、上空を舞うルシファーとベルゼブブを視界に入れる。露段にいるアイルに向かっていることは一目瞭然。シザヤゼルはすぐさまアイルの元に向かった。
「お？　なんだ、ちょうど良く裏切り者が現れた」
　空を舞うシザヤゼルが見たものは、露段に姿を現したイルーナだ。あまりの異常事態に恐怖を感じ、国王がいるであろう露段に来てしまったのだ。しかしそこにいるのは、バケモノに座したアイルだけだ。
　シザヤゼルは地上で弓を射るヒルキヤに向かい、叫んだ――
「ヒルキヤーー！　露段にいる女の子がヒルキヤの右腕に矢を射った子なんだってーー！」
　その声は上空を舞うルシファーとベルゼブブも聞いた。地上にいる悪魔たちも人間も、露段に座すアイル・リザードバーグの耳にも入った――

「イルーナ――」

「黒い祓魔師エクソシスト、初めまして。私がアイル・リザードバーグです」

　露段にはライトが辿り着く。目の前には無数の目玉に囲まれたバケモノに座すアイル・リザードバーグの姿ある。
　しかしライトの目は、アイルには向かない。
「イルーナ…… なんで……」
　ようやく顔を見ることが出来たイルーナには、アイルが座しているケルビムの四本の腕が巻きつき空に掲げられてる。顔を歪めるイルーナは声も出そうにない。
　何が起こったのか検討もつかないライトは、何も考えずに聖剣を抜いた。
「黒い祓魔師エクソシスト、そなたは神に背き悪魔と心臓を交換した罪人です。この国の王と同じように、聖罰を与えます――」

　ドクン―― と、心臓が脈を打つ――

　イルーナの青い瞳からは、涙が流れた―― 伝えたい言葉も声にならない。

「やめろ……」
一二ヶ月、イルーナの幸せを願って、会いたい気持ちを抑えて耐えてきた――
「もう遅い―― 神に背き悪魔に身を売ったにも関わらず、人を捨てきれなかった自分を生涯悔やめ」

　それなのに、
　神の制裁はライトの心臓を高鳴らせ、

　大切なイルーナの心臓には、
　地上から射られた俊足の矢が、刺さった――

「イルーナ――」

　再会を果たして数秒の出来事。
　目の前の光景は夢か、現実か――

「――イルーナ、僕来たよ？」
　地に転がされたイルーナは、言葉を返してくれない。
「イルーナ、僕…… せっかく来たのに……」
　美しい青い瞳も、見せてはくれなかった。
　ライトは最愛のイルーナを抱きしめ、涙を流した――

「――嫌だよ…… イルーナお願い死なないで……」

　強く抱きしめても、ダメだった。
　夢ではなかった――

　イルーナは、聖軍隊聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセが放つ聖なる矢を胸に受け、言葉も返さず目も開けない。
　高鳴る心臓の鼓動は止められず、涙はひとりでに溢れてくる。
　そして頭には、一年前にザキエルが放った言葉が浮かんだ。

　『遅く気がついたが故に、失うものが大きい事を思い知れ――』

　――あの時、殺しておけばよかったと、頭をよぎる。
「死ぬなんて、ダメだよ……」
　悔恨の情、絶望の悶え、言いようのない深い悲しみが、ライトの心臓に染み渡る。
「―― わたくしはまだ、黒い祓魔師エクソシストは殺さない。生きて、大切なものを失った苦しみを思い知れ」

　ドクン―― 

　その言葉はライトの鼓動を煽る。
　大切な人を失う苦しみなら、両親を失った時にもう嫌という程味わった。
　ライトの心臓は、イルーナの心臓に刺さる矢を見ると黒くなる。人の思考など、失った――

「アイル・リザードバーグ――」

　指を噛み、血を流す―― 地に手をつき、イルーナを抱きかかえながら、鋭い眼光を目の前の神に向けた。
「今更何を召喚しても、無駄―― わたくしは、守護三体に守られ、誰にも傷つけられることはないのだから――」
　ライトはそれでも手を離す事はない。
　浮かび上がる闇の魔法円は城を黒く染め、暗黒の世界を作りあげる。巨大な印章は、城も城下町も飲み込んだ。白い人間たちが群がる地に広がる闇の中、姿を現した悪魔は、全身に黒炎を纏った巨大なフェニックスだ。
　弾き飛ばされ潰れる人間、黒炎に燃やされる人間。ライトはもう悪魔を制御しない――
　ただ目を覚まさないイルーナを大切に抱きしめ、髪を撫でる。イルーナの頬を伝った涙を優しく拭い、舞い降りたフェニックスの背中に乗せた。そして、フェニックスの大きな顔を抱きしめる。
　巨大な翼でライトを包み込んだフェニックスは、その意思を受け取った。

「僕の部屋のベッドに運ぶんだよ、大切に。これからはイルーナも一緒に、みんなでハデスで暮らそうね」

　背中に眠るイルーナを乗せ、黒炎を纏うフェニックスは空を舞う。向かう先は、ハデス。イルーナは、連れて帰る――
　まだ腕の中にイルーナの温もりを感じ、ライトは顔つきを変えた―― 聖剣を抜き、黒炎を纏わせるライトの瞳は闇。その思考にもはや、人間味など一切なかった。
　ライトはもう、バケモノだ――

　「殺せ―― 皆殺しだ――」

　脳内に響き渡る程の声だった。
　その声と言葉は、地上の悪魔たちの目の色を変えた。目の前の人間に容赦などせず、力任せに剣を振り回し、血が飛び散る。
　上空のルシファーも、その瞳を一層黒くした。誰も制御などしない―― ルシファーはアイル・リザードバーグの命を取りに行く。
　城内にいたゼロと国王であるナグは、騎士訓練場の横、騎士団長の部屋に向かっていた。しかし二人もライトの声を聞く。何かあったと察した二人は向きを変え、再び露段に向かおうとしたが――
「あ！　裏切り者がいる！　ちょうどいい、サジタリウスで聖罰を下そう」
　巨大な弓を構えるシザヤゼル―― 聖軍隊聖シモン騎士団、騎士団長ヒルキヤ・モーセの守護天使は、素直に行かせてはくれなかった。
　ゼロはすぐに国王であるナグの前に立つ。ここにいる二人が〝裏切り者〟だと知っているシザヤゼルの言葉には疑問があった。
「なんで裏切り者だと言い切れるんだよ。なんも知らねーくせに」
「悪いけど僕は知ってる。朝、バルコニーに座ってたら話が聞こえたもん」
「朝……」
　記憶を辿ったゼロは青ざめた。朝、イルーナの部屋に食事を運んだナグと一緒に部屋に入り話した内容は、誰にも聞かれたくない内容だ。しかしシザヤゼルは全て知っている―― 
「まずは国王が裏切りものであることをアイル様に言ったんだ。そしたらアンデッドの村が燃やされちゃったね」
「言ったのはそれだけか」
「今、ヒルキヤに女の子の事を教えた。アイル様がヒルキヤに右手の仇を取らせ、女の子は死んだ――」
「死んだ――？　まさか――」
　ここで二人をサジタリウスで眠らせれば、それは裏切り者に聖罰を与え神を崇拝する者の善意ある行動となる。聖軍隊の裏切り者であるゼロと密接な関係がある国王だという事が明らかになり、その国王を眠らせたのならアイルは大いに喜ぶだろう。その為ならシザヤゼルは、ためらいなく国王にでも矢を向ける。
「僕が与える聖罰は〝永遠の眠り〟だよ。目が覚めた翌日は死が待ってる」
　シザヤゼルは国王に矢を向け、弓を引く―― しかしゼロはすぐに地に手をついた。
「ライトさんは殺せと言った――」
「――なんだッ！」
　石を積み上げられて建てられたこの城の地は石。ゼロが錬金術で作り上げたものは、石の棺だった。宙を舞うシザヤゼルの上から巨石のような棺の蓋が押し寄せてくる。必死に両手で抑えるが、重さに耐えきれず、シザヤゼルは徐々に棺へと近づいてゆく。
「聖なる黄道十二宮の天使にこんな仕打ちをして生きていられると思うなよ！」
「俺はどうせ死ぬんだ。別に死ぬことも怖くない」
「――ッ！」
　棺の蓋は、閉められた。
　ゼロがアガリアレプトと結んだ契約は、聖軍隊の内部調査を終えれば喰われるという契約。ゼロは死が確定している―― 死への恐怖心などない。
　哀れな天使は、美しい翼だけを石の棺から出しバタつかせた。
「ゼロ君、とりあえずシザヤゼルはほとぼりが冷めるまでここに置いておこう。露段にはライト君が――」
　ナグはライトを気にかけたが、ライトは目の前にいた――
　石の棺の上から、黒炎を纏った聖剣を容赦なく突き刺し、哀れな天使は収まりきらない翼を動かすことももうない。

「皆殺しだ――」
「ライト君……？」

　その瞳は黒く、言葉を返すこともない。涙だけが流れていた。
　ライトは聖なるものを殺しに行くため、シザヤゼルが収まった血まみれの棺から聖剣を抜き、城の出口へと一人進む。
　しかしそこに立ちはだかる者は、聖軍隊聖ユダ騎士団、騎士団長ラビであった。
「殺さなければ気が静まらないか？」
「どけ―― 僕はもうバケモノだ」
「ならば世に出すには気がひける」
　ラビは地に手をついた。ゼロもナグもそう思ったが、床に転がる大きな石の塊を拾っただけであった。
「――おりゃ！」
　そして、殺気に満ちたライトの頭に向け、全力で石を投げた。
「騎士団長…… 何してるの」
「見たまえゼロ君。黒い祓魔師エクソシストは倒れた」
「頭に石当たりましたからね…… 血が出てます……」
「君の友達に渡してこい」
「へ？」
「アガリアレプトって言うんだろ？　僕はルシファーに会いに行く」
「何を……」
「ゼロ君、何があっても、相手が誰であろうと、この先国王陛下を必ず守れ。正しいものを見失わず、今のままでいいから」
「騎士団長……」
「じゃぁね、バイバイ」
　最後の最後、にっこりと笑ったラビは、美しい女性だった。
　ゼロはラビの背中を見ながらライトを担ぎ、ナグは階段を駆け上がるラビの背中から目を離す事はなかった。

ラビが向かう先は、アイル・リザードバーグがいるあの露段だ――




　　裏切りのユダ　Episode　死


　上空を舞うルシファーとベルゼブブの前には再びセラフィムが立ちはだかる。それこそ正に鉄壁の壁。セラフィムを討取らなければアイル・リザードバーグを討つことは出来ない。しかしその身体は明らかに炎。ルシファーは思考を凝らし考える。
「ベルゼブブ、俺の槍を取ってこい。もう一回ぶん投げて貫通させてやる」
「考えが少々浅はかでは」
「他に方法はない。槍をぶん投げるしかない」
　吐き出される炎球は恐ろしいほどの破壊力があるが、身を守る術を持っているようには見えない。恐らくは神に近づく者を遠ざけ、排除するだけのものであろうと考えた。

「――ではオファニム、ケルビム、セラフィム、エデンに帰ろう。この国の王は大いに反省したであろう」
　愛の戦車オファニムは、露段の地にのめり込む車輪を浮かせ、アイルを乗せてゆっくりと上空を舞った。依然アイルの姿を隠すように立ち塞がるセラフィムを上に見たルシファーの元には、ベルゼブブが戻ってくる。
「バケモノが。両親と同じように串刺しにしてやる」
　ベルゼブブから受け取ったロンギヌスの槍は、ルシファーがすべての力を込め投じた。思惑通り立ちはだかるセラフィムを突き抜け、真っ直ぐに神の心臓に向かう。しかし――
「――壁ッ！　またあの壁が邪魔しやがった！」
　黒い槍は再び鉄壁の壁に遮られる。聖軍隊聖ユダ騎士団、騎士団長ラビ・ゼカリアは、露段の地に手をつき、高く聳える石の壁を作り上げたのだ。
　壁は崩れ落ちたものの、黒い槍は勢いをなくし地に落ちる。アイル・リザードバーグの心臓は守られた。これにはアイルも空からラビを見下ろして口元を緩める。
「やはりラビの信仰心は群を抜いて強い。見事であった」
　その美しい声を初めて耳にしたルシファーは標的をラビに変えた。
「あの騎士団長が邪魔だ。殺してしまえ――」
　ラビは足元に手をつくと、出来上がる壁の上に自らが乗り、飛び立つアイルの元を目指した。目の前にルシファーが迫ると、瞬時に細い首を掴まれる。
「終わったな。俺はこの首を捻り潰すぞ」
　それでもラビは、一切動じない。
「今は去れ。まだその時じゃない。悪魔はセラフィムに守られている神には近づくことなど出来ない」
「なに？」
「これ以上この場で犠牲を出すな。機会を待て。その代わり、僕がお前の喜ぶものを必ず持ってくる」
　ラビ・ゼカリアの目は、悲しみと憎しみが混ざり合い、それでも優しさを秘め、澄んだ茶色の目をしている。
　その目はライトと同じ目に見えた――

「その約束は悪魔と結ぶ契約となる。命を賭けろ」
「僕はもう、命などとうに捨ててる――」

　ルシファーはラビの首から手を離した。
　目の前の壁は瞬時に高く聳え立つ。その壁は、セラフィムとアイルを遮った。
　見上げたアイルは、壁の上に立つラビに笑う。
　しかしラビは瞬時に腰に下がる聖剣を抜いた――

「アイル・リザードバーグ―― 僕はこの日をずっと待っていた――」
「ラビ、貴様―― このわたくしを裏切ったなッ！」
「僕は裏切ったんじゃない。初めから、恨んでいたんだから」

　目の前に現れたラビは美しい聖剣をアイルに向けた。その聖剣に託す想いは、恨み憎しみ――
　神は美しい顔に傷がつくことを恐れた。両腕を上げ、顔の前に壁を作ったが、ラビの聖剣は疾風の如く振り下ろされる。

「僕はあの黒い日に両親を失った、孤児だ――」
「――――ッ！」

　いつか仇を討つ―― そのために女を捨て騎士団長に成り上がったラビ・ゼカリアは、アイルの身体から右腕を絶った。
　ラビにしか知り得ない聖軍隊聖ユダ騎士団の本当の裏切り者―― それはサリエルの邪視にも映らないほど柔らかい優しさを秘めた、美しいラビ・ゼカリア。

「――ッ！　殺せ！」

　神の言葉は、友情の玉座ケルビムが聞き逃さなかった。四本の腕はラビから聖剣を奪い、剣先はいとも簡単に腹に向かう。巨大なバケモノの戦車の上で崩れ落ちるラビは、無情にも天高くから蹴り落とされた。

　それでも、切り落とした神の右手は離さない――

　今まで味わった寂しさも悲しみも、全ての想いを鍛錬に変え、誰よりも早く神に近い人間となった。この一三年間誰一人愛さず、素顔を見せずにこの日を待っていた。

「僕の全力では腕一本―― これが、限界だ――」

　神の右腕は上空を舞うルシファーに向かい投げられる。憎い神の右腕を受け取ったルシファーは、腹から血を流し、力なく地に堕ちるラビから目を離し、羽ばたく。
　向かう先は、ハデス―― ルシファーはラビとの契約を守り、神を追わなかった。地上にいた悪魔を率いて、戦いを終わらせた。

「ラビッ！」
　地に落下するラビの勇姿は、エノク王国の国王、ナグ・マハディが一人露段から見守っていた。目の前を力なく血を流し堕ちるラビに向け、涙を流す。
　名ばかりの若き国王は無力―― 正しい者一人救う事が出来ないのかと、自らを責め、その場に崩れ落ちた。
「――彼女は女だけど、勇敢だったね」
　顔を上げると目の前には、黒いタキシードに黒いハット、見覚えのない高身長の男がいた。その腕の中には、腹から血を流すラビ・ゼカリアの姿がある。
「ラビ…… まだ生きてる…… 君は…… 人間……？」
「僕はメフィスト・フェレス。ルシファーの影の代行役だ」
「影の……」
　目の前に現れた悪魔は、性格が極めて残忍であるはずのメフィスト・フェレス。ラビが地に堕ちる前に受け止めたのだ。ラビは微かだが、命がある――
　その傍にはもう一体、ベルゼブブがいた。
「彼女を救う方法が一つだけある」
「救う……？　なんでもする！　ラビが救えるなら何でも」
　エノク王国の国王ナグ・マハディは、どうしてもラビ・ゼカリアを救いたい理由があった。それは人間にしか沸き起こらない、深い愛。
「じゃぁ、僕と一つ契約を結ぼうか」
「……契約？」
「僕はずる賢くて残忍で、詐欺師みたいな奴だけど、ね」


　――高い塀と鋼鉄の扉で囲まれたエノクの城の戦いは、この世の人間が知り得ないものになるだろう。しかしそれは、確かに起こった悲しい戦い。
　失った命は数多くの騎士ナイトと、黄道十二宮の天使シザヤゼル。

　そしてライトの最愛の人、イルーナが死んだ。

　それは今から、五年前の出来事であった――


「ママー、北のお城には氷のお姫様が眠ってるって、ジーンおじぃちゃまが言ってたの」
「えぇ？　お城に氷のお姫様？」
「うん。神様に罰を受けて殺されちゃったんだって。でも〝罪〟という悪魔の子が黒い魔術で凍らせて、目を覚ます日を待ってるんだって」
「なんだか素敵なおとぎ話だね。どのくらい待っているのかな」
「五年だって言ってた」
「五年？　おとぎ話にしては短いね？　百年や二百年じゃなくて？」
「五年って言ってた。蘇らせるためには、フルシシエレという人にお願いしなきゃいけないの。なかなか見つからないんだって」
「早く見つかるといいねぇ？」
「うん。それからね、悪魔の心臓が半分必要なんだって」
「悪魔の心臓が……？」
「そうだよ。そのお姫様は、ルシファーの心臓を半分もらって、ルシファーの子になるの。蘇ったら新しいお名前ももらえるの」
「ルシファーってちょっと…… 怖い悪魔だね？　どんな名前をもらうんだろう……」
「そのお名前はね、〝死〟っていうんだって」

〝罪〟は今も、イルーナを蘇らせるため、フルシシエレを探す旅をしている――
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　一章完結後の僕の遊び場

　一章完結となります。ここまで読んでいただき、ありがとうございます。

　二章は別冊で更新いたします。

　僕はこの作品を書いて、沢山のファンアートをいただきました。

　せっかくなのでペタッと貼り付けます。




小説家になろうで活動中のメイさん作
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小説家になろうで活動中のメイさん作
「主人公ライト・リンダム」
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小説家になろうで活動中の菅康さん作
「死霊術師ムルムル」
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小説家になろうで活動中のまりとさん作
「死霊術師ムルムル」








表紙絵は僕の大切なパートナー「まりとさん」が描いています。






これにて一章完結です。

やっぱ悪魔カッコいいなぁ。
ここまで目を通していただき、ありがとうございます。

今後とも、宜しくお願い致します。
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